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第一章　　序 読
保瞼者は、その義務として、被保瞼者の生死に關して豫定の保瞼料に封
する豫定の保瞼金額を支沸ふをもつてその主要なるものとする（商法第四
百二十七條）。しかし。人の生死が保瞼者の保瞼金支沸原因たり得るには、
その生死が保瞼者において負捲し得べき範園のものでなければならぬ。保
瞼者の負播し得べからざる危瞼は、蕾に保瞼者の直接の利害に係ること大
なるのみならす、延いては保瞼契約者の團酷の基礎を危殆に頻せしめ、肚
禽の一般の公釜に關係するところ　からざるをもつて商法第四百三十一條
はこれらの危瞼ある行爲をもつて生命保瞼金の支彿冤責事曲とする（註）。
　（註）但し、死刑の執行を冤責事由とする理由は、後蓮の如く、これ死刑の執行
　　に因る死亡の如きは、法の正義観を豪るものとするにある。
　保瞼においては、いはゆる道徳的危瞼を最もおそれるのであるが、道義
を道義としてのみ考へるときはその保守的性質の爲に却つて保瞼の進化を
阻止することになる。換言すれば、保瞼はその基礎となるべき倫理的規範
を基本として展開せられねはならぬのであるが、倫理的規範は技術によつ
て始めて精緻なものとなるのであるから、われわれは、生命保瞼の進化の
趨勢に鑑みて・その保守的性質にとらはるることなく・祉會の進化に順慮
するやう保瞼における倫理的要素と技術化的趨勢との微妙なる關係を適當
に統制し、これを交化的に止揚し爽展せしめねばならぬ。
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　麟つて惟ふに、商法第四百三十一條は、その本來の使命において、保険
の崇高なる文化目的擁護の爲に存するものであるが、現在の如く生命保瞼
の嚢達せる今日、すでに、これが二た昔前の立法として、その實際の要求
に副はざるものあることが意識されるに及んで、ここに保瞼約款の第二次
的法源としての機能の濃動をみるに至つた。かくして保瞼技術の褒達と實
務上の経験との塘加は保瞼約款の寛大化的傾向を促し、保瞼における技術
化的趨勢と倫理的要素との微妙なる關係を合理的に進化頚展せしめてゐる
のであるo
　ここにおいてか、わたくしは、商法第四百三十一條に關する滑革を繹ね
本條に關する保瞼約款の動きと、最近の立法例をながむることにより、商
法第四百三十一條本來の機能の籏充にまで及びたいとおもふ。蓋し、生命
保瞼金の支沸冤責事由を法律的に研究することは、要するに、冤責條項を
規定する現行商法第四百三十一條及び普通保瞼の約款を批判するの謂に外
ならぬからである。畢寛、この問題は、冤責條項に關するこれらの規定を
先験的な星）のとして、この原理のもつた過去における功過を明かにし、そ
の鯨弊を如何に塵置すべきかを論するところに、焚展し、成立するもので
ある。過去における學者は、この原理を原理として、これを展開すること
をもつて、その仕事としたのであるが、それでは、さも、尤もらしい論理
的形式が、却つて、無用に人の思惟を混維せしめるのみであつた。それ
故、わたくしは、この先験的の原理を批判し、これに、一定の形式論理を
適用する外に、事物それ自騰に内在する進化の理法といふものを考へてみ
たV・とおもふのである○
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第二章　免責條項の沿革
第一節　はしカ3き
　保瞼法史（註一）の褒端は明らかではない。保瞼法の嚢達が他の商法にお
ける法域に比して著しく遅れてゐるのは保瞼契約なる観念が羅馬法に存在
しな》・結果（註二）、猫立の契約として認められなかつたのと、保瞼の概念
が縄えす急速の進歩をつづけてゐる爲、これに俘ふ學詮及び立法の追随不
能といつた二つの理由に基くのである（註三）。
　（註一）小町谷博士謬ポール・ユーヴラン商法史（P．Huvelin，L’histoire　du　droit
　　commer磁1，1904）第一三五頁以下。
　（註二）　しかし末高博士も引用せらるる如く、Trenerry（Originand　e批rlyHistory
　　of　Insumnce）によれば、保瞼の思想は遠くBめyloni乱　に登し、％oenicia
　　に傳り、Greece，：Romeに傳播したものである。C回dea時代以後、H我mmu－
　　r＆bi時代、lsr抗el時代、猫太時代、P乱lestim時代、印度の法律、Egypt時
　　代及びGreece時代のことはさておき、羅馬における生命保瞼の濫膓Co11e一
　　躯tenuiorumは、始めは輩なる宗教的團鎧にして比較的下暦の間に行はれ
　　ものであるが後一定の入會金を徴して、禽員死亡の揚合に葬儀費用としてそ
　　の遣族に一定の金額を贈つた。しかし、そこには、保険契約なる観念を見出す
　　ことは出來なかつた。ただ、保険類似の契約はあつた。たとへばUgest（X
　　xl12）及ぴ、corpus　juris　c量vihs　lv（xxxi五）によると有償保誰は、すでに
　　輩濁の契約として行はれてゐた。fbenus　n醐α1m》pret宝um　pericu1至（1）窃rdessus，
　　Us　et　Coutumes　de　h　Mer，Trellerry》p．82）等の契約も保瞼に類似してゐ
　　たのである（末高博士私輕濟保瞼學第七六頁以下）。
　（註三）　ManeF，Versichenmgswesen　I　S．186．
　外國の保瞼立法史はさておき、わが國のそれをみるに、明治十四年四月
より同十七年に至る間に起草されたヘルマン・ロエースレル（HermanRoe一
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sler）博士の商法草案を最初とし、次いで法律取調委員會にて、これに多
少の修正を加へて成つた奮商法（明治二十三年法律第三十二號）公布せら
れ、後これに修正を加へた現行商法が明治三十二年法律第四十八號をもつ
て公布せられ、更にこれが明治四十四年五月に至り一部修正を加へられて
今日に至つてゐる（註）。
　（註）　商法編纂につき、穗積陳重博士著法窓夜話第三五六頁。
第二節 ・エースレル商法草案
　・エースレル商法草案第七百四十五條
　保瞼は左の場合に於て無敷とし叉は無敷となる者とす
　一保瞼せられたる者の死亡若くは病患既に契約取結の時に生じたる時
　　但保瞼申込人に於て之を知らざりし時は此の限に在らす
　二　自己の生命若くは健康に就て保瞼を受け叉は受けしめたる者にして
　　其契約上の義務を犯し或は放蕩若くぱi劇早若くは其他故意の所業に由
　　て生命を失ひ叉は健康を害したる時
　三　庭刑の爲め或は塵刑中或は重輕罪を犯したる直接の結果として死亡
　　し或は病患に遭ぴ叉は果合或は其他随時及び故意を以て死亡し若くは
　　病患に遭ふたる時
　本條の理由として、・エースレル草案の墨ぐるところに依れば大要次の
如くである。その掲ぐるところは極めて、詳細にして、むしろ煩といふべ
きであるが、起草者がしかく嚴格法を示さねばならなかつた個々の實例を
しる一端として左にその全部を記すこととする。
曰く『本條は保瞼一般の原則に大罷に於て適合するも、生命保瞼の特質に
依り憂化したる保瞼上の無責任たる原因を枚墾したるものなり。
　第一、契約取結の際、已に死亡し、或は、病患に罹りたる時は、其契約
は無敷とす。是れ、既に、汎く第六百九十六條に定めたる所なり。然れども、
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本條に於ては、契約取結の際其攣事既に生じたるときは別に明約あるに非
ざれば、其契約を無致とするの規則を除き、唯々保瞼申込入の其情を知ら
ざること、即ち、悪意なきことを以て其有奴の本とせり。此匠別あるは通
常の損害保瞼の主眼とする所は、唯々損害の賠償に止まり、已に生じたる
損害に就ては、契約を以て唯々賭勝負となすに過ぎざるに、生命保瞼に於て
は、臆算法に基く資本積立の性質を帯ぶるを主眼とし、此主眼や死亡等の
後と錐も猫存するに因る所なり。夫れ生命保瞼に於ては、既に生じたるの
危瞼を澹當するに保瞼者の明約を以てするは必要に非す・何となれば・攣
事の未定は、既に契約の根擦となれはなり。撚れども・通常の損害保瞼に
於ては、損害を未來に在りとする一黙甚だ貴重にして、明約を以て始めて此
黙を歓くことを得るのみ。殊に、此の如く生命保瞼を寛にするは、攣事に
當り婦の夫を失ふたるとき等に・家族に金銭上の救助を得せしめんが爲め
なり。例へぱ、夫の族行するに方り、出震後、其婦にして其夫の生命を保
瞼せしめんとするに、其夫の已に死亡せしことを知らざるに於ては、此保
瞼を禁するの理由なきものとす。
　第二、此規則は、已に、偶然損害のみを賠償し、被保瞼者の自から招き
たる損害を賠償せすとする第六百九＋五條の普通原則に適合する者にし
て、此には之を細定したるなり。何となれば、生命及び健康は被保瞼者の
自ら求めて之を害ふの危瞼甚だ種々にして、其行欺習癖若くは各個の措置
は、直接或は闘接に生命健康に重大關係を有するものなればなり。今概し
て、之を論するときは、老衰若くは遺傳症に由て死したるに非ざる者は、皆
な自己の過失及輕卒を以て其病若くは其死を致せりと云ふも可なり。而し
て、保瞼者は、共死亡等は被保瞼者の自ら致したるなり。適當の行歌等を
以てしたらんには必す高齢に達したるならんとの故障を各入に封して申立
つることを得べし。筍くも、此故障を容るるに於ては、保瞼は多く被保瞼者
の目的を室ふするに至らん。故に此黒占は甚だ細密に定めざるべからす。本
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案は次の如く細條を設く。
　被保瞼者は、契約に由て其澹當せる義務を守らざるを得す：。
此義務や・一定の範園を超へて狸に族行するを得す・大洋に航するを得す・
叉、軍役其他生命を危ふする職業に從事するを得ざる等に在るを通例とす。
此の如き禁止は或は無限なるあり、或は有限（帥ち、初め申立を爲し其承
諾を受くるが如き）なるあり。以て、共目的とする所は、死亡等の臆算を
全く攣更して、保瞼者を損害に陥らしむるべき事情の生するを防遍するに
あり。筍しくも、之に超へ、以て、充分の理．由及び目的なく被保瞼者の生
存自由を束縛する所の義務は、被保瞼者の爲めに共致なく、以て、第七百
十六條に循ぴ判定すべものとす。
　被保瞼者は、特別なる明約あるに非ざるも・其保瞼せられたる危瞼を闇
接或は直接に致すべき百般の行爲を愼まざるべからす。殊に、放蕩即ち情
慾を恣にする所の習癖（例へば暴飲暴食等）あるべからす。此の如き悪習
は身膿を害し、以て、或は間接に疾病癒疾を起因し、頓死を醸し、或は少
なくも共身艦病勢に勝つ能はざるに至る。然れども、一同若くは偶成の放
蕩及び他の黒占に係る過度（例へぱ研學、世話或は勢役等の過度）は此に算せ
すo何となれば・此黙に就て人聞は外命より束縛を受く可からざればなり・
　其他、被保瞼者に禁する所は、標惇其他故意を以て生命を縄ち健康を害
する是れなり。慷1早とは、重き因由あるに非すして輕卒に生命の危瞼を招
くを云ふ。溺者を助けんとして水中に入るは標惇に非すして入聞の義務に
順ひ、しなり。然れども、此の如き因由あるに非す、唯々危瞼に抗するを樂
しみとし、水中に跳入する者は是れ標桿を以て生命を危瞼に置く者なり。
叉、讐者にして、傳染病者を診察するは職業上の義務より出るものなり。
然れども、目的もなく叉已むを得ざるにも非すして傳染病者に接する者
は、是れ、標惇に危瞼を招く者なり。其他標桿に非ぎるも故意を以て死亡
等を招くの行爲あり。例へぱ、世を厭ふ者救助の爲めにして炎々たる家屋
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に入り、或は故意を以て寒に冒され、飲食を絶て病を招き、或は、其他の方
法を以て死を求むる等総て通常人聞の其生命保存の爲めに避くる所の行爲
を故らに爲すもの皆是れなり。
　総て・上の場合に於ては、保瞼金額要求の樺を失ふ。然れども、此に二
様の制限あη。一は死去或は病患の實に之が爲め直接或は間接に生じたる
者に限る。例へば、放蕩の者、甚だ張肚にして放蕩の爲に…も健康を害す
ることなきときは、其行歌の如何を以て生命に實を及ぼすことなし。一は
自ら生命等を保瞼に付し或は他人をして之を保瞼に付したるときに限る。
何となれば、他の場合に於て、保瞼申込人をして此の如き行爲の責に任ぜ
しむる理由なければ、之が爲に損失を蒙らしむるは其正を失へばなり。蓋
し、甲の受けたる保瞼、果して、乙の生命に係るやに至りては、全く事實
上の問題にして、今、乙なる者、假令ぴ、自ら保瞼を受けぎるも、其意に
出で、其督促に起りて甲之を受け、以て、乙自ら若くは其家族若くは其債
主に於て、其保瞼の利釜を有するときは自己の保瞼と看傲すを常とす。
　叉、本條の意義に於ける故意の行爲と看倣すは、被保瞼者の意思を以て
其危瞼を招きたるときに限り、共行爲果して故意に生するも、共危瞼を招
くの意思なかりしときは然らすとすべきものあり。例へば、熱を散せん爲
に冷浴を爲し、或は冷水を飲み、之が爲其生命を危ふするも、其行爲果し
て死を招くに非す。唯々思慮の乏しきに出でたるときは本條の禁外たり。
　第三、刑法上の責任能力を以て爲したる自殺の保瞼を無敷にするの原因
となすは、各國法律及保瞼申合規則に於て是認を経たる所なり。叉、死刑
は自殺に同じ（和蘭商法第三百七條、白耳義千八百七＋四年法律第四十一
條、スミス氏商法論第四百葉及四百一葉、商法雑誌第三十三巷第百八十三
葉）。然れども、法律と保瞼申合規則とは悉く同一なるに非す。唯々其自殺の
駿意に出でたるものと否との別を立て、前者の場合に限り保瞼の敷力を失
ふものとする一黙は確定せるものと見徹すを得べし。上の白耳義法律は、
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此勲に就て最も委しく、本案亦た此法律及び英國の裁判慣例に微ひ・次の諸
項に當る者は保瞼を無敷とす。（甲）、被保瞼者死刑に庭せられたる時若くは
囚獄中に死せし時、但警察上の拘留即違誌罪の塵刑は之に属せす。（乙）、被
保瞼者重罪或は輕罪を犯し、之が爲め直接に死亡し、或は傷疲を被りたる
とき、例へば、窃盗を爲し共所有者より傷つけられしとき、或は逃げんとし
て窓より跳下し身膿を折傷せし時、或は貨幣蟹造の際爆震に由て死せし時
等。（丙）、果合を以て死亡し若くは自殺せし時、但自殺は随意に故意を以て
爲したるとき、帥ち死せんとの意趣を以て自からなす可きの行爲に出でた
る時に限る。今自殺者にして知畳を失はす、假令ひ、他にあるべきも理由
あり、自殺を揮びたるときは随意に出でたる者と看徹すべし。然れども、
精紳の錯鼠若くは思力知力の衰弱に依りて決断の自由を失ふたるときは随
意と看徹すべからす。此の如きは之を疾病と看徹し、疾病より生するの結
果は病者の責任に締すべからざるなり。
　第二に説く所と自殺との異なる所は、彼に在りては、唯々死に至るべき
危瞼を招き、是れに在りては、帥ち其死を招き、彼に在りては、事情に依
りて死を來し猫り死者の随意に出でさる脚ち是れなり。
　此第三の規則は、蕾に第六百九十五條に記載せる普通の主義の結果たる
に止らす、公道及政術の然らしむる所なり。故に契約者の協議を以てする
も之を攣するを得す。第二に拐げたる如く、被保瞼者の生命に係り、若く
は其意に出でたる保瞼のみに限らす、（丙）に記載したる無敷の結果は自殺
等の場合に適用すべき者にして、縦令保瞼申込入にして共罪なくして損失
を受くべきときと錐も亦然り。是れ、何れの事情あるも、其家族若くは其
他利釜を受くべき者皆其保瞼の全利得を失ふべきに至るを知らしめ、以
て、自殺犯罪等の傾向を公道に於て防遍するの用あり。
　他の一方に於ては、随意に出でざる自殺に就ても保瞼無致たるべきこと
を掲ぐる契約（保瞼申合規則〉は、讐方の爲めに敷力あり。何となれぱ、自か
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ら捲當するを欲せざる所の危瞼を除外するは保瞼者の勝手たればなり。然
れども、是れ定例に非す。保瞼者にして之を口實とせんと欲せば、實に蔓
方に於て此意を以て保険契約を取結びたることを讃明せざるべからす』。
第三節　　善　　商　　法
．奮商法第六百八十二條（明治二十三年三月二十七日法律第三十二號）
保瞼は左の場合に於ては無奴とす。
第一　保瞼したる死亡叉は病傷が保瞼契約取結の際既に生じたるとき但保
　瞼申込入が其事を知らぎるときは此限に在らす
第二　生命若くは健康を保瞼に付し叉は付せしめたる者が契約上負澹した
　る義務に違反し叉は放蕩粗暴其他故意の所爲に因りて生命を短縮し若く
　は健康を殿損したるとき
第三　死亡若くは病傷が重罪若くは輕罪に付ての有罪判決の執行に因り若
　くは其執行中に生じ叉は重罪若くは輕罪を犯したる直接の結果として生
　じ又は決闘其他故意の行爲に因りて生じたるとき
本條は前掲口氏草案より一歩も出てゐない。
第四節　　明治三十二年商法修正案
　明治三十二年商法修正案第四百二十九條　左の場合に於ては保瞼者は保
瞼金額を支梯ふ責に任ぜす
一　被保険者が自殺、決闘其他の犯罪叉は死刑の執行に因りて死亡したる
　とき
二　保瞼金を受取るべき者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき但其者
　が保瞼金額の一部を受取るべき場合に於ては保瞼者は其淺額を支沸ふ責
　を冤るることを得す
前項第一號の場合に於ては保瞼者は被保瞼者の爲めに積立てたる金額を沸
■0 商法第四百三十一條について
戻すことを要す
　本條の理由書をみるに、これを次の如く詮明してゐる。曰く、『本條第一
項は既成商法第六百八十二條に該當す。抑も、甑成商法第六百八十二條に
於ては、左の場合に於ては無敷とす云々と規定すと難も、廣漢に失するの
嫌あり。故に、本案は之を左の場合に於ては保瞼者は保瞼金額を支沸ふ責
に任ぜすと改めたり・叉・既成商法第六百八十二條第一號に於ては・保瞼
したる死亡叉は病傷が、保瞼契約取結の際既に生じたるとき、但、保瞼申
込人が其事を知らざるときは此限に在らすと規定すと錐も、本案第四百三
十條第一項に於ては損害保瞼に關する本案第三百九十六條の規定を生命保
瞼にも亦準用すべきものと定めたるが爲め・甑成商法と同一の結果を生す
ることとなる。故に、之を削除したり。又、既成商法第六百八＋二條第二
號前段に於ては、生命若くは健康を保瞼に付し、叉は付せしめたる者が契
約上負澹したる義務に違反したるときと規定すと難も、保瞼契約者が其義
務に違反したるときは、保瞼者は契約を解除して、損害賠償を請求するこ
とを得べく、別に之が爲め當然其保瞼金額支沸の責任を冤れしむるの必要
なきのみならす、其他の場合に於ては、第四百三十條を以て損害保瞼に關
する規定を生命保瞼にも準用すべきものと定めたるが爲め、既成商法と殆
んど同一の結果を生すべし。被保瞼者が其義務に違反したるとき亦同じ。
故に、本案は之を割除したり。叉、既成商法第六百八十二條第二號後段に
於ては、死亡若くは病傷が重罪若くは輕罪に付ての有罪到決の執行に因砂
若くは其執行中に生じ、叉は重罪若くは輕罪を犯したる直接の結果として
生じ、叉は決闘其他の故意の所爲に因りて生じたるときと規定すと錐も、廣
汎に過ぐるものあるを以て、本案は共一部を削除し、其他の部分に宇旬の
修正を加へ本條第一項第一號と爲したり。叉、本條第一項第二號は、既成
商法中に存せざる所にして、唯或場合に於ては第六百八十二條第二號の規
定に依り、之と同一の結果を生することあ砂しに過ぎすと難も、保瞼金額
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を受取るべき者が故意にて被保瞼者を死に致したるが如き場合には、一般
に保瞼者をして其者に封して保瞼金額支梯の責任を冤れしむること正當な
り。故に、本案は新に本條第一項第二號の規定を設けたり。
本條第二二項は、既成商法第六百八十三條に該當す。抑も既成商法第六百
八十三條に於ては、保瞼無敷の場合には被保瞼者の爲め既に積立てたる貯
金の牛額を被保瞼者に償還するを以て原則と爲し、被保瞼者が詐欺若くは
悪意に因りて自ら無致に至らしめたるときは、此償還を爲すことを要せざ
るものと爲すと難も、是れ、生命保瞼に於ける積立金額の計算を誤解せる
ものにして採用すべきものにあらざるのみならす、『被保瞼者が詐欺若くは
悪意に因りて自ら無致に至らしめたるとき』と日へるは漢然に失す。故に
本案は之を改め、本條第一項第一號に掲げたる場合に限り、保瞼者は、被
保瞼者の爲めに積立てたる金額を沸戻すことを要するものと爲したり・是
れ本條第二項の規定を設けたる所以なり』。
第五節　　改正前の商法
　改正前の商法第四百三十一條（改正前の商法、すなはち、明治三十二年
三月九日法律第四十八號は、明治四十四年五月法律第七十三號によつて改
正されて今日に至つてゐる。）第二項は明治四十四年法律第七十三號に依り
改正せられた。明治三十二年法律第四十八號當時は『前項第一號の場合に
於ては被保瞼者の爲めに積立てたる金額を沸戻すことを要す』とあつたの
を、改正法は、第三號の場合を追加したる外、保瞼契約者に沸戻すべきこ
とを明言した。すなはち、次の如くである。曰く。
　改正前商法第四百三十一條左の場合に於ては保瞼者は保瞼金額を支沸
ふ責に任ぜす
一　被保瞼者が自殺、決闘其他の犯罪又は死刑の執行に因りて死亡したる
　とき
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二保瞼金額を受取るべき者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき但其
　者が保瞼金額の一部を受取るべき場合に於ては保瞼者は其淺額を支沸ふ
　責を免るることを得す
前項第一號の場合に於ては保険者は被保瞼者の爲めに積立てたる金額を沸
戻すことを要す
第六節　　現　　行　　商　　法
　現行第四百三十一條　左の場合に於ては保瞼者は保瞼金額を支沸ふ責に
任ぜす
一　被保瞼者が自殺、決闘其他の犯罪叉は死刑の執行に因りて死亡したる
　とき
二　保瞼金額を受取るべき者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき但共
　者が保瞼金額の一部を受取るべき場合に於ては保瞼者は其淺額を支沸ふ
　責を冤るることを得す
三　保瞼契約者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき前項第一號及び第
　二號の場合に於ては保瞼者は被保瞼者の爲めに積立てたる金額を保瞼契
　約者に沸戻すことを要す
　本條第一項第三號及び第二項の改正は、遠くその原因を生命保瞼禽肚協
會の理事會の決議に震し、同協會よりの上申に基V・て、しかく、改正をみる
に至ったものである。本條第一項の改正趣旨として、齋藤政府委員は次の如
く述べてゐられる。日く、『第四百三十一條第一項の修正は、是は全く現行法
の訣黙であらうと思ふのであります。現行法は、或は保瞼契約者と保瞼金
額受取入と混同して居つたのではなからうかと思はれるのでありまして、
其欲鮎を補ぴましたのであります』（註一）。なほ松本博士曰く、「本條第一項
に保瞼契約が故意にて被保瞼者を死に致したる場合に關する一號を加へ、
此場合に付て、保瞼者に保瞼金額支沸の義務なきものとせるは、現行法の
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歓黙を補充せる當然の追加たり。現行法は或は保瞼契約者と保瞼金受取入
とが必然同一入たるべぎことを前提とせるかの槻あり。是れ明白の誤謬の
み』（註二）。毛戸博士曰く、「保瞼契約者が被保瞼者を死に致したる場合、
此場合に於て、保瞼者が保瞼金を支沸ふ責に任ぜざる旨を定めぎるは現行
法4）敏勲なり。從來、保瞼會肚は、保瞼約款を以て此欲黙を補ひたりしが、
改正法は濁逸保瞼法第一七〇條第一項に微ひ第四百三十一條第三號を新設
して、之を補正す』（註罠）。
　本條第二項に付齋藤政府委員曰く、『第二項の修正、是も、詰り歌黙を補
ひましたに過ぎませぬ。唯現行法は被保瞼者が自殺等に因りまして死亡し
たときだけに積立てたる金額を沸戻すと云ふことになつて居つて、保瞼金
額受取入が故意で被保瞼者を死に致したるときに沸戻すと云ふことになつ
て居らなかつた。是は全く問題であつたので、此鮎を明かに致しました』
（離四）。松本博士曰く、『現行法第二項は保瞼金受取入が故意にて被保瞼者を
死に致したる場合に於ては保瞼者は被保瞼者の爲に積立てたる金額を沸戻
す義務を負はざるものとすれども、共金額の佛戻を受くるの襟利は、保瞼
契約者の有する所たるを以て、此規定は不當なりと謂はざるべからす。改
正案第一項は、前項第二號の場合、即ち、．L述せる場含にも、保瞼者は沸
戻の義務あるものとすると同時に、法文上保瞼契約者が沸戻を受くべぎの
趣旨を明瞭にせり。至當の改正と謂ふべし』嘩灘）。毛戸博士曰く認保瞼受
取入が故意にて被保瞼者を死に致したるとぎは。保瞼金請求構なしとする
を要するや明かなりと離も、現行法の如く保瞼者は、責任準備金沸戻を爲
すを要せすとする理由なし。是れ改正法が第四百三十一條第二項を修正し
たる主なる理．由なり亡1（註窺）○
　（誰一）　商法改正理由書第三八九頁
　（註島）　松本博士「商法改正評論」第一六二頁。
　（註三乙）　毛戸博士「商法改正評論」第一一六頁。
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（註四）
（註五）
（註六）
前掲改正理由書第三八九頁以下。
松本博士前掲書第一六二頁。
毛戸博士前掲書第一一六頁。
第七節 現行法成立迄の概観
　以上を通観するに各立法の攣遷は、各、の立法理由に読明するところによ
つて自ら明であるが、ただ、そこに覗はれる顯著な現象は各冤責條項の寛大
化的傾向と法律關係の軍純化的傾向とを示してゐることである。この二つ
の傾向は、後述するが如く現行商法第四百三十一條に列塁する免責條項を
更に緩和せしむべくその將來に封して重大な示唆を與へてゐるのである。
　しからぱ、以上二つの傾向が各立法に如何に反映してゐるかを観るに、
たとへば、・氏草案及び奮商法は契約の無敷を認むる範園廣きに反し、明治
三十一年商法修正案以後は、これが範園を著しく縮少してゐる。又、口氏
草案第七百四十五條第二號後段及び奮商法第六百八十二條第二號後段は、
放蕩、粗暴其の他故意の所爲に因りて生命を失ひたるときと規定し、各第
三號におV・ては、死亡若くは病傷が重罪若くは輕罪に付ての有罪刹決の執
行に因り、若くは、其の執行中に生じ、叉は重罪若くは輕罪を犯したる直
接の結果として生じ、又は決闘其の他故意の行爲に因りて生じたるときと
規定するも、明治三十一年商法修正案第四百二十九條以後はその範園を縮
少し、自殺、決闘其の他の犯罪叉は死刑の執行に因る死亡の場合に限定し
てゐる。右の外新らしい立法は保瞼契約者、保瞼金受取人の被保瞼者故殺
の場合を追加した如きはそれである。
　　　　　　　第八節　簡易生命保瞼法
　　　　　　　　第一款　　は　し　が　き
最後に、商法第四百三十一條に該當する簡易生命保瞼法第二十四條及び
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第二十五條の進化過程について叙述することとする（註）。
　（註）　涯信省における生命保険創始の議は遠くその端緒を明治＋年以前の昔に護
　　　し奮幕臣の逸才であり、通信事業の恩人であり、否、明治文化史上に数々の
　　　優れた功績を遺された騨逓頭故男爵前島密氏の胸裡に豊かれてゐたことは注
　　　目すべきことである（前島密男爵自叙傳「鴻痕瓜」中郵便創業談参照）Q
　　　　その後、明治＋四年には、民間に始めて科學的の生命保瞼事業を螢む會薩
　　　（明治生命）が生れたが、別に、中産階級以下を相手とする生命保瞼事業の
　　　實施を急ぐぺしとの輿論品昂まり、明治二十六、七年頃二三の會吐によつて
　　　簡易生命保瞼事業が開始されたるにも拘らず不成功に絡つたQ
　　　　偶々、遊信省では、日清戦争後、故子爵野村靖氏の涯信大臣當時、本制度
　　　の調査をすすめ、明治三十年十二月二＋二日故藤澤利喜太郎博士に郵便保瞼
　　　年金法案取調を囑託し（博士は昭和八年＋二月二＋三日莞去されるまで斯業
　　　の爲につくされた）、臆て、これが大綱を編み、當時起草中の郵便貯金法案中
　　　に保除及年金に關する條項を加へて、明治三＋三年法制局に回付する蓮びに
　　　至ったものであるが、農商務省の反i鋳に遭ひ、時期侮早の故をもつてその曙
　　　光はみられなかつた。しかるに、日露職争を経て臥米の瀧會思想波及するに
　　　作ひ、各種肚會政策施設の實行せらるる等、世相の推移するにつれて、その
　　　必要切迫し來つたので、明治四＋三年七月＋四日桂内閣當時「郵便保険年金
　　　制度調査委員會」を郵便貯金局に設置し、時の郵便貯金局長下村宏博士を委
　　　員長として再び調査に着手し、翌四＋四年更に調査機關を振大して、遜信省
　　　内に「郵便保険年金制度調査委員會」を設置し、學者、實務家を加へて調査を
　　　績行したQ他方、農商務者でも小口保瞼調査會を設けて調査したQついで、
　　　大正三年五月二十二日、時の大隈内閣は、小口保瞼實施をその施政方針の一
　　　に加へ、法制局長官を委員長とし、内閣・内務・大藏・司法・文部・農商務・
　　　逓信の各省よP委員を禺し、小口保瞼制度調査委員會を設置し、爾率、會議
　　　を重ぬること敷十同大鎧調査を了へて、同年十二月十二日その内容を公表し
　　　て忌偉なき論議に供したQ
　　　　これに勤する輿論の趨勢は實施に左祀する傾となったので、更に修補推敲
　　　を加へて、大琵五年二月七日第三十七同帝國議會に提出した。法案は一部修疋
■6 商法第四百三十一條について
　　　の上爾院を通過し、同年七月八日法律第四十二號をもつて公布され、同年十月
　　　一日よP施行さわた。その後、大正十一年法律第三十六號、大正十五年法律第
　　　四號及び昭和六年法律第四十三號により一部改正されて今日に至つてゐる。
　　　以上が、大鎧簡易生命保瞼の浩革略史であるQなほ、その詳糸剛こついては、
　　　わたくしの執筆し、編纂した簡易保瞼局の「簡易生命保瞼郵便年金事業史」
　　　及び「簡易生命保瞼事業史附録資料」（昭和十一年）を滲照されたい。
　　　　　　　　　第二款　　現　　行　　法
第二十四條　左の場合に於ては保瞼金額を支沸ふ責に任ぜす
…　被保険者が保瞼契約叉は共の復活の敷力嚢生後二年内に自殺したると
　き
二　被保瞼者斌決闘其の他の犯罪又は死刑の執行に因りて死亡したるとき
三　保瞼金額を受取るべき者が故意にて被保険者を死に致したるとき但し
　共の者が保瞼金額の一部を受取るべき場合に於ては政府は其の淺額を支
　沸ふ
四　保瞼契約者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき
五　被保瞼者の死亡したる場合に於て保瞼契約者及保瞼金額を受取るべき
　者が命令の定むる所に依り其の通知を嚢せざるとき
第二十五條　第十六條第一項、第十七條、第＋八條第一項及前條D場合に
　於ては保瞼金額を受取るべき者は命令の定むる所に依り被保瞼者の爲に
　積立てたる金額の一部の還付を請求することを得
　前項の規定は前條第三項の場合には之を適用せす
　右の法文の叢展的過程を槻るに、次の如くである。
　　　　　　　　　第三款　　郵便貯金法草案（第一草案）
　郵便貯金法草案（明治三十二年十月二十五日局議提出第一草案と認めらる）
第十八條　左の場合に於ては保瞼讃書を無敷とし己に沸込たる保瞼料は之
　を権利者の郵便貯金と爲すべし
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一規定の保瞼料を沸込まざるとき
一馨師の身膿検査を受けざる被保入にして郵便生命保瞼誰書交付後ニケ年
　以内に死亡したるとき
一　被保入自殺決闘叉は其他重大なる過失に因り生命を失ぴたるとき
一　保瞼誰書の請求者若くは保瞼金受領者故意を以て被保人の生命を失は
んとしたるとき
第十九條　左の場合に於ては保瞼誰書を無数とし己に沸込たる保瞼料は湊
牧す
一　保瞼讃書の請求に關し虚儒薩蔽の事實ありたるとき
一　保瞼誰書の請求者若くは保瞼金受領者故意を以て被保入の生命を失ぴ
　たるとき
　　　　　　　　　第四款　　郵便貯金法草案（第二草案）
　郵便貯金法草案（第二草案と認めらるるもの）
第十八條　左の場合に於ては保瞼誰書を無数とし己に沸込たる保瞼料は之
　を権利者の郵便貯金と爲すべし
一讐師の身磯槍査を受けざる被保人にして郵便生命保瞼諮書交付後三ケ
　年以内に死亡したるとき
一被イ呆入自殺したるとき
第十九條　左の場合に於ては保瞼誰書を無数とし己に拙込たる保険瞼料は
　之を還付せす
一　事實を虚爲隠蔽して保瞼誰書の交付を受けたるとき
一　保瞼誰書の交付を受けたる者若くは保瞼受領者故意を以て被保瞼者を
　死に致したるとき
一　被保瞼者決闘其他の犯罪又は死刑の執行に因りて死亡したるとき
　　　　　　　　　第五款　　郵便貯金法草案（決定案）
　郵便貯金法草案（省議決定のものと認めらるるもの）
■8 商法第四百三＋一條について
第十八條左の場合に於ては保瞼讃書を無敷とし翫に彿込たる保瞼料は之
　を預け入の郵便貯金と爲すべし
一　郵便生命保瞼誰書交付後ニケ年以内に被保険者死亡したるとき
一　被保険者自殺したるとき
第十九條　左の場合に於ては保瞼誰書を無敷とし既に携込たる保険料は之
　を還付せす
一　事實を際蔽して保瞼謹書の交付を受けたるとき
一　保瞼謹書の交付を受けたる者若くは保瞼金受領者故意を以て被保瞼者
　を死に致したるとき
一一　被保瞼者決闘其他の犯罪叉は死刑の執行に因りて死亡したるとき
　以上は大罷において、商法修正案第四百二十九條及び第四百三十一條の
立法例に微つてゐることが窺はれる。ただ、これらと異なるのは、更によ
り嚴格主義を探つて、決闘、其他の犯罪に因る死亡叉は死刑の執行に因る
死亡の場合、保瞼讃書の交付を受けたる者若くは保瞼金受取入の被保瞼者
故殺の場合には保瞼金額のみならす、積立金をも還付せざるものと爲せる
こと・及び創減期間を設けたることである。但し・被保瞼者の自殺の場合
は、既納保瞼料はこれを権利者の郵便貯金と爲すべきものとしてゐる。
　　　　　　　　第六款　　郵便保瞼規則案
　明治四十三年九月郵便保険年金制度調査委員會決定の「郵便保瞼規則及
取扱手綾に關する重要事項」第三の（七）には次の如き決定を爲してゐる。
曰く
（七）保瞼金の支沸を爲さざる場合
　イ　被保保瞼者が自殺、決闘、犯罪、死刑の執行に因り死亡し若くは刑
　　の執行中死亡したるとき
　・　保瞼契約者叉は保瞼金受領者が故意にて被保瞼者を死に致したると
　　き
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ハ　失踪の宣告ありたるとき（例外あり）
　二　事故嚢生の通知を邊滞なく行はざりし場合
（八）保瞼料を還付せぎる場合
　乱　保瞼契約者叉は被保瞼者が悪意又は重大なる過失に因り重要なる
　　事項に付虚儒の陳述を爲せし場合
　b　保瞼契約者又は保瞼金受取人が故意にて被保瞼者を死に致し又は
　　致さむとして果さざりし場合
　　　　　　　第七款　　郵便保瞼年金規則草案
郵便保瞼年金規則草案（明治四十三年十二月第一同調査）
第百十八條の二　左の場合に於ては郵便官署は保瞼金支沸の義務に任ぜす
一　被保瞼者が自殺、決闘、犯罪、死刑の執行に因1）死亡し若くは刑の執
　行中死亡したるとき
二　保瞼契約者叉は保瞼金受領者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき
三　失踪の宣告ありたろとき
四　契約者又は保瞼金受領者が被保瞼者の死亡を知りたるも逓滞なく其の
　通知を行はすして爲に被保瞼者の死因を認め得ざるとき
　前項第三號の場合に於て被保瞼者が著しき危難に遭遇したるに因り共の
　生死分明ならざるとき郵便官署が被保瞼者の死亡を確實なりと認めたる
　ときは此の限りに在らす
第百十八條の三　前條の場合に於て保瞼契約者が故意にて被保瞼者を死に
　致したるときは掛金は之を還付せす
第百十八條の四　第百十八條の二第一號第三號及第四號の場合蛙保瞼金受
　領者が故意にて被保瞼者を死に致したる場合に於ける掛金の還付方は第
　八十八條及第八十九條の例に依る
　上拐第六款及び第七款の爾案と現行法第二十四條及び第二十五條と異な
るところは、『刑の執行中死亡したるとき』及び本則として、『失踪宣告』の場
20 商法第四百三十一條について
合をも支梯冤責事由と爲せることである。なほ、本案においては、積立金を
もつて、商法における積立金と同様にみたるものなりや不明なるも、一
もし、商法の如く、解するものせぱ、積立金を將來の純保瞼料の不足に充
つる爲の蓄積とみる結果、積立金還付請求椹者を保瞼契約者とすることに
なる。一保瞼契約者の被保瞼者故殺の場合には、積立金をこれに還付せざ
るものとしてゐる。したがつて、この瓢現行法第二十五條第二項の立前
と趣旨を異にする。
　　　　　　第八款　簡易保瞼法案
簡易保瞼法案（大正三年七月二十七日）
第十三條　左の場合に於ては政府は保瞼金額を支沸ふ責に任せホ
　ー　被保瞼者が自殺したるとき但し命令の定む期間を経過したる場合は
　此の限に在らす
　二　被保瞼者が一年以上の禁銅叉は懲役に虞せられ其の刑の執行中に死
　亡したるとき
　三　保瞼契約者叉は保瞼金額を受取るべき者が被保瞼者の死亡したるこ
　とを知りたる後三月内に共の通知を爲さざるとき但し正當の事由あり
　と認めたる場合は此の限に在らす
　この草案に依れば、商法第四百三十一條第一項第二號（受取人の被保瞼
者故殺）及び第三號（契約者の被保瞼者故殺）の外決闘、犯罪に因る死亡
死刑の執行に因る死亡の場合も歓けてゐる。
　　　　　　第九款　　簡易保瞼法案
簡易保瞼法案（大正三年九月二十五日）
第十三條左の場合に於ては政府は保瞼金額を支沸ふ責に任ぜホ
ー　被保瞼者が契約締結後二年内に自殺したるとき
二　保瞼契約者叉は保瞼金額を受取ろべき者が被保瞼者の死亡したるこ
　とを知りたる後三月内に其の通知を爲さざるとき但し正當の事由あり
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　　と認めたる場合は此の限に在らす
　本案は・右の七月草案の第二號を創り、自殺の冤責期間を命令に譲らす
して法律を以てコ年と明定した鮎liにおいて進歩を示してゐる。
　　　　　　　第十款　簡易保瞼法案
簡易保瞼法案（大歪三年＋月＋六日）
　本案は、前款法案第十三條がそのまま第二1十三條に繰下り。これに第二
項として、『商法第四百三十一條第二項の規定は前項の場合に之を準用す』
との規定を追加したに過ぎない。
　　　　　　　第十一款　簡易保瞼法草案
簡易保離案（嚢無篠㍊蝦隆舗狸蕪暮曾舗）
本案は前款の十月草案そのま玉である。すなはち
第二十三條　左の場合に於ては政府は保瞼金額を支沸ふ責に任ぜす
一　被保瞼者が契約締結後二年内に自殺したるとき
二保瞼契約者叉は保瞼金額を受取るべき者が被保瞼者の死亡したること
　を知りたる後三月内に其通知を爲さざるとき但し正當の事由ありと認め
　たる場合は此の限に在らす
商法第四百三十一條第コ項の規定は前項の場合に之を準用す
　　　　　　　第†二款　簡易保瞼法案
簡易保離案（霰誰蒸翫聡昊墾瞼）
第二十三條　左の場合に於ては政府は保瞼金額を支沸ふ責に任ぜす
一　被保瞼者が契約締結後二年内に自殺したるとき
二　保瞼契約者又は保瞼金額を受取るべき者が被保瞼者の死亡したること
　を知りたる後三月内に共の通知を爲さざるとき但し正當の事由ありと認富
　めたる場合は此の限に在らす
商法第四百三十一條第二項の規定は前項の場合に之を準用す
今、第十一款及び第十二款の爾法案をみるに、この案におV・ては前拐第
22 商法第四百三＋一條にっいて
六款及び第七款の爾案と異なり、失踪宣告及び刑の執行中の死亡を免責事
由としなV・外、二：年後の自殺には保瞼金を支沸ふものとしてゐる（前掲條
文の外同法案第三十三條に依る商法第四百三十一條の準用）。この聞の事情
を窺ふ一端として、當時本案の起稿に参與せられたる松本博士の解読を紹
介するに次の如くである（註）。
　（註）　松本博士「私法論丈集」中「簡易保瞼法案解説」・なほ、前掲「簡易生命保
　　瞼事業史附録資料」第一三七頁以下にも輔載輯録せられてゐるQ
　松本博士曰く、「法案第三十三條の規定に依り簡易保瞼に準用せらるる商
法第四百三十一條第一項第一號は、被保瞼者の自殺の場合に於て保瞼者に
保瞼金支沸の義務なきものと規定す。然れども、自殺は多く窮迫叉ぱ精紳
錯飢の結果行はるるものにして、此の場合に於て、保瞼金の支沸を爲さざ
るは、頗る入惰に反す。殊に、簡易保瞼の如く、肚會政策的意義を有する保
瞼に於ては、一暦條理に合せざるものあり。若し夫れ、自殺を豫期して保
瞼契約を締結するの弊害の如きは、契約締結後相當の期間内に自殺したる
場合に限り、保瞼金額の支沸を爲さざるものとするに依りて之を避くるこ
とを得べし・故に・本條第一項第一號は・商法第四百三十一條第一項第一
號の規定の例外として、契約締結後二年内に自殺したるときに限り保瞼金
額支佛の義務なきものとせり。此規定は甚だ鰍迎すべきものなれども、軍
に「契約締結後二年内」と云ふときは、復活の場合を包含せざるの鋏漏あ
　　　　　　　　　　　　　　　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　のるの撞着あり。宣しく、之を改めて「保瞼契約後叉は保瞼契約復活後二年
の
内」と爲すべきなり。
　本條第一項第二號は、法定期間内に死亡の通知なき場合に付き、何等制
裁を定めす。然れども、通知の塀怠は、多くは、詐欺的の意思を以て行は
るるを以て、法案は張力なる制裁を附して、通知の遅延を防止し、以て詐
欺の杜絶と同蒔に事務の便宜を計れるものなり。而して、此現定は、或は
必要以上に過酷なりとの非難あらむも、但書に依り正當の事由ありと認む
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るときは保瞼金額の支沸を爲すべきものと定めたるを以て弊害を生する虞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　の　の　なかるべし。唯「其の通知を爲さざるときJとあるは、寧ろ「其の通知を
の　の　の　の　の　の
震せざるとき」と改め、商法第四百三十二條の文書に適慮せしむるを可と
すべきか。
本案第二項は、第…項の規定に依り、保瞼金額支沸の責に任ぜざる場合
に於て、被保瞼者の鳥めに積立てたる金額を沸戻すべきことを定む。第三
十三條の規定に依り準用せらるる商法第四百三十…條と封鷹して當然の規
定と謂ふべし』○
　　　　　　第十三款　　簡易生命保瞼法案
以上、掲げ來つた簡易保瞼法案は第一草案以下順次これを掲げたもので
はない。蓋し、同法案が大正三年當時小口保瞼制度調査委員會において審
議された當時の草案の大部分は、彼の大正十二年の關東大震災の爲烏有に
瞬した爲、第一草案以下順を追ふてこれを全部拐げることが不可能である
からである。そこで、本稿においては、當時の委員及び法制局の倉庫より
出でた各草案を年月日順に配列して研究の用に供したのであるQ
　ところで、同法案が、大正三年十二月十二日小口保瞼制度調査委員會に
おいて褒表されるまでは・『簡易保瞼法案』と呼構されたのであるが、これ
は、後、『簡易生命保瞼法案』と改構せられるに至った（註一）。この改稻後
の最初の法案第二十三條は。前款の法案に一歩す製めて次の如く改めた。
第二十三條　左の場合に於ては政府は保瞼金額を支沸ふ責に任せす
　　　　　　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　一　被保瞼者が保険維書又は復活承認書作成後二年内に自殺したるとき
　二　保瞼契約者又は保瞼金額を受取るべき者が被保瞼者の死亡したるこ
　とを知ゆたる後三月内に共の通知を震せざるとき但し正當の事由あり
　と認めたる場含は此の限に在らす
　商法第四百三十一條第二項の規定は前項の場合に之を準用す
　上揚條文中肩瓢を附した部分は、松本博士の小口保瞼制度調査委員會及
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び法制局における意見によつて修正されたものと思惟される（註二）・
　（註一）　この改稻は、大正四年四月二十七日高橋作衛博士（小口保瞼制度調査委員
　　會委員長）より、時の内閣総理大臣大隈重信伯に提出した上申案によるもので
　　ある（前掲「簡易生命保瞼事業史附録賓料」第一一四頁以下、殊に第一一八頁）。
　（註二）　このことは前掲松本博士の簡易保瞼案解説によつても理解せ’らるところ
　　である　（前掲「簡易生命保瞼事業史附録資料」第一六六頁以下）。松本博士
　　が、いかに、この法案に検討を加へられたかにつき、前掲「簡易生命保険郵
　　便年金事業史」及び前掲「附録資料」第一三九頁以下参照。
　　　　　　　第十四款　　簡易生命保瞼法案
簡易生命保瞼法案（大正四年七月三＋日法制局における第一修正案）
第二＋四條　左の場合に於ては保瞼金額を支沸ふ責に任せす
　　　　　　　の　　ン　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　の　一　被保瞼者が保瞼契約又は復活の敷力震生後二年内に自殺したるとき
　二　被保瞼者が決闘共の他の犯罪又は死刑の執行に因りて死亡したると
　　き
　三　保瞼金額を受取るべき者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき但
　　し其の者が保瞼金額の…部を受取るべき場合に於ては政府は其の淺額
　　を支沸ふ
　四　保瞼契約者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき
　五　被保瞼者の死亡したる場合に於て保瞼契約者叉は保瞼金額を受取る
　べき者が命令の定むる所に依1）通知を嚢せざるとき
　これ叉・後述の如く・松本博士の修正に成るものである。殊に、第一號
の肩黙の個所及び第二號以下全文に亙る修正は悉く同博士の槍討になるも
のである○
　　　　　　　第十五款　　簡易生命保瞼法案
　なほ、大正四年十一月二十二日の法制局における第二修正案は前款の案
と全く同じものであるから、ここには省略する。
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　　　　　　　第十六款　　簡易生命保瞼法案
簡易生命保瞼法案（大正五年二月七日第三＋七同帝國議會に提田の法案）
第二十四條　左の場合に於ては保瞼金額を支佛ふ責に任ぜ歩
一・被保険者が保瞼契約又は其の復活の敷力嚢生後二年内に自殺したると
　き
二　被保瞼者が決闘其の他の犯罪叉は死刑の執行に因りて死亡したるとき
三　保瞼金額を受取るべき者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき但し
　共の者が保瞼金額の一部を受取るべき場合に於ては政府はその淺額を支
　沸ふ
四　保瞼契約者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき
五　被保瞼者の死亡したる場合に於て保瞼契約者及保瞼金額を受取るべき
　者が命令の定むる所に依り共の通知を嚢生せざるとき
第二十五條　第十六條第一項、第十七條、第十八條第一項及前條の場合に
　於ては保瞼金額を受取るべき者は命令の定むる所に依ゆ被保瞼者の爲に
　積立てたる金額の一部の還付を請求することを得
　前項の規定は前條第三號の場合には之を適用せす
　本條文は、v・づれも無修正のまま議會を通過して現行法となつてゐる。
　本案は、前揚第十一款及び第十二款の爾法案と異なへその第三十三條
（現行法第三十四條に相當す）における商法第四百三十一條の準用を創り、
その結果。法定支沸菟責事由を一括して、第二十四條に規定した。但し、前
爾法案第二十三條第一項第一號に「契約締結後二年内」と規定してゐるの
　　　　の　の　の　のの　の　の　の　の　の　の　の　の　の　　ンの　のを改めて「保瞼契約後又は保瞼契約復活後二年内」と爲し、同條第一項第二
　　の　の　　レの　の　の　の　の　の　の　の　　　　　　　　　　　　　　　の　の　の　の　の　の　の　　レこンの　の號に「共の通知を爲さざるとき」とあるのを、「其の通知を嚢せざるとき」
と改めた。これは、前拐松本博士の解説によつても明かなる如く、同博士
の意見に從つて改正されたものである。爾徐の改正は商法第四百三十一條
の準用を削除したるに因るものである。
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??＝?第 現行法の解繹論
　　　　　　　　　第一節　　は　し　が　き
　わたくしは前節において生命保瞼における法定支沸冤責事由に關する商
法第四百三十一條及び簡易生命保瞼法第二十四條の滑革を繹ね、その間に
各時代における法條の理由を掲ぐることによつて、その獲展の跡を同顧す
るのよすがとしたのであるが、それは、理論的方面を全く抽象し去つたと
ころのものである。そこで、本條の將來を展望する前提として、一先づ本
條に封するわが國の學読（註）及び剰例の現水準線を大槻し次いで本條に關
聯する外國の立法例を概槻することとしたい。
　（註）　ここには、わが國のそれについてのみ紹介することとした。外國の文獣に
　　　ついての詳細なる研究は、他の機會にゆづりた）・。後に掲ぐる如く、本條に
　　封する學者の研究は、從來全く等閑観されてゐたものであるo
　商法第四百三十一條は、その第一項において、保瞼者の保瞼金支沸冤責
事由を列墨し．その第二項において、被保瞼者の爲に積立てたる金額の沸
戻について規定してゐるQ
第二節 免　責　條　項
　　　　　　　　　第一款　　自　　　　殺
第四百三十一條第一項第一號を分つて、自殺、決闘に因る死亡、犯罪に
因る死亡、死刑の執行に因る死亡とする。
　自殺は、自己の生命を失ふ意思を途行した事實を謂ふのであつて、途行
の方法如何は間ふところでない。有意の自殺たることを要する。過つて自
己の生命を断つが如きは自殺ではない。故意なることを要するから、行爲
の結果についての正當なる判断がなければならぬ。したがつて・精神異状
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又は精紳障碍に因る自殺は、ここにいふ自殺ではない（註一）。
　然らば、商法は何故に、自殺を絶封保瞼金支沸冤責事由とするか。こ
れ、道徳的槻念及び一般的法律槻念より律せられるに因るものである。し
かし、本條は彊行規定であるに拘らす、保瞼界における實際の取扱は、保
瞼者の實釜を著しく害しない範園において保瞼金を支沸ふことになつてゐ
る○
　村上氏は、これに反封して、「外國生命保瞼會謎に在りては、自殺の場合
に於ても保瞼金額を支沸ふべき旨共保瞼約款に明言するもの多し。個入の
生命を尊重し自殺を罪悪と信仰せる宗教風俗の下に在りては、此約款の爲
め保瞼會肚が不測の損害を被ること少かるべしと難も、我國に於けるが如
く、比較的に個入の生命を輕覗し、或場合に於ては，自殺を名轡とし帥聖
とする邦俗に在むては、自殺の場合にも、禽ほ、保瞼金支沸の責任ありと
すれぱ、保瞼會耐に取りては甚だ危瞼なりと謂はざるべからす。此黙より
すれぱ・第四百三＋一條第一項第一號の自殺に關する規定は稔當なりと謂
はざるべからす』として商法の張行規定を支持してゐられる（註二）。
　これに反して、水口博士は、商法が自殺を冤責事由となせることに封し
批難をし、保瞼界における最近の實歌を支持してゐられる。曰く、『保瞼契約
を結締したる後、保瞼金を得んが爲めに自殺するが如き場合は稀有のこと
に属し、特定の場合の外、之を想像し得ざる所なり。殊に、被保瞼入が、保
瞼契約者叉は保瞼金額受取入たらざりし場合の如き保瞼契約は、其妻子春
族の利釜の爲めにする場合を多しとする。斯る場合に、妻子春族をし！て
保瞼金額を得せしめんが爲めに、財産以上の貴重なる生命を犠牲にして、
夫婦親子の愛を捨て、悲哀を顧みす自殺せんとするが如き、異例の場合と
す。保瞼契約其ものに不正の目的なく、五年十年將た之より以上の年限の
保瞼料の支沸行はれ、保瞼契約存績したる後、被保瞼入に生ぜる或事情の
爲め自殺するに至りたる場合。保瞼者の責任を免じ、僅かに解約慣額なる
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梯込みたる保瞼料の幾分を支沸ふを以て足るとするが如きは保瞼政策上果
して之を正當とすべきや吾人は之を疑ふものなφ』（註三）。
　（註一）丈献はかなり多いが、纏つたものとしては　いQ著名のものとしては、
　　：Emile　Durkeim7Le　suicide，6tude　de　sociologie，1897。（邦課あり、鈴木宗忠、
　　飛澤謙一爾氏共課、デユルケム自殺論、昭和七年）。なほ、：E。J．M乱clean，The
　　Iluman　S至de　ofInsurance，（）hap，VII，L挽O伍ce，Suicide　and　Crime，pp．84
　　＿101．
　　　芳賀八彌氏「被保険者の自殺に就て」（保険雑誌第四巻第四六號、明治三十
　　二年）、芳川浩氏「自殺は必ず獲狂なりや」（保険銀行時報第一五號以下、明治
　　三十二年）、藤尾木藏氏「自殺の保陰に就て」（保瞼銀行時報第六號、明治三十
　　二年）、泰田懇氏「保瞼契約の自殺に就て」（保瞼銀行時報第一一號、明治三十
　　二年）田中弟稻氏「自殺に就て」（生命保瞼會融協會會報第二巻第三號、明治
　　四十五年）、岩田宙造博士「保瞼約款の自殺に就て」（保瞼評論第五巻第八號、
　　大正元年）、松本擦治博士「保瞼法に於ける自殺の意義」（法學協會雑誌第三四
　　巻第八號、大正五年）、石川文吾博士「生命保瞼に於ける被保瞼者の自殺を論
　　ず」（國民纒濟難誌第一二巻第四競第五號、大正六年）、同博士「被保陰者の自
　　殺に就て」（保瞼學雑誌第二四四號乃至第二四六號、大正六年）、伊藤萬太郎氏
　　「精憩病者の自殺は病死欺將災害に因る死亡鰍」（生命保瞼會祉協會會報第八
　　巻第一號、大正七年）、丹治善造氏「現行我國普通生命保瞼に於ける自殺條項に
　　就て」（生命保瞼會杜協會會報第一七巻第一號、昭和三年）、宮本宣一氏「自殺條
　　項の攣遷に就て」（生命保瞼経螢第二巻附録、昭和五年）、カール・ベネウイツ
　　氏（C8rl　Benewitz）「自殺に封する生命保瞼會砒の方策」（生命保瞼経瞥第四
　　巻第三躍一三一頁以下、昭和七年）、「明治生命保瞼會減に於ける自殺に關す
　　る特殊研究」「保陰讐學雑誌第一六七號、昭和八年）、柴宮六氏「保瞼實務論」
　　第二七三頁以下（昭和八年）、森荘三郎博士「保瞼約款に現はれたる犯罪條項」
　　（蛋命保険経螢第五巷第三號及第五號、昭利八年）、牧野博士「日本刑法」第八
　　二六頁、大場博士「刑法各論」上巻第六八頁、元良勇衣郎博士「自殺に關す
　　る犯罪現象」（日本新聞第六〇六二競、この研究は大揚博士前掲書第六八頁以
　　下にも韓載されてゐる。わが國心理學の泰斗元良博士の自殺論は極めて示唆
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　　に富む観：究である），，
　（註二、村．k氏「保険法」明治三十七年法政大學講義録第二〇四頁及び同氏「保
　　瞼法論1
（註三）　水ロ博士「保険法論」第七一九頁。
學説は・大騰において私見と大同小異であるが、以下これを分説するこ
と次の二如くであるっすなはち、
　（A）　自殺の意義
　自殺は故意に自己の生命を失ふ意思を途行した事實を謂ふのである。大
審院も、r商法第P聖｛三十一條第…項第一號に所謂自殺とは、被保瞼者が、
故意に自己の生命を断ち死亡の結果を生ぜしむる結果を指稻す。從て、死
亡の結果が・過失行爲に基因し・若くは・精帥病其他の原因に依り結帥障
碍中に於ける動作に基因する場合は之に包含せざるものとす』といつてゐ
る（謝。したがって、他入σ）生命を救助する爲め危瞼を冒したることに因
つて死亡した場合とか、夢遊病者がその病氣嚢作中に溺死した場合とか、
或は、他入の強迫によつて自殺を途げた場合の如きは、ここにいふ自殺と
はいへないのである。
　（註）　友正五年二月一二口大審院判決・民録・第二二輯第二三四頁。なほ・法律新
　　聞第ご號第八頁所載・剣決日不詳・東京控訴院判決。大正六年六月一九日東
　　京控訴院鋼決、法律新聞第一三〇九號。大正五年秋田地方裁判所判決、判例
　　第一巻民法第九八六號。昭和七年九月一五日東京地方裁判所判決、法律新報
　　第三〇六號，松本博士「保険法」第二二七頁以下。田中博士「保瞼法講義要
　　領」第一六琶頁。水口博士「法學新報」第二四巻第五號第三一頁。柳川氏前
　　掲書第七二丸頁、，大森氏前掲書第一三三頁。
　（B）心紳喪失者の行爲は、自殺の意思決定がないから、本條に所謂自
　殺でないと解すべきである（註）。
　（註）松本博士「保瞼法」第二二七頁。田中博士「保険法講義要領」第一六三頁。
　　水口博士「法學新報」第二四巻第五號第三一頁。柳川氏前掲書第七二九頁。
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　　大森氏前掲書第一三三頁・
　（C）精紳異賦叉は精神障碍に因る自殺
斯くの如きは、自殺の意思決定なきものであるから、ここにいふ自殺で
はない。通説である（松波博士反：封説をとる。後述参照）。猫逢保瞼契約法第
百六十九條は、其の所爲が精袖作用の病的障碍に因り意思の自由決定を爲
すこと能はざる歌況の下に爲されたるときは、法文に所謂自殺ではないと
してゐる。これは、わが國民聞會肚の約款の多くも承認してゐるところで
ある。學説判例亦概ね猫法第百六十九條を當然の規定として認めてゐる。
　大審院も、『死亡の結果が、精神病共他の原因に依り精紳障碍中に於ける
動作に基因し・被保瞼者が自己の生命を断たんとする意思決定に出でざる
場合を包含せざるものとす』（註一）としてゐる。
　これに封して、粟津博士は、や玉異れる角度よりしてこれを認められる。
すなはち、曰く、r意思能力の不充分と爲りたる被保瞼者が自殺したるとき、
保瞼者は、保瞼金を支沸ふ義務ありや。意思能力の不充分と爲りたる者と
は、精帥病に罹りたる者なるべし。然らば、此間題は極めて軍純にして、
且、明瞭なりと謂はざるべからす。何となれば、精帥病者の行爲は・法律
的行爲にあらす。其自殺は法律上の所謂自殺にあらざるが故に、保瞼者は
保瞼金支沸の義務を免かるること能はざればなり』（註二）。しかし・一般に
は、如上の私説が承認されるのである嘩三）。自殺を法律上の自殺と然らざ
るものとに画別する粟津博士の所読に左祖し得ない。自殺はこれを決行す
るものの自由意思にかかれるや否やによつて認定すべき問題である。法律
の規定それ自膿によつて認定され得ないものである。
　如上の通読と異り、猫り、反封読を探るものは松波博士である・日く『精
紳病の結果自殺する場合にも、保瞼者は保瞼金額を支佛はす。法には、廣
く自殺の場合には保瞼金額を支沸ふ責に任ぜすとして、自殺に至りし原因
を問はざればなり』（註四）。然れども、斯くの如き反封読は・自殺の意義を
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解せざるものであり、現段階における法の動きを無覗するものであつて、
徒らに。概念法學の塔上に自読を死守するものといはねばならぬ。
　（註一）　大正五年五月二十二口大審院前掲判決・なほ、東京控訴院判決、判決謹
　　不詳、法律新聞第二號第八頁，大正六年六月十九日東京控訴院判決、法律新
　　聞第一三〇九號第二九頁．，大正五年秋田地方裁判所判決、第一五三號、判例
　　第一巻民第九八六頁。昭利七年九月＋五日東京地方裁判所剣決、法律新報第
　　三〇六號第二八頁 ）
　女註二）　法典質疑録下巻第一一〇頁斯載粟津博士斯説
　（註属）　青木博士「商行爲論」第四八三頁。竹田博士「法律評論」第五巻商法第
　　七四五頁。佐竹博士前掲書第二四一頁。村上氏前掲法政大學講義録第二C、四
　　頁、同氏「保険法論」C水口博士前掲書第七一七頁。
　（註圏）　松波博士「商行爲」第一四九八頁，〕
　（D）　自殺に行爲能力を必要とするや否やの問題
　この間題について・青山博士曰く・『自殺の行爲は法律行爲でも・亦犯罪
行爲でもないから異説はあらうが、吾々は自殺には能力者と無能力者との
匠別存せざるものと思ふ。精祠病者であつても、一旦其健康を同復したる
とき、其意思ありと認めらるれば自殺のことも亦考へられ得る』（駐一）。大
森氏も『筍も、自由意思、の決定に基くものは悪蝕に所謂自殺に該當するが
故に、民法上の心紳喪失者と難も、其同復状態に於て普通の意識を有する
際に於て自殺したるときは。固よへ厳に所謂自殺に該當す』（識轟）。蓋
し、この問題については何人も異論のないところとおもはれる。
　（註一）　青山博士前掲「保瞼契約法」第一九四頁、前掲保険法第二八四頁⊃
　（謹二）　大森氏前掲書第一三四頁。
　（犯）失蹄はこ轟を如何に解すべきかの問題
　失踪は自殺ではないQただ、死亡と同一覗ぜられるといふに過ぎない，
この問題について勘田中博士は、『失踪の宣告は死亡と同一・覗せらるるも、
約款の規定では此の場合に責に任ぜざるものとす』（註一〉と詮明せられる
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に過ぎないが、青山博士は、『失踪は異説あるに拘らす、必らすしも之を以
て自殺と同一覗すべからす。 唯、受取入をして、不時に保瞼金額を得せし
めんが爲に、被保瞼者に於て、故意に失踪せることの誰跡あるときは之を
以て自殺なりと論するも可なるべきか』（註二）と問題を展開せられ、大森
氏は、『被保瞼者が、例へば、保瞼金受取人をして利得せしむるが爲めに故
意に失踪し、共結果失踪の宣告を受けたるが如き場合は、被保瞼者が自殺
したるものに該當す』との論を持してゐられるのである（註三）。
　（註一、　円中博士前掲書第一六三頁・
　（註二／青山博士前掲「保瞼法」第二八四頁。
　（註三、　大森氏前掲書第一三三頁。
　然れども、わたしくは、被保瞼者が、保瞼金受取入をして利得せしむる
が爲に、故意に失踪の宣告を受けたるが如き場合と、ここにいはゆる自殺と
はその聞全く槻念上異れるものがあると解する。失踪は死亡と同一覗せら
れるに過ぎないのであつて、失踪者自ら故意に自己の生命を断つものでは
ない。ただ、失踪者の生死不明の歌態の永績に因るその者の身分上、財産
上の法律關係を法律の規定に依つて確定せしむるの必要に出でたものであ
るに過ぎない。したがつて、たとひ、右の場合被保瞼者が故意に失踪して保
瞼事故を嚢生せしめた場合と難も、保瞼者は保瞼金を支沸ふべきである。
假ゆに、保瞼者が、故意の失踪の事實を知れるものならば、宜しくその事
實を誰明して利害關係入として失踪宣告取消の訴を提起すべきであると解
する⊂、
　（F）學謹責任の問題
　一九三〇年佛蘭西保瞼契約法第六十二條は、被保瞼者の自殺に付ては、
保瞼契約者これを立讃し、被保瞼者の無意識なることに付ては、保険金受
取入これを立誰すべきものとしてゐる。束京控訴院曰く、『若し保瞼者が、
其死亡が、自殺若くは商法第四百三十一條列學の原因に因るものなること
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を主張し契約上の義務を冤かれんとせば、共之に主張するものに於て墾謹
の責任あること同條の規定の趣旨に鑑み疑を容れぎるが故に、控訴入り主
張する自殺の事實の認むべからぎる以上は、假令。被控訴入に於て溺死の
原因を讃明し得ざりしとするも、両、控訴人に封し幅本件保瞼契約に從ぴ
約定の保瞼金を支佛ふべき義務あるを免かれす。而して、此義務たるや保
瞼業者たる控訴入が其螢業行爲により負捲したる債務なり。1（註一）。岩田宙
造博士は、『自殺が果して精紳の常態に於て行はれたりや否やの立誰責任は
保瞼者に在るものの如し。蓋し保瞼者に封する冤責事由なるを以てなむ．1
（註二）とせら才しるQ
　（註一）　大正七年十二月＋三日東京控訴院判決鋼例第四巻民第一三九頁。
　（註二）岩田博士「法律評論」第一巻商法第一一三頁。
　この問題は、要するに、民事訴訟法における立誰責任の分配の問題に麟
着するものであつて。張ち、岩田博士の如く、常に保瞼者に在るものと解
することは出來なv・とおもふ。蓋し．民事訴訟において立誰責任は、立誰
を要すべき事實が如何なる法律上の数果嚢生に必要なる要件を構成するか
に依つて分配せらるべきものであるから。法律上の致果の存在を主張する
當事者は、その敷果の蛮生要件を構成する事實について立誰責在を負擦す
べきものである。したがつて、場合に依つては・佛蘭西保瞼契約法第六十
二條に規定する者において、これを立誰すべきことになるであらう、、
　（G）他人畳して自己を殺害せしむる場合如何。
　これに關しては、次の竹田・青山爾博士の所訟を至當と解する、すなは
ち、竹田博士日く、『自由なる決意に因へ死亡の結果を生ぜしむる場合な
らば、他人をして手を下さしむるも自殺たるを妨げす』（註一）G青山博士日
く。『自己の生命を失ふ意思の途行は方法如何を問はす、他入に之を依囑し
たるも死亡者より見れぱ自殺なり』（註二）。
　（註一）　竹田博士「法律評論」第五巻商法第七四五頁。
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　（註二）　青山博士前揚「保瞼法」第二八四頁。なほ、「簡易生命保険審査會裁決集．
　　中第三一號事件参照。
　（願）正當防衛の結果他人に殺害さるるの原因を招きたる場合如何。
　佐竹博士曰く、『正當防衛の結果、途に入に殺さるるに至るは、自ら死亡を
招くの原因を與へたる場合ありと難も、是れ、寧ろ自己の生命を維持するの
目的に出づるものにして自殺にあらす』（註一）。蓋し、當然の説明である。
　（註一）竹佐博士前掲書第二四一頁、
　（盟）他人の生命を救助する爲胃険行爲を爲し。これに因つて死亡した
る場合は自殺ではない。
　これに關して、松本博士曰く、『決闘に因り、又は他入の生命を救助する
爲め危瞼を胃したるに因りて死亡したる場合等を包含せす』（註一）。叉水
口博士も、「被保瞼は自ら好んで死地に就き死亡したる場合も、必すしも、
之を自殺と認むべきに非す。例へ、他入の死を救はんが爲に自己の生命を
犠牲に供する場合、其他同一事情の下に危瞼を冒かして死を來したる場含
の如き、入道上之を不正覗すべきものならざるのみならす、却て、此の如
きは大に奨働すべき、若くは、之を認容すべき所爲なりとす。彼の大洋中
に於ける船舶沈渡の場合に、老幼婦女子を「ボート」に移し、男子は、船
舶と共に沈没死亡したる如き、或は、斯る場合に、其救命具が、乗客其他
の乗細員全員に不足せる場含、其内の或者が好んで犠牲者と爲れる場合の
如き。之を自殺と稽す可らす。斯る場合には、自ら死を欲して、自己を殺
害せるに非すして、偶然なる人道上要求する事故の爲め、他人の生命を救
助するを目的として死地に就きたるものなるが故に、其死は避く可らざる
結果なりとするも・其目的に非す』（註二）Q
　l罷一〉　松本博士前掲書第二二七頁，
　ぐ註二＼　水口博士前掲書第七一八頁。
　　　　　　　　第二款　　決　　　　闘
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　決闘とは．合意に基き習俗上の規則叉は合意上の規則によへ封等の武
器を持つてする争闘である。必すしも、相互に生命を諸して孚闘する必要
はない。必す合意がなければならぬ。決闘は法の禁するところである。故
に。かうした禁制を敢て犯す者を保瞼することは、保瞼の本質と相容れざ
るものがあるから、保瞼金支佛冤責事由の一としたのである（註一）。
　法は幅何故に決闘その他の犯罪又は死刑の執行に囚る死亡を免責事由と
するか．決闘については右述ぶる理由に囚るものであるが、その他のもの
にっいては篭それぞれのところにのべる。これに關し、青山博士は法意の
存することを支持して曰く、『由來決岡は法の禁する所である。斯る禁制を
犯して其生命を夫ふは，自ら招きたる災厄にして保険者をして共責に任ぜ
しむべき原因とせらるべきでないのである。箪に決闘と云はす犯罪に因ゆ
死亡したる場合亦同一推論に出でて然るべきであらう。又死刑の執行に因
る被保瞼者の死亡に封するも其精帥は同一である』（註二）。これに反して隔
水口博士は権法が，決闘その他の犯罪叉は死刑の執行に因る死亡を冤責事
由となせることに封し批難してゐられる。曰く、『決闘に因て死亡したると
きは・保瞼金額受取入の樺利を保護するを圖らすして・却て・保瞼者を利
するが如く責任を免除するを正當とすべきや。決闘其ものは、素と犯罪行
爲なゆ。然れども．假令犯罪なりとするも。契約上取得したる保瞼金額受
領者の地位は之を奪重するを要すべし。保瞼金を得むが爲めに、決闘を敢
てするが如蔀も決闘の性質上有り得可らざることに属す・況んや・決闘
共ものは．不法なゆとするも隔相手方の爲めに殺害せらるるは均しく、他入
の犯罪行爲に因る死亡なるを以て。保瞼金額受領者を保護するが爲めに。
敢て．法律を以て、保瞼者の責任を冤除する原則的規定を爲さすQ却て。
原期として、保瞼者の責任を認め、當事者の契約に一任するの可なるを思
ふ。猫逸保瞼契約法の如き此主義に立脚し決闘を免責事由と爲すことな
し。犯罪の動機及多数の死刑に庭せらるる犯罪行爲の原因を探究せば残怨
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なる犯罪行爲は勿論なきにあらすと難も、犯罪其ものにして両ほ恕すべき
ものなきに非す。然も其犯罪の爲めに死亡せるが爲め、保瞼契約に基き保
瞼料を支沸ひ、敢て、相手方たる保瞼者の利釜を害せんことを口的とせざ
る犯罪行爲ありたるが爲め、保瞼契約上取得せる保瞼金額受取入の権利を
剥奪せんとする所以不可解のこととす。刑法上の犯罪の責任は其責任者に
止まるものとせば、假令犯罪者なりとするも一般有致なる保険契約の敗力
は之を認むるの必要あるに非すや。保瞼契約の永績的陸質を有する死亡保
瞼に於て、共犯罪が被保瞼者の晩年保瞼契約成立後多年の後に行はれたる
場合の如き、殊に、保険者の責任を認むるの必要を畳ゆるものなり。犯罪
の爲めに、將に、死刑のために、其父を喪ぴたる子女は、保瞼金額を取得
するを得づ㌔爲めに、磯餓に瀕するが如きこととなるべきを、思へは、保瞼
政策上斯の如き規定を爲すの可なる所以なし』（註三） なほ曰く、『被保瞼者
の犯罪行爲は、前號に於て保瞼者の責任免除の原因たるを以て、保瞼金受
領者が正當防衛の爲め、被保瞼者を死に致したるとき、均しく保瞼金請求
礎を失ふ事と爲る。吾入は、此鮎より見ても、犯罪行爲を以て免責事由と
爲すの保瞼の目的と一致せざるを信するものなり。緊急朕態の場合に於て、
保瞼金を請求し得るものが、正當防衛の場合に保瞼金を受領するを得ざる
ものとするの不椹衡なる結果を來たすを見る』（註四）。
　（註一）　明治二＋二年法律第三＋四號「決闘罪に關する件」・小野博士・刑法講義」
　　第四九三頁。大場博士「刑法各論」上巻第一三七頁参照　なほ、決闘に關す
　　る最近各國の比較法制につき、ベノレリン大學教授ドクトル・コールラウシユ
　　氏論文（司法資料第一二八號第三〇七頁）。
　　　しかし、決闘は、往時、法の承認する時代があつたc彼の英國中世におけ
　　る決闘裁判（Tri翫l　by　b翫ttle）にお）・ては、被告は、原告と決闘して歪邪を決
　　せんことを請求することが串來たのである（穗積陳重博士F法窓夜話」第一
　　〇四頁以下）。
　（註二）　青山博士前掲「保瞼契約法」第一九四頁、前掲「保瞼法」第二八五頁乃至第
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　　二八六頁，、
　（註三）　水口博士前掲書第七二0頁乃至第七二三頁。
　（註四）水口博士「法學新報」第二四巻第五號第三八頁。
　　　　　　　　第三款　　犯罪に因る死亡
　犯罪に因る死亡といふにぱ㌔必然、その犯罪と死亡との間に因果關係が
なければならぬ。たとへば、婦女を強姦せんとして、却て隔その被害者婦
女の爲めに殺害せられたる場合、或は。張盗財物を彊取せむとして他人の
家に侵入したるに、却て、その結果．他入により射殺せられたる場合の如
きは、犯罪に因る死亡である、
　しかし、犯罪の際痴誤つて高層のビルデイングより墜落したる場合、或
は犯罪の時誤つて毒物を呑んだとき塾或は、荻い橋の上で他人の財物を弼
取せむとして他入に飛びかかつたところ誤つて敦十丈の谷底に墜落したと
き、或は、コツク同僚と女のことで争闘し匁物をもつて孚闘中自已の匁物
を床上に落したるに氣付かす，これを誤つて踏んで足の動脈を切断し、因
つて死亡したとき等は犯罪と死亡との間に直接の因果關係がないから、こ
こにいはゆる犯罪に囚る死亡ではない、
　しかし、上述の後の場合は、場合によつては、災害に因る死亡‘簡易生
命保瞼法第八條）と認められようとおもふ、
　刑務所に服役中病死するが如きは、犯罪に因る死亡でないこと勿論であ
る（註）。
　（註）　白耳義法第四＋一條第四項・
　（A）犯罪に因る死亡の意義
　犯罪に因る死亡といふからには、犯罪と死亡との闇に直接の因果關係あ
ることを必要とする嘩）c
　（註）　青山博士前掲「保瞼契約法一第一九四頁、前掲保険法第二八五頁、佐竹博士
　　前掲書第二四二頁っ水口博士前掲書第七二C頁，柳川氏前掲書第七二九頁。
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　　大森氏前掲書第一三四頁，
　（B）犯罪に因る死亡な9や否の判断
　いかなる死亡をもつて犯罪に因る死亡と判断するか。それは、事實問題
に属する。青山博士も、『之を以て犯罪と直接且必要の關係より死に至りた
る場合を謂ふと読明するも、で削臥幾多の疑黙を存するを認む。例へは、
犯罪の際、誤りて毒物を仰ぎ、又は、暗溝に溺死したるが如き場合、亦犯
罪に因り死亡したるものなるか、甚だ疑なき能はす。是等の疑問を解決す
るの必要は屡々生する所にして、要するに、判官の認定に依り、事實問題
として之を判断するに任ぜざるべからす』（註）とせられるのである。
　（註、　青山博士前禍「保険法」第二八五頁。
　（G）犯罪に因る死亡として認めらるる場合。
　いかなる場合に犯罪に因る死亡として認めらるるかは事實問題である
が、たとへは隔青山博士の墨げられる『彊盗其他の犯罪を行ぴ共結果他人
に依り殺害せられたる場合の如き之に該當す』磁一）べく、佐竹博士のい
はゆる『他入を殺傷せんとして却て、殺さるるに至るが如き』（註二）、叉水
口博士のいはゆる『他入に危害を加へんとしたるが爲めに、相手方に正常
防衛穰を生じ、殺害せられたる場合、弼盗却て被害者の爲めに殺害せられ
たるが如き』（註三）、又大森氏の墨げられる『飽家に侵入する目的を以て塘
壁を超ゆる際、過つて・墜落して死亡するが如乱人を殺さんとして・却
て、正當防衛の行爲に因りて殺害せらるる如きは之に属す』（註四）るもの
とみてよいσ
　（註一）　青山博士前掲「保険約契法」第一九五頁、前掲保除法第二八五頁、
（註二）　佐竹博士前掲書第二四二頁、
（註三）水口博士前掲書第七二一頁。柳川氏前掲書第七二九頁一
（註四）　大森氏前掲書第一三四頁、
（D）犯罪に因る死亡として認められざる場合、
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　わが國の古い立法例．及び現行民問會融の或約款には，「刑の執行中死亡
したるとき』をもつて免責事由としてゐるが、立法論として加ふることの
是非は別論として．これをもつて㎏犯罪による死亡とは解し鄭：い
　なほ。いかなるものが犯罪に因る死亡と認め難いかは。それぞれの實例に
これを求むべきであるが、たとへぱ。青山博士のいはれる『有罪の物決確定
し獄に下ウて病死したるが如きは之に當らない，犯罪の際誤て毒物を仰ぎ、
又は暗溝に溺死したるが如きは多少論ある庭であらう。乍去、吾入は此れ
亦犯罪と直接の關係により死亡したるものでないといふ見地から、保瞼者
其責に任すべきものと論じたいのである』磁一）。叉．竹田酸t、が、『商法
第四百三十一條第一項に所謂犯罪に因り死亡したるときは、犯罪行爲を爲
すに當り。其直接の結果として。死亡したる場含を謂ふものにして刑の執
行中其服務の爲め死亡するも之に該らす』（註島）とせられ．水口博士が。『行
爲が軍純なる間接の死の原因を爲すが如き場合には。保瞼者に責任ありと
す』とし（註翼漏『窃盗過まちて井戸に陥りて死亡し。或は㌔犯罪者が獄中に
於て病死し、、又は陶他人の爲めに殺害せられたるが如きは、共犯罪行爲は
死の間接原囚を爲すに過ぎざるか。或は．全然關係なきものなるを以て、
保瞼者に保瞼金額支佛の責任存するものとす』（註卿とせられるが如き
は㌔いづれも同様の見地に立つものである。これに封して、抑川氏は『犯
罪によゆ刑の言渡確定し．其執行中死亡したるが如き場合は。當然保瞼金
支沸責任菟除の事由と爲らす。唯。此場合に於て。保瞼者は、商法第四百
十條によむ保瞼期間中危瞼が被保険者の責に齢すべき事由により著しく攣
更又は増加したるものとして。保瞼契約の失妓を主張することを得べきの
みふ註覧）とせられるが秘これは亀同氏が商法第四百三十一・條及び同第四百
十條の法意を曲解せられたものである。刑の執行中は何故に特に危瞼が増
加するかが明らかにされない以上、商法第四百十條をここに引用し得ない
のである。犯罪入といへども、獄中人間としての取扱を受け。各去の作業
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に從事し將來改唆の情顯著なるものあるに至れば、肚會的危瞼なきものと
して、出獄を許されるのであるoその刑務所において眞人闇になるべくi教
育を受けてゐる囚人が、偶々病を得て獄中死亡することがあつても、それ
は、われわれが、病死するのと、そこに、如何なる差異も存しなv・のである。
（註一）
（註二）
（註鼠）
駐四）
（註五〕
青山博士前掲「保険契約法」第一九五頁、前掲「保瞼法」第二八五頁。
竹田博士「法學新報」第二六巻第六號第九四頁・
水口博士「法學新報」第二四巻第五號第三四頁。
同博士前掲書第七二二頁。なほ大森氏前掲書第一三四頁。
柳川氏前禍書第七二九頁以下。
　　　　第四款　　死刑の執行に因る死亡
　死刑の執行に因る死亡は、以上とおなじく、法の正義観を破壊したもの
として、免責事由の一としたのである（註）○
　（註）青山博士前掲「保瞼契約法」第一九五頁、前掲「保瞼法」第二八六頁、佐竹博
　　士前掲書第二四二頁、
　　　　　　　第五款　　保瞼金受取人の被保瞼者故殺
　本款は次款と共に、保瞼關係入が故意に自巳の責に臨すべき事由によゆ
保瞼事故を獲生せしめながら・その結果嚢生した損害を保瞼者に墳袖せし
めることは、信義衡雫の原則に反するといふ理由に基くものである（註）。
　し註）　立法例としては、濁法第百七＋條、填法第百三＋九條、佛法第七＋九條、
　　瑞典法第＋八條。佛法第七＋九條に曰く「保瞼契約ハ保瞼受取人力被保険者
　　ヲ故意二死二致シタルトキノ・其ノ敷力ヲ失フ保険料力二年以上支彿ハレタル
　　トキに限リ其積立金ノ総額ハ保瞼契約者ノ相績人又ハ権利ノ承維者二之ヲ支
　　彿フコトヲ要ス未途ノ場合二於テハ保瞼契約者ハ其未途ノ惹起者力既二自己
　　ノ爲メニ爲サレタル約定ノ利益ヲ受ケタルトキト跣モ保瞼ノ利盆ヲ與フルコ
　　トヲ取消ス椹利ヲ有ス」（本條の課文は米谷教授、東京商科大學法學研究第一
　　巻第三二七頁以下に振る）。
一般に學者はこの規定を設くることに關して異論がないのであるが　（註
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一）、大森氏は立法論として本款を設くることの失當を論ぜらる。曰く、『立
法上の問題としては、適當なる規定に非すと云ふべし。何となれば、保険
契約者が保瞼金受取入の此非行に通謀加捲したる場含は格別なるも、保瞼
契約者が何等關知せざるに拘らす、保瞼金受取入が被保瞼者を殺害したる
が如き場合に於ても、保険者に杢然保瞼金額支沸の責なしと断ぜるは、保
瞼者に厚くして保険契約に薄く・其灌衡を失するものなるを以てなり』（註
二）。この黙こついては、後にのべることとする。
　（註一）　青山博士前掲「保険契約法」第一九五頁、前掲中央大學講義銀第二八六頁，
　　吾孫子博士、矢部學士共著「商法通義」第五六∩頁。柳川氏前掲書第七三〇頁。
　突註二）大森氏前揚書第一三五頁。
　（A）保険金受取人の意義
　ここにいはゆる保険金受取入といふのは、保瞼契約者が、保瞼金受取入
と指定した者のみならす、法律上保険金受取人と爲つた者も、ここにいは
ゆる保瞼金受取入である したがつて、たとへば、保瞼金受取入の死亡に
因りその者の相績人となつたものも亦保険金受取入である。しかし・保瞼
金受取入よゆその椹利を譲受けた譲受入叉は債穰者の如きは、ここにいは
ゆる保瞼金受取入ではない。
　（鱈）　過失致死を包含するや否やの問題
　法律は。故意といつてゐるから過失致死を包含しない。たとへぱ、被保瞼
者にあらざる者を殺す意思、をもつて、誤つて被保瞼者を死に致したる場合
は含まない（註一）。過失の観念は刑法理論によつて決定すべきである（註二）。
　（註一）　この場合、刑法上具髄的符合説をとれば兎も角、法定的符合説若くは抽
　　象的符・合説をとるときは、方法の錯誤は犯罪の成立に何等の影響なく、等しく
　　故意の罪に間はるべきである・故に、刑事問題としては、かくの如き問題を過
　　失と解すべきでないが、保瞼法においては、濁自の立場より、考究すべき間題
　　である。刑法上の間題につき、牧野博士「日本刑法」改訂版第二〇一頁以下。
　（註二）　牧野博士前掲書第一七七頁以下、なほ青山博士前掲保除契約法第一九五
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　　頁。前掲保瞼法二八六頁。水口博士前掲書第七二四頁。
　（C）傷害致死を含むや否やの問題
　故意に自已の責に瞬すべき事由により、保瞼事故を褒生せしめ、その損
害を保瞼者に填補せしめて自ら利得するが如きは許さるべきでないから、
有も、保険金受取人において、暴利の意思をもつて、被保瞼者を傷害し、
因つて、これを死に致したる以上保瞼者はその損害を填補する必要なしと
思料する。
　これに關し、水口博士曰く、「敢て殺意を必要とすることなく、故意ある
を以て足る。故に所爲其ものに付き目的とする意思あれば、之れが爲めに
死を惹起したるとき、保瞼者に保瞼金額支沸の責任なきものとす。例へば、
被保瞼人を殴打したる結果死に致したる場合の如き、保険者に責任なしと
す』（註一）。然れども、わたくしは、結論において、博士と同一なるもその
読明の方法に服することが出來ない。水口博士は、故意あれば十分にして、
敢て殺意を必要とせ歩とせらるるも、しからば、博士のいはゆる故意とは
如何なる故意を謂ふものなりやを解することが出來ない。
　刑法上の問題としても、通読は、傷害罪をもつて、結果的責任なりと解
してゐる。すなはち、有も入の身騰に封し暴行を加ふるの意思、あるにおい
ては、その行爲より生じたる傷害の結果につき、傷害罪の責任を負ふべく
傷害の結果に故意あることを必要としない（註二）。果して、しからば・水口
博士のいはゆろ故意は、傷害罪に不要のものと謂ふべきである。意義不明
の故意をもつて、商法第四百三十一條第一項第二號の故意に當簸め、直ち
に、その故意をもつて、本條にいはゆる責任阻却事由たる殺害の故意とな
すが如きは、理解しがたきことである。
　要するに、傷害致死の場合は、過失致死と趣を異にする。筍も、被保瞼
者を傷害し、因つてこれを死に致したる以上、結果においては、故意に自
已の責に瞬すべき・事由により、保瞼事故を焚生せしめその損害を保瞼者に
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墳補せしめて、自ら利得することとなる。したがつて、斯くの如き場合に
は、保瞼金支沸の責なしと解したい，
　（註一）　水口博士前揚書第七二四頁。
　（註二）牧野博士「日本刑法」改訂版第八二七頁以下。
　（9）失踪せしめたる場合如何
　大森氏曰く『保瞼契約者又は保瞼金受取人が、故意に、被保瞼者を失踪せ
しめ、因りて以て、失踪の宣言を受けたるが如き場合は、保瞼契約者叉は
保瞼金受取入が故意に被保瞼者を死に致したるものに該當す』／註一）（註二5
　（註一）　大森氏前掲書第一三五頁以下じ
　（註二）　故意に、被保瞼者を失踪せしめて失踪宣告を受け保瞼金を詐取する事件
　　は往々みられることであるが、かつて、アメリヵ合衆國の紐育市において、
　　故意に被保瞼者を教唆して失踪せしめ、 讐師を洋つて癒滴症に囚る病死なり
　　との診闘書を求めて保瞼金を詐取せむとした實例もある（明治＋一年六月＋
　　五日郵便報知新聞第一六一五暁、明治大正保瞼資料第一巻第一編第五五類第
　　五〇頁以下）。
　（駐）　共犯その他の場合
　故意といふからには、實行正犯者である場合は勿論。教唆者であつても
おなじである。しからば、保険金受取人が他入の被保瞼者殺害行爲を常助
したる場合如何。自殺蓄助の場合如何。或は被保瞼者を死に至らしむる目
的をもつて，これに精帥的に不断の苦痛を與へ㌔叉は讐藥を與へすして、
これを死に至らしめたる場合如何。被害者たる被保瞼者の手を籍りて、被
保瞼者を総死せしめたる場合如何こ以上の問題は、それぞれ刑法理論によ
つて解決すべきものである。以下これを分説してみよう。
　（司　保険金受取人が教唆者ぞある場合
　新しい刑法學説は隔いはゆる教唆の猫立を認猷且、新しい立法もこれ
を認むるに傾いてゐる嘩一）c故にこの場合噛藪唆1者は猫立して犯罪を實
行したものと差別なく、故意に殺害したるものと解すべきである（註島）。
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　（註一）　牧野博士、「日本刑法」改訂版第三六⊃頁以下、大花＋五年＋月五日臨時法
　　制審議會決議による「刑法改正要綱コ第二＋六項・
　（註二）　青山博士前掲「保瞼契約法」第一九六頁同説、
　（b）保瞼金受取人が他人の被保険者殺害行爲を蓄助したる場合・すな
　　　はち、從犯の場合
從犯も亦教唆と同じくみるべきであらう（註）。從犯は、その道徳的蛮露
において憎むべき黙あ鋭故に、その結果として生じたる損害の填補責任
を負ふ必要なしと解したいc
　（註〉　牧野博士前掲書第四二二頁。刑法豫備草案第二＋八條第二項 ）
　（σ）殺害手段の作爲不作爲
　作爲の殺害は論なきところであるが、不作爲に因る殺害は如何。たとへ
ば、病人に讐藥を與へすこれをして病死せしめたる場合、親権者子を扶育
せすして死に至らしめたる場合、或は被保瞼者を死に至らしむる目的をも
つてこれに精榊的に不噺の苦痛を與へ因つて死亡せしめたる場合等の如き
は、法律上公の秩序善良の風俗に反する行爲であるから刑法上有責違法の
行爲である。故に、不作爲に因る場合と難も、作爲犯と何等匝別すべきも
のがなv・（註・一）。不作爲による場合は、他の原因力の進行を防止し得べき
者が、作爲義務を途行せすして、原因力の進行を防止せざるとき、違法性
を帯有するものである（註二）。
　（註一）　牧野博士前掲書第一一三頁以下、第二五一頁、第三〇七頁。
　（註二）牧野博士前掲書第二五六頁以下。
　（d）　自殺常助の場合。
　たとへば、被保瞼者において自殺の決意ある場合に、保瞼金受取人も亦
同死の希望があつて、先づ、保瞼金受取入が被保瞼者を絞殺して、自分も
亦その後を追って自殺を途げたる場合如何。斯くの如き場合は、すでに被
被険者の自殺の決意を有する以上、たとぴ、保瞼金受取人において、その
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自殺を蓄助したりとするも、これに因つて。被保瞼者の不利釜を圖へ又
は自己若くは他入の利釜を圖る等の目的がないから、商法第四百三十一條
第一項第二號に該當するものでないと思料する。しかのみならす、保険金
受取入も亦自己の責任を痛感して自殺してゐる以上、保瞼者は、善意の相
績入に保瞼金を支佛ふべきである（註一）。斯うした解繹は保瞼政策上適切
且愛當なる技術の蓮用であると信する。斯うした意味において続嚢に蓮べ
たるが如く。水ロ博士の商法第四百三十一條第一項第一號存置に封する批
難が理解される，固より、被保瞼者自殺したるものとして保瞼金を支沸ふ
ものであるから、契約上二年以上とか、三年以上を経過して居らねぱなら
ぬこと勿論である（註二）。
　（註一〉　ヒユーブナー教授「生命保険経濟學」第三編第九章。「簡易生命保瞼審査
　　會裁決集」第三一號事件・参照。
　（註二）　簡易生命保瞼法第二＋四條第一號及び新模範普通保険約款第＋四條第一
　　號は二年とし、現行模範普通保瞼約款第＋三條第一號は三年とするG
　右の場合は、保瞼金受取入も同死してゐる。したがつて、これを単なる
被保険者の自殺とみて、被保険者の致死に關係なき被保険者の善意なる相
績入に保瞼金を支彿ふのであるから、衡雫の原則にも反しないが。一し
かし、その罪子々孫々にも及ぶといつた古代の鷹報刑論をとれぱ、そこに
は、おのづから、別の考へも出るであらケー一保瞼金受取入の生淺してゐ
る場合は一考を要する。この場合は、生存中の加害者に保瞼金を支沸ふこ
ととなむ．われわれの道義感情に反するから、保瞼者に保瞼金支沸菟責が
奥へらるべきである。
　惟ふに、保瞼金受取人自己の責に麟すべき殺入行爲に因り、被保瞼者を
殺害し。依つて、損害を保瞼者に填補せしめて保瞼金を獲るが如きは信義
誠實の原則に反する（註一）（註二）。さりながら、上述の前段の場合は、衡雫
の原則よ砂して、被保険者の致死に關係なき善良なる相績入に保険金を支
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沸ふべきであり、後段の場合は、信義誠實則よりして支佛を否定さるべき
である。唯々この場合に關聯して、被保瞼者の爲めに積立てたる金額の還
付については一考を要するものがある・
　（註一）　いはゆる信義誠實の原則は、全法律を支配し、最も技術化され、計算化
　　されたる保瞼法をも支配する（牧野博士論文「全法律と信義誠實の原則」法
　　學志林第三五巻第一號以下）。野津博士「保瞼法に於ける信義誠實の原則」。常
　　盤學士論丈「信義誠實の原則」、東京商大學法學硯究第一巻，立法例としては
　　一九〇八年瑞西法第六＋一條、濁法第六＋二條、一九二七年瑞典法第四條等。
　（註二）加害行爲の結果、被害者の相績人が保険金を獲た場合に、利害相殺を爲
　　し得るか。民法第四百＋五條に關聯して考慮すべき問題である）英國にては
　　期間短縮の爲めに得たる掛金を控除すべしとの實例がある（Gr餓d　Fr韻k　R，
　　v．Jem㎡ngs）Q濁逸の事例につき、中島博士「民法繹義債椹総論上巻」第五一
　　九頁以下。
　保瞼者は、保瞼金支沸冤責の場合におV・て、本則として、被保瞼者の爲に
積立てたる金額を還付することを要する。しかし、保瞼契約者が故意に被
保瞼者を死に致したる場合（商法第四百三十一條第一項第三號）には還付金
返還の義務はない（商法第四百三十一條第二項）。蓋し、商法の立前は、保険
金額をもつて保瞼責任とみて、積立金をもつて將來の純保険料の不足に充
てるための蓄積とみる形式上の見方よりして、積立金還付請求穰の穰利者
を保瞼契約者とした。したがつて、上叙の場合にはこれが返還を許さないの
である。しかるに、簡易生命保瞼においては、積立金の蓄積をもつて保瞼金
額獲得に至る段階とみて、保瞼金額と積立金額との差額をもつて政府（保瞼
者）の保瞼責任とする實質論に着目した結果、積立金還付請求椹者を保瞼金
受取入とし、もし指定受取人なきときは被保瞼者とした（簡易生命保瞼法第
二十五條、第九條）。なほ、保瞼金を受取るべき者についてもこれと同様に、
保瞼金指定受取人とし、無指定のときは被保瞼者及びその相績入としてゐ
る〉。したがつて・簡易生命保瞼において保瞼金受取入が故意に被保瞼者を
第三章現行法の解繹論 47
殺害したるとき（同法第二十四條第三號）は・被保瞼者の爲めに積立てた
る金額を返還せすといふことになつてゐる（同法第二十五條第二項）、以上
の反面において、すなぱち、商法においては保瞼金受取入、簡易生命保瞼
においては保瞼契約者が被保瞼者を故意に殺害したる場合においては、前
者は保瞼契約者に後者は保瞼金受取入に還付金を返還しなければならぬ、、
　惟ふに商法第四百三十一條第二項、簡易生命保険法第二十五條第二項の
法理は、保瞼關係人（商法にては保瞼契約者、簡易保瞼にては保瞼金受取
人）自己若は他入の利釜を圖り又は被保瞼者の不利盆を圏る目的をもつて
被保瞼者を故意に殺害したるに拘らす被保瞼者の死亡を動機としてその加
害者に利得あらしむるは隠欝ならすと思惟するにある、製してしからぱ、
この裏面解繹として自己の利釜を圖り若は被保瞼者の不利谷を懸るの悪意
を認め難いときは、解縄上技術的に特に還付金を返戻すべきものである，り
しからば、保瞼契約者兼保瞼金受取入といふ資格兼併の場合は，いかに考
ふべきか。わたくしは。最近における簡易生命保瞼の實例を経緯として考
へてみたいC
　事案の要旨は隔保瞼契約者兼保瞼金受取人たろ某はその妻なる被保瞼者
A子の肺病に罹り病勢次第に募り療養費にも事歓く歌態にあつたところ、
Sも亦罹病して疲勢衰弱甚しき爲幅和互に悲歎のあまり。むしろ情死し、て
病苦より免れむとして同死を圖りたるも．不幸にして自己のみ．近隣者に
救濟されて生淺つたのである。伽て8は刑法第二百二條による囑託殺入と
して懲役十ケ月但し二年間の執行猫豫の恩典をうけたといふにある ；
　わたくしは施本4牛を1≠ぐの女μく解釆睾したレ・（事：案は禾入見とオδなじく決せらオし
てゐる）Q惟ふに繭己の認識ある行爲に凶り保瞼事故を招來して㌔その結渠
保険者に損害を墳補せしめ、みづから利得するが如きは、いはゆる信義誠
實の原則に背反するものであるから㌔その者に保瞼金を支沸ふことは考慮
の蝕地がある。しかしながら、保瞼金受取入兼保瞼契約者Sは隔專ら妻A
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子の病状及び自己の衰弱を苦にしてその行爲に出でたるものなるも、不幸
にしてその意に反して近隣者の爲に救助せられ、その目的を達することが
出來なかつたものであるから、その行爲の動機において、妻A子は自らその
夫によりて殺害せられむことを翼ぴ、これによつて満足を得むとして同死
を圖つたものなるをもつて、その心情において、その動機において、洵に道
徳上潤諒酌量すべきもの多く、前述の如き危憂をみとむることは出來ない。
故に諸般の事情に徴して被保瞼者の爲に積立てたる金額の…部を還付する
も條理上不営なる利釜を與へ、斯の種の危瞼を頻套せしめ、他面保瞼制度の
基礎を危ふくするものありと謂ふことが出來ない。畢寛、保瞼技術上ならび
に杜會風教上よりいつて、事情斯くの如き保瞼金受取入が同時に保険契約
者たる場合においては、右金額を還付するも保瞼者に不當の損害を與へな
いのみならす、受領者も亦不當に利得するものでないから、特に法律の規定
の趣意に反せざるものとして還付金を支沸ふを要當且適切なりと、思料する
（このことと、債構者が債機を執行する爲に、債務者を欺岡に陥らしめて
金品を詐取するのとは匝別すべきである）。保瞼契約者が被保瞼者の爲に積
立て來りたる金額は本則として保瞼金受取入これを請求し得べきものなる
以上、本件の如く資格蒙併の場合においても、この者に積立金を返還する
ことは正當である。按するに、裁判所は如上の見地に基いて特に肚會的危
瞼性に乏しきものとして、これに執行猫豫の恩典を與へた。保瞼制度が肚
會の敗北者に封して重要なる機能をいとなむものとするならば、好）れわれ
は、これを技術的に解繹し、法意を合理的に理解して、特に還付金を返還
してやらねばなるまい。かくして、過去における行爲を悔悟し、故入の冥
編を所るの資と爲さしむることは、保瞼の使命からいつても必要である。
以上これを要するに、批判的考察の結果、論理的に到蓮するところは、畢寛
その諸般の事惰におv・て還付金を返還すべしとv・ふことになる。かくして
わたくしは、法意を合理的に解繹せむとする所以の原由を考察し、その原
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由の上に更に法律生活の所與を考慮して。その規定に封する法律的認識を
改造しうるものであり、最も技術的なる制度が杜會的なる機能を螢むこと
によつて、新なる正i義を構成し得るものと解する。
　（e）詐欺の手段をもつて自殺意し跡たる場合
『詐欺を以て被害者を錯誤に陥らしめ．之をして自殺するの意層、なく自ら
頸部を絡り、一時假死朕態と爲るも再び蘇生せしめらるべしと誤信せしめ
自ら其の頸部を総りて死亡するに至らしめたるときは殺入罪を構成す』
（註）。事案は、千代田生命加入の愚鈍な被保瞼者（保瞼金．額一萬圓）を欺
き、総死させて保瞼金詐取を企てたのである。
　（誌）　昭和八年四月十九日大審院凋決集第一二巻第六號第四七一頁以下，
　事案は、いはゆる薄のろ男の無智を利用して、生命保瞼金の詐恥を圖ら
むとして、被告入M某がTを欺き、同入に饗し、或る藥剤を服用して首を
総り假死歌態に陥ることあるも、後別の藥剖を服用すれは蘇生することあ
るべしといつた荒唐無稽の計豊を申聞け。Tをして全く信用せしめたる、L。
Tに封し含糖ペプシンに食璽を混じ水に溶解したるものを服用せしめ・詐
言を弄してTをしてその儘頸部を絡るも一時假死歌態に陥るに止まへ更
に被告人より他の藥剤を使用して蘇生せしめやるべしとの錯誤を生ぜしめ
たる結果．Tをして自ら頸部を絡りて死亡するに至らしめ。以て殺害の目
的を達したものである（これより嚢にTを被保瞼者とする一萬圓の保瞼契
約を千代田生命保瞼相互會杜との間に締結した）、ところで。この計垂は千
代田生命保瞼相互會肚の容るるところとならすして失敗に麟し刑事事件と
なつたのである。この問題は刑法上さして興味あるものではないが、保瞼
金詐取の方法においては．めづらしいものであるe辮護人が荒唐無稽のこ
とを詐術に使用する如きは殺入罪にあらすとなした論旨は當を得てゐない
のであつて。大審院の見解を支持する。
　被保瞼者を殺害する手段方法は種々様疫である、均しく、剰法理論によ
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つて理解すべきである、その手段に、支解折割、滲酷なる手段使用、銃殺、
斬殺、絡殺、焼殺．溺死殺、陥殺等いろいろあらう、、自殺は、自殺の何たる
かを解すべき能力ある者が、自己の自由意思に基いてするものでなければ
ならないから無能力者を轍唆して自殺せしめたる場合（註一、、意思の自由
を拘束すべき程度の脅迫を加へて自殺せしめたる場合駐二）、詐欺恐喝の
手段を以て自殺せしめたる場合（註三）は、いづれも、殺人罪をもつて問
擬すべきFである2新律綱領は、詐繕誘導にっいて規定して曰く、『凡律河水
深く泥津なるを干淺と詐稻し及び橋梁渡船朽漏なるを牢固と詐構し入を過
渡せしめて因て陥溺死傷に致す者は闘殴傷を以て論’す』と。なほ、奮刑法
第二百九十七條に曰く、『入を殺すの意に出て詐稻誘導して危害に陥れ死に
至したる者は故殺を以て其豫め謀る者は謀殺を以て論す』と。
　（註一）牧野博士前掲書第八二六頁㍉泉二博士「日本刑法各諭」第五〇〇頁。宮
　　本博士「刑法學樺」第五四二瓦
　（離二、　牧野博士前禍書第八二六頁、宮本博士前掲書第五四二頁。
　（註罠1同説泉二博士前掲書第四九一頁Q宮本博士前掲書第五四二頁。反劃説牧
　　野博士前掲書第八二六頁。宮本博士日く、『被害者の重大なる意、思の暇疵は任
　　意叉は同意を阻却するが故に、犯人追死の意思なきに拘らず被害者を欺岡し、
　　自殺せしめたる揚合に於ては、通常の殺人罪である』（前掲書第五四二頁）。
　（F）　正當防衛に因夢殺害したる場合
　正當防備に因り被保瞼者を殺害したる場合は、明らかに法定支沸免責事
由とならぬ・したがつて、保瞼者は保瞼金を支佛はねばならぬ（註）。
　嘩）　青由博士前褐「保瞼契約法」第一九六頁、前掲「保瞼法」第二八六頁以下。
　水口博士日く、『保瞼者の責任は故意ある場合には當然冤除を受くべく、
敢て、保瞼金受領者に不正の存することを要せざるか。例せば、被保瞼者
が保瞼金受領者に危害を加ふるが爲めに、正當防衛の爲めに被保険者を死
に致したるときの如き何等不法行爲なし。然も、故意あるなり。或は保
瞼金受領者と被保瞼者と共に小舟に乗じ、海中に於てその舟沈没し、唯だ
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一枚の僅かに一入を救助し得べき板具の存する場合に、保瞼金受領者が自
己の身を救はんが爲めに、被保瞼者の手より其板を奪ぴ、因て以て、被保
瞼者を溺死せしめたる緊急瓶態に於ても均しく故意ありと難も、斯る行爲
に付て刑法既に犯罪観せすして、却て、権利行爲若くは緊急行爲として行
爲者の責任を閲はざる以上、保瞼契約上に共致果を及ぼさしむるものと認
め鄭し、法律は、自ら招致したる事故に因り保瞼金を牧得すべきことを禁じ
其行爲に付き行爲音に責任を負はしむるを目的とするものなれぱ、其責任
の齢すろことなき右事例の場合に保瞼者に責任あるは當然なりと云ふべ
し』（註1、
　（窪動　水1簿士「法學新尋艮」第二四巻第五號第三七頁以下。
　然れども、保金瞼受取入が、被保瞼者の犯罪行爲に因へやむなく、正
當防衛権を行使し．因つて、被保瞼者を死に至らしめたる場合如何。この
場合、保瞼金受取入に保瞼金講求罐なしと解する。
　蓋し．被保険者は、商法第四百三十一條第一項第一號に依つて犯罪に因
り死亡したるものであるからである。法が保瞼金受取入の被保瞼者故殺を
もつて免責事出としたのは．受取人が不正を懲罰して公釜を保全せむとす
る法意に出でたものであるから、これと前の場合とは異なる。したがつ
て、被保瞼者の犯罪行爲（不正）の攻撃に封して、保瞼金受取入の正當防
衛樺行使（正）による殺害ありたる場合には、保瞼金受取入には商法第四
百三十…條第…項第二號の違法なしとするも、すでに。被保瞼者には同條第
一項第一號の違法が存するからである（註）。
　（註〉柳鋤氏薗掲書第七三一頁。なほ、後述滲照。
　青山博士曰く、『正當防衛行爲に因り、被保瞼者を殺害したる保瞼金受取
入は保瞼金を講求する権利を喪失するや否や、余は積極的断定を是な砂と
信す、一面に於て、正當防衛の存在するあらば、他面に於て不正の攻撃の
存在するものなり。被保瞼者に於て、正當防衛に因ゆ殺害せられたηとす
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るは、其不正の攻撃は商法第四百三十一條第一項第一號の規定に所謂犯罪
に因り死亡したるものに外ならすして、保瞼金額の請求を爲すことを得ざ
るべし。商法第四百三十一條第一項第二號の規定は、直接本問の場合を規
定したるものの如くにして然らす。本號の規定は、保瞼金受取入の不正を
懲罰し以て公釜を保全せんとすることを旨とするものに外ならすして、印
ち、猫逸保瞼契約法草案理由書に所謂斯る保瞼關係は、常に違法的濫用を
伴ふの危殆あるべき’を考慮せざるべからざるに出でたるものと見て可なれ
ばなり』（註）。蓋し正鵠を得たるものであり・法理を穿てるものである。
　（註）　青山博士「法學莉報」第二四巻第六貌第九四頁以下・
　これに射し高窪博士曰く、『本問は匿別して槻察するを要す。一一は、被保
瞼者が犯罪能力者たる場合にして、他は、犯罪無能力者たる場合なり。第
一の場合、被保瞼者が他入の正當防衛灌の行使により殺害せられたるが如
きは、多くの場合、被保瞼者自身に於て不正の攻撃、帥ち、所謂犯罪に因
夢て死亡したるものに外ならざるを以て、商法第四百三十一條第一項第一
號の規定に依り。保瞼金請求権を有せざるなり。但し、被保陰者の緊急避
難行爲に因り生じたる場合の如きは、反劃に解するを正當とす。而して、正
當防衛権者が、保瞼金受取入たると第三者たるとは固より之を問はざるな
り。故に、青山博士の見解は安當なりと謂はざるべからす。反之、第二の
場合帥ち被保瞼者が犯罪無能力者なるときは如何。吾入は保瞼金受取入は
保瞼金請求権を有すと解せんと欲す。蓋し、犯罪無能力者の行爲は所謂犯
罪なゆと言禽・を得ざるを以て、同條第一項第一號に該當せす、叉第二號は・
保瞼金受取入の不正行爲を懲罰し、以て公釜を保全せんとすろを旨とする
ものなるを以て、正當防衛の如き椹利行爲に基く場合は除外すべきものな
るを信すればなり。然れども、保瞼金受取入が、正當防衛に籍口して被保
瞼人を殺害し、以て、保瞼金を受領する目的を以て急迫なる侵害を誘致し、
被保瞼者を殺害したるときは第』二號に依り保瞼金受取入は保瞼金を請求す
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るを得ざるものと解すべきや勿論なり』（註）。
　（註）　高窪博士「法律學説判例評論全集」第三巻第一〇三頁乃至一〇五頁・
　わたくしは、大膿において、高窪博士の結論に賛成する。しかし、犯罪
無能力者に封する反撃行爲は、おそらく．緊急避難行爲によるべく、正當
防衛によるべきでないと解する⊂
　なほ、高窪博士が『但し緊急避難行爲によ砂て生じたる場合の如きは反
封に解するを正當とす』とされたことに封し、異議なきを得ない。蓋し、
緊急避難行爲に封しては、その行爲を受くる者において、更に、緊急避難
をもつて封抗し得るものにして、正當防衛とv・ふことはあり得ない（註）。
これ．その放任行爲たることに因る當然の結果である。正當防衛は常に侵
害に封するものであつて。侵害されなけれは防衛なく、したがつて、防衛
行爲に封して侵害者が自己の利盆を主張するの盤地がない。故に・被保瞼
者が緊急避難行爲に出でたる場合は、同入は。刑事上無責任にして、犯罪
に因るものとは謂ぴ難い。これに封して、保瞼金受取入は正當防衛をもつ
て爲すことを得すして。緊急避難行爲をもつて封抗し得るものであるから
刑事上その責任は阻却されるcしたがつて。犯罪に因るものではなv・。そ
の結果、斯くの如き場合には、保瞼金請求権を喪失せざるものと思料する。
　（誰）牧野博士前掲書第三一二頁及び第三二〇頁参照。
　なほ、同博士が『保瞼金受取入が正當防衛行爲に籍口して、被保瞼者を殺
害し、云た』と述べてゐられることも再考を要する。惟ふに・防衛者が侵害
行爲を豫見し、且、正當防衛行爲を爲すの意思をもつて。違法にその侵害
者を挑褒して、その侵害者に原因を與ふるが如きは・刑法上所謂急迫1こあ
らずして、正當防衛樺の濫用である（註）。敢て馬正當防衛行爲に籍口せす
とも違法に其の侵害者を挑蛮して防術することそれ自艦正當覗し得ないも
のがあるのである。
　（註）　牧野博士前掲書第三五四頁。泉二博士前掲書総論第三五九頁及び第三八三
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　　頁，⊃
　なほ、水口博士及び柳川氏の所詮を観るに、水口博士は、『保瞼金額受取
人に封する被保瞼人の犯罪行爲に因り生じたる其者の正當防衛の爲めに、
死に致されたる場合には前號の適用なきものと解せんとす』（註一）とい
ひ、柳川氏は、趣を異にして、『保瞼金受取入が・正當防衛として被保険者
を死に致したるときは、被保瞼者の不正の攻撃之を招きたるものと看ざる
可からす，斯る場合、被保瞼者は犯罪に因り死亡したるものと謂ふべきもの
なるを以て、保瞼者は前項説明せるが如く、保瞼金支沸の義務なし。從て
保瞼金受取入ば契約に因る権利を主張することを得ざるべし』（註二）・と
してゐられる○
　（註一）　水口博士前掲書七二六頁一
　（註二）　柳川氏前掲書第七三一頁、
　（G）　一部支彿冤責の場合
　以上の場合において、保瞼金受取入数人ある場合、他の受取人の樺利を
否定する理由は竈も存しないのであるから、被保険者を故意に殺害した以
外の保瞼金受取入は、おのおの・各自の持分につき保瞼金受取樺を有する
（商法第四百三十一條第一項第二號但書、簡易生命保瞼法第二十四條第三
號但書）（註）。
　（註）　青山博士前掲「保険法」第二八七頁，青木博士「商行爲論」第四八四頁。佐竹
　　博士前掲書第二四三頁。
　　　　　　第六款　　保瞼契約者の被保瞼者故殺
　本款を設けたる理由、その他については、前述の詮明を参照せられたい。
吾孫子博士及び矢部學士は、本款につきその理由を次の如く読いてあられ
る。曰く、r保瞼契約者が故意にて被保険者を死に致したるとき、此場合に
於ても、保瞼者に責を冤れしむるは、其利釜を保護するが爲め極めて必要
のことなり。故に改正法律は、新に此一號を加へたり』（註）。
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（註）吾孫子博士、矢部博士共著「商法通義」第五六三頁以下。この免責條項グ）追
　加は生命保瞼倉瀧協會の商法中保瞼闘係法規改正意見として、明治三十五年
　九月二＋目上申さオした結果探り入れられたものである史本邦生命保瞼業史本
　紀第一二六頁）。
第三節　積立金の還付
　　　　　　　第一款　　は　し　が　き
保瞼者は、保瞼金支沸免責の場合においては、本則として、被保瞼者の
爲に積立てたる金額、すなはち．責任準備金、その他これに準すべき金額
を保瞼契約者に還付することを要する。しかし、保瞼契約者が、故意に被
保瞼者を死に致したる場合（商法第四百三十一條第一項第三號）には、還
付金返還の義務はない（商法第四百三十一條第二項）。
商法が、保瞼契約者を以て、積立金還付請求襟者としたる理由如何。商
法の立前は、保瞼金額をもつて保険責任とみてゐる。而して、積立金は將
來の純保瞼料の不足に充當するための蓄積とみる形式上の見方よりして、
積立金還付請求樺の樺利者を保瞼契約者としたのである（註）。したがつ
て、商法第四百三十一條第一項第三糀の場合には、積立金を返還する必要
なしとしたのである○
　（註）　松本博士「商法改疋評論」第一六二頁。
　これに反して、簡易生命保瞼においては、積立金の蓄積をもつて、保瞼
金額獲得に至る段階とみて．保瞼金額と積立金との差額をもつて、政府（保
瞼者）の保瞼責任とみる實質論に著目してゐる結果。積立金還付講求樺者
を保瞼金受取入とした。もし、指定受取入なきときは、被保瞼者をもつて、，
受取入としてゐる（後の場合、解約還付金、失敷還付金についてのみ存し得
ること勿論である）（註一）。故に、簡易生命保瞼においては、保瞼金受取入
が故意に被保瞼者を殺害したときは（註調、被保瞼者の爲めに積立てたる
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金額を返還せすといふことになつてゐる（註三）（註四）。
　（註一）　簡易生命保瞼法第二＋五條、第九條。。
　（註二）　同法第二十四條第三號○
　（註三）　同法第二＋五條第二項。
　（註四）但し、商法改正前は、簡易生命保瞼とおなじく積立金はこれを保険金受
　　取人に還付すべきものとしてゐたのを、明治四＋四年の改正により、積立金
　　彿戻受領椹は、保瞼契約者にあるものとし、保瞼金受取人にありとする見解
　　を不當のものとして排斥し、右の如く改められたのである（松本博士、商法
　　改疋評論第一六二頁）。
惟ふに、商法第四百三十一條第二項、簡易生命保瞼法第二十五條第二項の
法理は上述の如くであるが、危瞼を故意に誘爽せしめた關係入に積立金を
還付しなV・理由は、保瞼關係入（商法にておいては、保瞼契約者、簡易生
命保瞼法においては保瞼金受取入）自己若くは他入の利釜を圖り、叉は、被
保瞼者の不利益を圖る目的をもつて、被保瞼者を故意に殺害したるに拘ら
す、被保瞼者の死亡を動機として、その加害者に利得せしむるは穏當ならす
と思惟するにある（註）・
　（註）青山博士前掲「保瞼契約法」第二、⊃六頁、前掲「保瞼法」第二九八頁。吾孫子
　　博士矢部學士共著前禍書第五六一頁。
　　　　　　　第二款　積立金の意義
　被保瞼者の爲めに積立てたる金額といふのはV・はゆる責任準備金その他
これに、準すべきものをいふのである。法文に、被保瞼者の爲めにとある
も、r被保瞼者の爲めに」といふ意味は「保瞼關係者の爲めに」とV・ふの意
味合に解すべきものである（調。
　嘩）　青山博士前掲「保瞼契約法」第二九七頁。三浦博士「保瞼法論」第三四〇頁・
　　第三九二頁以下。佐竹博士前掲書第二四四頁，青木博士「商法繹義」第四七
　　六頁、同博士「商行爲」第四八八頁。水口博士前掲書第六六二頁乃至第六六
　　五頁。大森氏前掲書第一三七頁。松波博士「商行爲」第一五〇二頁。村上氏前
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　　掲書第三〇九頁。
　　　　　　　第意歎　積立金の額
　生命保瞼については何程の積立金を必要とするかは全く技術上の問題で
あつて、必すしも一定しないのであるが、學者は各まの見地よりして一鷹
の説明を跡づけんとしてゐる。しかし，これは結局一律にその額を決めや
うとするところに無理が存するのである。いま次に學者の理論づけの跡を
みると、青木博士曰く、『責任準備金は法律に於て之を確定する方法を定む。
鄭ち保瞼業法第六條は、保瞼螢業冤許の條件として其算出の細則第十五條
乃至第コ十一條にも詳細の規定あり。之を以て其額を知るを得べし』（註）。
　（註）　青木博士前掲書第四九〇頁
　大森氏口く、『生命保瞼契約に在りては、保瞼期問の初期に於ては、保険
事故嚢生の危瞼少なきを以て保瞼者の危瞼負捲の封債は比較的少額を以て
足るべしと難も．保瞼料の額は、終始一定せるを常とするが故に、右初期
に於ては、保瞼料は．危瞼負搭の劃憤を超過するを以て、此超過部分の一
部を割きて積立金とす。然れども、固より、右超過部分の全部を積立金と
するの必要なし。若し、之を全部積立つべしとせば．保瞼者は螢業費等の
支途に窮すべく．叉、何等の利釜を獲得し得ざるの結果となるを以て・箪
に、其一部分を積立て．其飴は、自由に之を虞分し得べく、其割合に付き
ては，法律に特段の規定なきを以て、適宜に之を定め得べし』（註）。
　（註）青木博士前掲書第四九〇頁。
　　　　　　　第四欺　積立金返還の額
　この間題についても、各杜の技術上の見地よりして一様に片附けるこ土
が出來ないのであるが、學者のいふことをみるに、青木博士曰く、「右列撃
の場合には、其責任準備金額の沸戻を講求するを得べきなφ。實際に於て
は、保瞼約款を以て・沸戻金額を制限せるもの多し』（註）。
　（註）　青木博士前掲書第四九〇頁。
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　水口博士日く、『保瞼料積立金の額は、保瞼者が保瞼業法に依り認可を受
けたる基礎に依り算出したる額なりと難も、保瞼者が保瞼契約者に封し佛
戻すべき保瞼料積立金の額は、之と同一の額たることを要することなく、
多くは保瞼者は解約額表なるものを定め、保瞼約款叉は保瞼誰券に添付し
て其額を一定し以て積立金中の一部を支彿ふこととす』（註）。
　（註）　水口博士前掲書第六六八頁。
松波博士曰く、『積立金の沸戻は、其一部分に止まり全部に及はす。此れ
被保険者の解除の頻繁を防がんとすると、危瞼少き者は去り危瞼多き者の
み淺り保瞼者の螢業を不能ならしむる虞あると、保瞼者をして、保瞼の取
結及び保瞼料の積立金沸戻等に關する相當の報酬を得せしむる主意なり。
我商法には、保瞼者は被保険者の爲めに積立てたる金額を沸戻すことを要
すとし全部を沸戻さしむるなり』（註）。
　（誰）　松波博士前掲書第一五〇三頁Q
　　　　　　第五歎積立金の返還請求権者
積立金の返還請求構者は商法においては保険契約者であり、簡易生命保
瞼法においては保瞼金受取入である（註）・
　（註）　膏山博士前掲「保瞼法」第二九九頁・なほ、わたくしの見解に付前述の説明。
第四節　　菟責條項と普通保陰約款
商法第四百三十一條が弼行規定なることに異論はないがこれに封して、
普通保瞼約款はその實際上の維験により第二次的の法を生成するに至つた
のであるが、保瞼約款の寛大化的傾向については、後の機會にこれをのぶ
ることにして、ここには、保瞼契約の解繹．上、保瞼約款が如何なる敷力を
有するかについての諸家の學読を一瞥するに止めたV・。
　岩田博士曰く、『吾邦の保瞼讃券は自殺の場合に於ても、保瞼金の支沸を
爲すべき約款を付するものあり。此の約款は、有敷なるべきゃ否やと云ふ
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に、商法が決闘其他犯罪及び死刑の執行と併せて自殺の場合を規定するよ
り之を見るも、公釜規定と解し、之に反する特約は其蚊力なきものと見るを
愛當とすべし』（註一）。青木博士日く、『第一項は公の秩序を維持する必要上
當然の規定なり』（註二）。松波博士日く、『被保険者が自殺する場合には、保
瞼金額を支沸はすとする規定は、特約を以て憂更することを得す。此の保
険金受取入が故意に、被保瞼者を死に致したる場合にも保瞼金を支沸ふと
する特約は無奴なり』嘩夏）嘩四嘩五）。
　（註一）岩劉博士、「法律評論」第一巻商法第一～三頁参照。
　嘩二）　青木博士「商法解義」第四七八頁一
　（註罵）　松波博士前掲書第一四九九頁以下り
　（註四）　こオしについては、後の説明にゆづるが、約款には國家の監督が畑はる湿、
　　のであるから、國家の監督は約款を必然に法規化するものCあるこしたがっ
　　て約款は法律をリードするものであることを忘れてはならぬ（なほ、田中博
　　士「保瞼法講義要領」第六三頁乃至第六八頁）・）
　（註五）　普通保瞼約款における冤責約款につき、野津博士「保瞼法における信義
　　誠實の原則」第一三八頁以下。
　なほ、最後に商法第四百三＋一條及びとれに關聯する参考文献を墾げる
に次の如くである。自殺に關するものは㎏襲に拐げておいた（但し本文中
引用のものを除く）（註）⊂、
　（註）　志田博士「保瞼4）刑罰法的観察2（保瞼雑誌第一號、明治二＋八年）。粟津博
　　士「保瞼事業と溢徳」（保険雑誌第三巻第三號、明治三＋一年）． 芳川浩氏1犯罪
　　の有無は契約上の一要項なること」（保険銀行時報第一七壁、毬葦治三＋二1ド）っ
　　玉木爲三郎氏「刑事被告人未決拘留中の死亡に就て」（保瞼雑誌第五巻第四九
　　號、明治三十三年）、藤原哲夫氏「不法の受取人問題に就て」1保瞼雑誌第八巻
　　第八六號、明治三＋六年）。竹田正二氏「商法第四三一條と外國保険會蔵との
　　關係に就て」（保陰雑誌第一〇巻第一一二號、明治三＋八年）。近藤成虎氏「火
　　災保瞼に於ける溢徳的危瞼に就て」（保瞼雑誌第一一巻第一二三號、明治三＋
　　九年）。惣崎貞夫氏「保瞼會杜は犯罪行爲を誘導するや」（保陰銀行時報第二八
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六號以下、明治三＋九年）。玉木爲三郎氏「生命保瞼の人的危瞼について」（保
瞼雑誌第一三巻第一四八號、明治四＋一年）、原島茂氏「グリーン教授の保瞼
詐欺論」（保瞼學雑誌第一六巻第一七四號以下、明治四＋四年）・粟津博士「保
瞼に罫する祉禽道徳の低調」（保瞼評論第六巻第一つ號、大正二年）。寺田博士
「火災保陰と犯罪行爲」（法學志林第一五巻第一一號、第一二號、大正二年）。本
領氏「保険使用人の制裁問題」（保険第七二二號、大正四年）。中濱東一郎氏「保
険と罪悪」（生命保瞼會砒協愈會報第四巻第五號、大正四年）。松本博士「告知
義務違反と詐欺罪との關係」（法學協會雑誌第三六巻第七號、大正七年）。成道
齊次郎氏「告知義務違反の規定と詐欺錯誤の規定との關係」（法曹記事第二八
巻第二號、大正七年）。「保瞼犯罪取締の急務」（保瞼銀行時報第六一九號）。「生
命保険事業に件ふ犯罪」（保瞼銀行時報第八六八號、大正七年）Q山崎有信氏「犯
罪の経濟的原囚に就て」（辮護士協會會報第二二巻第二號、大正七年）。納賀直
三氏「生命保険に於ける危瞼の檜加」（保瞼評諭第九巻第一號）。三浦博士「被
保瞼者を殺害して保瞼金を請求したる一例」（保瞼學雑誌第二八四號、大正九
年）、前田誠孝氏「保陰犯罪に就て」（保瞼銀行時報第一一九七號、大正＋三年）。
堀貞氏「保険の道徳J（保瞼銀行時報第一二〇四、號大正＋四年）。三浦博士「新
種保険と道徳的危除」（保険評論第一九巻第一號、大正＋五年）。寺田博士「詐
欺保陰に就て」（保瞼評論第一九巻第一號、大正＋五年）。「超過保瞼防止策（保
瞼銀行時報第一三四二〇號）・鬼武義彦氏「超過保瞼取締に就て」（法律新聞第
二三四●號）・朝川伸夫氏「保瞼詐欺とドイツ刑法の改正」（保瞼學雑誌第三二
五號）。都築直三氏「海上保瞼に於ける船員の敵意及過失を論ず」（商事研究第
二巻第四號、第六號、第三巻第六號）・粟津博士保瞼論集（巻三）「我國に超過
保瞼多し」（第四五五頁）。金澤二郎氏「火災保瞼に關する犯罪」（巖松堂編、火
災保瞼講義中、昭和五年）。原田謙太郎氏「生命保瞼詐欺」（保瞼署學雑誌第一
五六號、昭和六年）。本山茂氏「保瞼犯罪の種々相」（保瞼第六巻第九號、昭和
七年、。川崎貞明氏「保瞼詐欺判例」（生命保瞼経螢第四巷第五號、昭和七年、な
ぼ第三巻第六號）。森荘三郎博士「保瞼約款に現はれたる自殺條項」（生命保瞼
経螢第五巻第三號、昭和八年）。同博士「保険約款に現はれたる失踪條項」（同
上誌第五巻第四號、昭和八年）。同博士「保瞼約款に現はれたる犯罪條項」（同
第三章現行法の解繹論 6瓦
　誌第五巻第五號、昭和八年）。同博士「保瞼約款に現はれたる詐欺條項」（同法
　　第六巻第四號、昭和九年〉。柴官六氏「保瞼犯罪に關する雑考」（保瞼學雑誌第
　　三七巻第三三七號、昭和八年）。高野學士「超過保瞼及保険詐欺に就て、K法曹
　　會維誌、昭和八年六、七月號）。末高博士「私経濟爆瞼學」（昭利七年版）第二
　　一一頁鎮下、保瞼犯罪に開する飛事政策の章，描稿「保険と犯罪」（保陰學雑
　　誌第三七巻第三三九號以下、昭和八年）及び：「損害保険犯罪について」（昭和
　　ナ年二月））なほ歌文のものでは
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第四章　　免責條項の展望
第一飾　　各國における立法事業
　商法第四百三十一條に列墨する各種冤責條項に封する解繹論は以上の如
くであるが。これらは先験的原理としての冤責條項の形式論理的、演繹的
の研究に過ぎないのである。それ故、本節においては隔これらの先見的原
理に内在する論理。すなはち。その進化の理法を考へるべく、本條の將來
についての考究をす』めたいとおもふっかくすることによつて幅ここに㎏
新らしく㌔創造の途に上ることが出來るからである。それについては噂ま
づ、本條に封する外國の立法例について一言する必要ガある，い、ほでも
なく、比較法的研究方法は。法律が㌔地理的入種的産物なる事實に著眼し
て㌔場所的に異なる数個の法制を實験的に比較研究するを謂．鵬のである
が隔これによつて、われわれは、法の嚢達の普遍的法則を嚢見し、法の固
有の機能を探究し、その理想的及び實誰的意義を籏張徹底せしむることに
よつて、更に、より、新しい護展を求むることが出來るわけである○した
がつて．徒らに、法の分野を籏張し、その要素の善悪に拘らす。法律學の
経験的材料を廣く世界に求めて、箪なる材料蒐集家に経つてはならないが、
そこに、われわれは、事物の性質を基礎とする法律槻を成立せしめ、法そ
れ自艦に内在する合理性を把握することが出來るのであるから、比較法制
的蘇究の詳細を期することは、洵に意義あることであらねはならぬっしか
し、限りある紙面にこれを求むることは不可能であるから、ここには、世
界的統一傾向のある各國の保瞼契約法成立の跡を繹ね（關係法條は本文末
尾に参考として拐げておいた）、これとわが法條との封比を爲したる後。本
條の展望にまですすみたいとおもふ（註嗣（註⇒（謎罠）。
　（註一）　フランスにおいては、かつて、生命保瞼に關する規定が甚だ不完全であ
第閥章冤責條項の展望 蔭黎
　　つた・そこで、サレイ晶は生命保瞼を例として、比較法の法律的作用を論じ
　　てゐるのであるが、その断論はまことに興昧深きものがある⊃すなはち塾牧
　　野博士の紹介せらるるところに対しば、『生命保険のやうに國際的に経螢せら
　　れるもグ）に於ては、駒のづから國際的に定まる一種グ）法規が存立ナるのであ
　　るc斯く生命保険に付いて考へらわるところは更に商行爲一獣煩郵・てさう
　　であら5。斯くして、そこに、各國浩制の上に一種の普遍法の成立すること
　　を考へることができるのである、）其の普懇ζ去は＋分な客鶴性を兵有する』（民
　　法グ）基本問題第二奮第一六一頁以下）。
（蕪嵩）　保；瞼グ）世界法統一論としは、以上の夕｝、鵜キi奪＝ヒ「ぽ，界法謡竃一1第三巻第
　　一三三頁以下滲照o要するに、博士の所訪は、『保瞼技徳に基講を澄く危険分
　　配への努力は保瞼關係をして國境を超えて他闘に亙らしむるのであるン保険
　　春は保険契約者を國境を超えて魔く琶界に謙め、保除と云・二・財貨は商品の郵
　　く各國隈に互に楡轟入せられてゐる』のであるか、各羅）録陰法び）獲蓬著し
　　く遅れ、普通保瞼約款に切て、法グ）歓賂を補つて家た等の事情は、保陰法
　　の統一を妨げてゐた○しかるに、最近各國は、統一せらるる前提としての、優
　　恥たる法律か足、つヤうになり、i斬次．統一一の結果に向ひ、模撫裕去の維・受及び
　　約款の腰近に因る實質約統一が實現せらるるに至るであらうとし、『保瞼事業
　　が空顕的に振張する性質グ）可、のであることよりして濾統一餅1たる保瞼法ク）存
　　在は鐘の事業の爲めに絶封に必要であると認あなけ親壕らソ講としてゐら
　　れる∩
（駐翼）なほ、世界融愈保険法可能性グ）問題は、一九二六年維納開錘の國際法協
　　會第三十三同會議に齢いてマー字スの熱心に説か恥たところてあるが、田中
　　博士も前粥世界法論第三審第一七⊃頁鉱下において、『全般的なる世界批會保
　　除法の成立を期侍すること必ずしも坐想とは溝ひ得らオし叡・謹としてゐらオ・．
　　る○
惟ふに。技術的に嚢達した保瞼海の統一運動は，保瞼法それ昌禮に内在
する技術性の故に國境を超えて釜玄それが實現を促進するに至ることであ
らう。ただ。後にものべる頻く・從來・保瞼法の嚢達は。他の法域に較べ
て㎏著しく渥れてゐた。マーネスに依れぱ（離漏その理由とするところは隔
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第一にそれが・一マ法の契約のいづれかのカテゴリーにも属せざる一種特
別のものであつたことと、第二は保瞼法理の嚢達未だ不充分なりしに引換
へて保瞼の實際は非常に進歩的で、絶えす、猛烈に進化稜展する運命におか
れてゐた爲に、從來の傾向は、むしろ保瞼法の立法及び學説の方が、進歩的
なる保瞼の實際に辛うじて追随してゆく歌況にあつた爲めであることに因
るものであるが、斯うした事惜において、各國は未だ統一に適する法なく、
保瞼事業の不断の急激なる進歩は統一法成立を困難ならしむるものありと
いへ、やがては、一一九〇八年の濁逸及び瑞西の保瞼契約法、一九三〇年の
佛蘭西保瞼契約法の如き擾範的のものが、他の保瞼立法に影響せられて、
統一化せらるるに至るものと思はれる。
　（註）Manes，VersicherungswesenIS．186，
　獅逸法は、特別法として、一九〇八年の保瞼契約法（Reie蝕sgesetz曲er
der　Versichermgsvert蛾9）（一九一〇年一月一日より實施）を有する。佛
法は、特別法として、一九三〇年の保瞼契約法（Code　des　ASSurances）を
有する。すでに、一言した如瑞佛蘭西にては、未だ、斯うした法律の制
定なく不完全ながら、判例と慣習とにより支配され來つたのである。これ
より先、佛蘭西にては一九〇二年草案成り、一九〇四年法案を議會に提出し
たるも、可決とならす、その後度々改案して提出したるも、可決の機に至ら
なかつた。更に、その後一九二五年四月在來の案に根本的改正を施して提
出したるも、これ叉、不成立に終り、漸く、一九三〇年七月一三日に至り
保瞼契約法が爾院を通過したのである。本法は、猫逸、瑞西、填太利諸法
の進歩せる法律を経とし、永き経験に成る慣習を緯として成立したもので、
最新の優れたる立法として・學者の注目おかざるものである。瑞西には、
一九〇八年の保瞼契約法が存する。佛猫法と共に最も進歩した立法例であ
り、その草案は凋法の模範とされた。填太利には、從來の制例及び慣習
に代つて、一九一七年に至り、猫瑞法を模範とする保瞼契約法が制定され
第四章箆責條項の展望 6騒
た。英國は海上保瞼を除いては隔特別法なく普通法（C徽m鞭：甑W）に從ふ
ことになつてゐる。瑞典には．一・九二1七年四月八日の保瞼契約法があへ露
西亜には．一九二三年の恥ンア杜會主義聯邦ソビヱト共和國民法典中に包
含されてゐる。中華民國には．民國一八年（一九二九年）一二月三十灘の保
瞼契約法があり．民國二四年（一九三五年）四月簡易生命保険法が出てゐる。
　以上において．わたくしは．世界的に統一傾向を有する各國立法例の成
立の跡を繹ね來つたのであるが隔これを隔わが商法第四百三十一條と相封
比するに次の：如くであるo固よむ隔これらの諸立法は・、各國褐自の文1化白勺
精紳を背景として醸成せられたものであるが．そこに、われわれは。技術
的所産としての保瞼法特有の統一的色彩を看取し得るのである。
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第嵩節　普通保険約款
　次に、わたくしは、わが商法第四百三十一條の將來を展望するに當り、
如上の立法例を経とし、第二次的法としての機能を嚢輩しつ～ある普通保
瞼約款を緯として考察をすすめたいとおもふ（誰一）（舘罵）（註罵）（離繭。蓋
し、これによつて、わたくしは、商法第四百三十一條に翼する最近の思想
の動向を把握し、そこに學者のいはゆる普遍法（註鼠）を褒見し，そこに
は、より高次の理念を創造し、法の眞の機能を套揮せしめむとの意に外な
らない，⊃
　（註一）　保除約款グ）寛大化的傾向については、曇iに一言した。田中博士はマーネ
　　スと共にdLを、法律關係の輩純化（Vere1n£翫chung）として説明せらる、）日
　　く、『生命保険は其の技術的敷學的基礎の完備せる爲め他の如何なる種類の保
　　瞼よりも最も進歩せる建、のであり、之に俘つて保瞼に闘する法律現象も不断
第四章冤責條項の展望 6ワ
　　に進歩しつつあるわけである。而して曲の進歩は勿論他の保険の種類にも
　　（中略）共通の傾向ではあるが、殊に生命保瞼は法律關係の輩純化に向つて著
　　しく躍進しつゾ）ある。其の締結の撒が多き爲め、生命保瞼に關する法律關係
　　が、八グ）生命の長短、健否グ）如き最も個性を帯びた事項に闘係してゐるに拘ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　ゆ　の　の　の　の　ゆ　の　の　の　の　の　の　の　み　　ず、大量的取扱を鯨儀なくせしめられ、統計不備及び経験が不足なる時代に
　　か　　か　　ギ　　　　げ　　ヰ　　げ　　み　　ぎ　　が　　タ　　　　　ヂ　　ヂ　　み　　ヂ　　ギ　　グ　　タ　　み　　タ　　み　　み　　ポ　　タ　　げ　　ポ　　タ　　み　　ガ　　ド　　タ　　だ　　　
　　於ては、被保険者が故意に又は詐欺的に保険者の負措する危険を重からしむ
　　げ　　ギ　　ヂ　　が　　ギ　　タ　　げ　　ギ　　か　　　　　グ　　ギ　　げ　　ク　　み　　ギ　　が　　ダ　　み　　ぞ　　タ　　ヂ　　ド　　が　　み　　タ　　タ　　　　　ク　　グ　　タ　　ダ　　や　　や
　　ることを跡ぐ無敷の約款が存在することを要するのであるが、其等の眞面目
　　だ　だ　ギ　げ　み　む　だ　が　　　グ　み　げ　げ　ヰ　ヂ　ヂ　　　の　の　ゆ　の　の　の　の　　　の　の　の　ゆ　の　の　の　ゆ　ゆ
　　なる保瞼契約にも煩累となる條款は、保瞼技術の獲淫、實務上の経験の檜加
　　及び保険業春騰の競雫グ）激甚に俘ひ漸次影を潜め、保瞼約款は盤保瞼契約春
　　に有利にな葺つつある。盤命保瞼の理想は告知義務違反に因る契約解除其の
　　憾保険契約失敷の場合の縄滅であるが、軍純化の傾向は此の方面に歩を進め
　　ツ》ある駅同博士、保険法講義要項第一四七頁）圏黙は筆者これを附す）。
（蕪農）　マーネスは（蟹aHes，Vers呈eher顕gswesen　H8・！5一）、千八百六十一年に
　　於ける睡洲大陸グ）或る生命保瞼會敢の約款（そオしに依れば・被保瞼者はその
　　職業及び往所の如何なる攣更をも會融の最寄の代理店に通知するを要するも
　　グ）とし、頗る嚴重なる失敷條款を設けてゐる）と、千九百四年一月一日附の
　　米國の或る生命保険會薩の保除（それに依れば、佳斯、職業、族行、生活上の
　　脅慣、死亡の種類時期及び揚所は全然之れを問はず、又職時又は奉時に於け
　　る兵役叉は海上の就役も何等グ）承認又は保瞼料の櫓却を要ぜずとしてゐる）
　　とを比較封照して法律闘係の輩純化的趨勢を説明してゐる。
（蕪翼）　保除約款の寛大化的傾向といひ、法律關係の輩純化といひ・共に・道義
　　を道義としてのみ考へないで、保瞼技徳の嚢達と實務上の経験の檜加に俘つ
　　て、保険における技術化的趨勢と倫理曲要素との微妙なる關係を適當に蛮展
　　墨1二揚せ1．．めむとする黙において麟一するQ
（誰灘）嚢に一言した如く、保険の實際は、學説及び立法の追隣を許さない程度
　　に非常なる勢をもつて進歩しつつあるものであるが、保除法は保除約款生れ
　　て後にこれを母盤として育成せられたものである（H8genVers五磁erungsrec猛
　　撫IE玉1renbergs　H脇b・d・H：R・Bδ・8Abt・1s・33・なほ、米谷教授保険學雑誌第
　　三二六號第五七頁及び法學新報四六巻一一號、一二號）。惟ふに、普麺保瞼約
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　　款は、保瞼契約グ）當事者が任意に私的に締結するところの契約條款たるに過
　　ぎないものであるが、そわは、保瞼の實際的経験より生れ串た技術の所産で
　　ある。それが、近代的資本主義制度の結果、集團的に大量的に行はれるに及
　　んで、ここに、保除契約が定型化され法規化溺しるに至るグ）である。實に、
　　この保瞼約款こそ、動ともすずしば、退歩的な保法瞼獲達の先駆を爲し、保瞼
　　法の歓陥を撞充し、これが進牝の機運を醸成するに至るものであるから、保
　　瞼に關する最新の法規範を認識する上において、われわれは、須婁も、この
　　保瞼約款を無覗し得ないのである。田中博士も、いはるる如く、「社會ある斯
　　に法あり」（UbisOcietas量bijus）で、實に、普通保瞼約款は、保瞼團畳豊の自主
　　的法規である。何人も其の敢會に加入する者は欲すると否とを問はずこれに
　　拘束せらわるのであるからその性質は法規であると認められなければなら
　　ぬ』（田中博士「商法総則概論」第一八八頁）。すなはち、普通保陰約款は第
　　二次的法源としてグ）機能を欝み、法制の歓陥を充たしてゐることに注意せね
　　ばならぬ（田中博士「世界法の理論」第三巻第一二三頁及ひ第一三四頁）っ
　（註轟）　この用言吾は牧野博士に從ふ。同博士の用語は同博士の民法の基本問題そ
　　の他の著書に依つても明らかなる如く、おそらく、コーラーの普遍法律史的
　　見角早に由來するものきおもはオしるoなほ、同f専士、需簿交「季卜學i杓自由ま窯究と
　　進化的解繹」（法協第五四巻第四號第六二二頁）。
　耕蘭西保瞼契約法第二條は、本法が原則として弧行規定なることを明定
し、約定をもつて、これを攣更し得ないものとする、ただ、本條は保瞼契
約者、被保瞼者の利釜の爲めの規定であるから、約定の憂更が．敢て．彼
等に有利に爲される場含にも、なほ、且、これを禁止する必要がないっそ
こで、同條は、これらの場合の攣更を許容してゐるのである（註一〉（繋嵩）。
　（誰一）　なほ、獅逸保瞼契約法第六條、第＋二條、第三＋一條、第三＋四條、第
　　四十二條、第六十四條、第七十二條、第八十一條、第九十二傑、第百七十二
　　條、第百七＋四條、第百七＋六條、第百七＋八條、第百八＋四條及ひ瑞西保
　　瞼契約法第九＋七條、第九＋八條等¢、
　（書重二）　冤責約款は、｛呆陰垂支制百上言午さオしないものを規定する場合・にぽ、有敷とせ
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　　らるべきであらう。何となオしば、保瞼技術上許さ拠ないものを冤責事由とし
　　て認めないときは、保瞼團盤の基礎が危瞼に陥り、保瞼關係老全農の利蓋が
　　保護されないからである（なほ．籔津博士「保瞼法に於ける信義繭實の原則」
　　第一四一頁）。
生命保瞼金の支携冤責條項の寛和化的傾向は．わが國の立法実と表裏の
關係に立つのであるが。試みに法律に規定された免責條項の憂懸の跡をみ
るに次のく如であるっ
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　　　　　l　　　　　　l　　－　　　 三、窄、鞍契約者
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　　　　　！要ス
　（註）　前表中・エースレル草案第七百四＋五條第二號及び第三號と奮商法第六百
　　八＋二條第二號及び第三號をそれぞれ顛倒して記載したのは、商法修亙草案
　　以下のそれと相剴’照するに便ならしめむが鴬めに外ならない⊃
　しからば、わが國における普通模範約款はいかなる進化の跡を示してゐ
るかといふに、次の：如くである（註）c
（註）　模範約款の浩革については、森薙三郎博士「生命保瞼の模範約款の沿革」
　　（生命保険経螢第二巻附録）。磯野並登氏「生命保除約款繹義」第六二頁以下、
　　阿部泰藏氏「生命保除會杜協會浩革更」（生命保陰會吐協會會報第一巻第一號）。
　奮普通保瞼模範約款は明治三十三年法律第四十八號を以て修正商法が公
布せられるに及んで、同年十月三日決められたものであるがず同約款第十
規定し五條は冤責條項を規定して次の如くてゐる。曰く・
　左の場台に於ては會肚は保険金を支沸ふ責に任ぜす。
　一　被保瞼尺が自殺決闘其他の犯罪又は死刑の執行に因ひ若くは刑の
　　執行中に死亡したるとき
　二　保険金を受取るべき者が故意にて被保瞼人を死に致したるとき
　三　被保瞼入が職争叉は憂鰍の危瞼に因りて死亡したるとき但豫め特
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　　別保瞼料を挑込みたるときは此限に在らす縫軍者叉は攣飢地に赴き
　　たる者の其弛に於ける病死亦同じ
　　四　保瞼金を受取るべき者が被保瞼入の死亡後九十資以内に第一卜條第
　　一項の書類を提出せざ夢しとき
　この規定を改正前の商法（明治三十三年商法第図百三十一條）の規定に照
すに嘱約款第十五條第一號は・商法の規定に殆んど一致してゐるが　　被保
　？　　　　　o瞼者を被保瞼入とするのみ一その第二號においては．約款の方が嚴格に
墨來てゐる。すなはち。商法は保険金受取入二八以上ある場合において直
接被保瞼者を殺害しないところの他の受取入に一・部支沸を爲すこと規完す
るに拘ら郵約款は善意の受取入の穫列をも認めないのである。
　次に．明治四十四年商法の改正せらるるに俘ぴ．模範約款も改正せられ
たのであるが。この現行模範普通保瞼約款第十三條（明治四十四年一卜月）
はこれを嫁、の如く規定してゐろo曰くも
　　左の場合に於ては會肚は保瞼金を支佛ふ責に任せす
　　一　被保瞼者が自殺したるとき但第一同保瞼料沸込の時叉は保険契
　　　約復活の時より三年を経邉したろときは跳限に在らす
　　二　被保瞼者が失踪の宣告を受けたるとき但會溢に於て保瞼金を支
　　　佛ふべきものと認めたるときは此限に在らす
　　三　被保瞼者が決闘其纏の犯罪若くは死珊の執行に因9叉は一年以
　　　．Lの禁鋼若くは懲役に庭せられ其荊の執行中に死亡したるとき
　　四　保瞼金を受取るべき者か故意にて被保瞼者を死に致したるとき
　　　揖其者が県瞼金額の一部を受取るべき場含には會肚は其廃額を支
　　　佛ふべし
　　五保瞼契約者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき
　　六　被保瞼者が戦争其他の憂霞しに因りて死亡したるとき但豫め特別
　　　f呆瞼＊斗を沸．込みた：るときは鼠と限に在らす・
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　なほ、昭和二年八月に起草された模範普通保瞼約款草案第十四條はこれ
を次の如く規定してゐる。
　次の場合に於ては保瞼金を支沸ふ責に任せす
　　一　被保瞼者が第一同保瞼料沸込の時又は保瞼契約復活の時より二
　　　年以内に自殺したるとき
　　二　被保瞼者が決闘其他の犯罪若くは死刑の執行に因り死亡したる．
　　　とき
　　三　保瞼金を受取るべき者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき
　　　但其者が保瞼金額の一部を受取るべき場合には會肚は其の淺額を
　　　支梯ふべし
　　四　保瞼契約者が故意にて被保瞼者を死に致したるとき
　　五　被保瞼者が戦争其他の攣爾Lに因り叉は戦争地若くは攣飢地に於
　　　て特に流行せる傅染病に罹り死亡したるとき但豫め特約ある場合
　　　は此限に在らす
　現行模範約款と新模範約款とを封比するに、（一）現行保瞼約款は三年以
内のを自殺免責事由とするも、新保瞼約款はこれを二年とする。（二）現行
保瞼約款は失踪宣告の場合は原則として保瞼金を支挑はないものとする
も、新保瞼約款はこれが條項を創除した。（三）現行保瞼約款は短期一年以
上の庭刑を受けて、その刑の：執行中に死亡したるときを冤責事由とする
も・新保瞼約款はこれを削除した。（四）保瞼金受取人及び保瞼契約者の被保
瞼者故殺の場合は爾約款ともにこれを冤責事由とする。（五）爾保瞼約款
は、共に、戦時事墾による死亡は特約ある場合の外保瞼金を支佛はないも
のとするが、新保瞼約款は．更に、冤責事由として戦孚若くは墾飢地に於
て特に流行せる傳染病に罹つて死亡したときをも加へた。
　次に現在各民聞會肚において行はれてゐる保瞼約款の中關係の約款九十
種につV・て、調査するに次の如くである（この調査は生命保瞼會肚協禽編
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『昭和十一年ブび」保瞼約款集附簡易生命保瞼法令ふ昭和十一年九甘護行に
猿る）。
　すなはち隔
（一〉　自殺を1菟責事由とするもの
（1）
⑫）
（3）
（4）
（5）
一年以内の白殺を菟責写由とするもの
は年以内の自殺を菟責事由とするもの
三年以内の自殺を菟責事由とするもの
五年以内の自殺を菟責事由とするもの
七一種
　八種
一五種
二九種
　二種
　　　　　嫉Lの年限に拘らす全べての自殺を菟責事由とするもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一七種
　（二）失踪宣告を免責事由とするもの（但し大部分の約款は會肚におい
　　　て保瞼金を支梯ふべきものと認めたるときは保瞼金を支沸つてゐ
　　　る）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五〇種
　（三）失踪宣告の場合にも保瞼金を支佛ふもの　　　　　　　　　一種
　（四）決闘その弛の犯罪若くは死荊の執行に因る死亡を免責事由とする
　　　もの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七三種
　（五）短期一年以王の庭刑を受けてその刑の執行中に死亡したるとき之
　　　を菟責事由とするもの　　　　　　　　　　　　　　三四種
　（六）保瞼金受取入叉は保険契約者の被保瞼者故殺の場合之を冤責事由
　　　とするもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　七五種．
　（七）戦雫その弛の攣飢に因る死亡を発責事由とするもの（但し豫め特
　　　別保瞼料を沸込める場合はこの限ではない）　　　　　　四七種
　以上これによつて隔これをみるに猶保瞼金受取入及び保瞼契約者の被保
瞼者故殺の場合と，決闘その他の犯罪若しくは死刑の執行に因る死亡の場
合は亀いづれの保瞼約款もこれを冤責事由とする傾向にあることが理解さ
れるであらう・ただ隔短期一年以上の懲役叉は禁鋼に庭せられて，その刑
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の執行中に死亡したるもの、及び失踪宣告の場合をも冤責事由としてゐる
ものが意外に多いことは一考を要する問題といはねばならぬ。なほ、爾余
の黒占に至つては、後述の論明にゆづること～する。
　次に外國における若干の普通保険約款についてその趨勢をみるに次の如
くである（註）o
　（註）　以下掲ぐるところの各杜の保険約款は、次の資料よUこれを得た。翫one
　　禽Cox，Li鉛Po1量cyC・ndit量ons，1935．；Sも・ne＆C・x，C＆n乱di＆n：L漉Policy
　　Collditions，1934，多Ems㌻K窃hloりVerg互eichende　Zus葛mlmells七ellung　der　Ver－
　　sicherullgsbe（lhlgul玉gen　und　Pramiells義tze　der　iln　Deutschell　Re1che　arbeiten－
　　dell　I」ebensversicherungsgegellsc五aftenン1935／36，1933／34及び193G／3L
　先づ英國六大會砒の一としてプルーデンシャル保険會肚（ThePrudelltia！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　のAssur出noe　Co．，Ltd）のそれをみるに、同肚では契約後一年内に被保険者
が自殺、決闘叉は刑の執行に因り死亡したるときは失奴するとし、但し保
瞼契約が有償にて善意に譲渡せられたる場合においては、善意の第三取得
者の利益を侵害し得ないものとしてゐる、この約款はわが商法及び約款に
比して極めて寛大なものである。サン生命保瞼會肚（The　S｛m：L挽Assu－
ml！ce　SOGiety）は、自殺條項を設けてゐなV・。リ・一ガル・ヱンド・ジエネラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　のル保瞼會耐（The　Legal＆Gelleral　Assur批1！ce　SoGiety，Ltd）は一年内
の自殺は無敷とするが、善意の第三者の利釜を害しなV・ことに定めてゐる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　のパ＿ル保瞼會肚（The　Pearl　Assu膿nce　Company，Ltd）は、契約後一年
の内の肖殺は失奴するものとするが．善意の第三者が有償的に利釜を取得し
たる旨の立謹を爲し噂會杜がこれを適當と認めたものにあつては。有敷とす
る。ノリツチ・ユニオン生命保瞼1會’耐：（TlleNorwichUIliol1Lifehsu膿一
　　　　　　　　　　の　の　のnce　Society）は、契約後一年内の自殺は菟責とするが、善意の第三者が豫
め書面を以てこれを會肚に通知したときは支彿ふべきものとする。最後に
レフユージ保瞼會杜（T1・e　Refuge　Assurance　Compally，Ltd）は・契約
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　の　の　の後一年内に自殺したときは，その自殺が精紳異歌たると自企自殺たるとの
如何に係らす失奴となるものとしてゐる，以上旛これを要する1こi英國の六
　　　　　　　　　　　　の　の　の大會耐に・おいては一肚を除き一年内の自殺を冤責とする。契約後一奪以
主経過せる決闘及び珊の執行に因る死亡を冤責事由としないプノL一デンシ
ャル祉の約款ぱ注目すべきものである。
　加奈陀六ま：會耐の一としてのカナダ・サン生命保瞼會融（丁短呂lm論灘一
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　のr顕ee　C・mp熟y　げC駄猟（楓）は・契約後二年内は無敷とし瀕塗料を返
還する、 カナダ生命保瞼會耐（丁魏磁膿撫L漉A鵬tしr蹴総C冊〕拠耶）は．
　　　　　　　　　　の　の　の精酬犬態の如何を問はす二年内の自殺は菟責とするが・保険料は返還する
ものとしてゐるグレート・ウエスト生命保瞼會肚（G鷺魏レWe沸鉦艶As灘一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ゆ　ゆ翻㈹COm翻y）は．精神状態の如何を問は添一年内の自殺は免責とする。
マニュフアクチュアラーズ生命保瞼會肚（Tl・e盤顕uf島eture｝。s　L飴亙郎脳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　のr蹴ceComp鍛y）は。断警紳状態の如何を問はす契約後二年内の自殺は契約
を失蚊せしむるものとする。カナダ・ミユーチユアル生命保陰會就（藁u£恥
麟：L漉As縄盤1！ee　l（〕omP鋤y　of　C雛1ad晶）は樽締紳朕態の麺何を曙はす
の　の　の一年内の自殺は発責とし。保瞼料のみを還嚇する。・ンドン生命保瞼會駐
（Lo玉ld餓L漉hsurξ↓難e　Comp蹴y）は庵精紳歌態の如何を閥はす二奪内
の自殺を菟責とし発保瞼料を返還することにしてゐる○要するにも物奈陀
　　　　　　　　　　　　ゆ　の　のの六夫禽肚においては・契約後二年内の自殺を菟責とするものは墾祉であ
　　　　　　の　の　のむ馬他の二就は一年内とする。さうしてカナダ・サン含謎を除いては締紳
異歌に因る自殺をも菟責とすることは酷のやうである・
　吹1に．亜米利加合衆國における代表的のものとしてニューヨーグ生命保
瞼會耐（The　New’York　L遁e　h18駐蹴ce　Comp乳豆y）のそれをみる！．，同
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　の就では。精神歌態の如何を問はす契約締結後二年内の自殺を冤責とし曝既
納保瞼料の全額を返還するものとしてゐる。メト艮ポリタン生命保瞼會杜
（丁盤e　Met逝・〔）p・li輸11L！fb　hsur撫ce　Comp蹴y，餌ew　York）は『保険謹券嚢
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　　　　の　の　の　の行の日より一年以内に被保瞼者が精紳歌態の如何を問はす自己の手叉は行
爲に因つて死亡したときは當會祉の責任は既牧保瞼料額に等しき金額を限
度とす。但しこれに封しては利息を附せす』としてゐる。つま帆契約締結
後一年内の自殺を菟責とし、銑納保瞼料の金額を返還するといふのである。
合衆國においては、各州法によつて各々その規定を異にするのであるが、今
センPレイズ市のアメリカ生命保瞼協會（Americ乱n　L漉　Convelltion）
の幹事兼アクチュアリーをしてゐるコーラー氏（Welldell　Philips　Coler）
氏の調査に嫁ると（謹）、
　コ・ラド州（免責期間、契約後一ケ年）
・殉一州（璽雛罐竪繍緬、麗騨灘茎臭勤螺短議ε）
一ユづキシコ州（響轡斎響し・契約臨後ニケ鞭籟期間と）
　ノース・ダコ汐州（免責期間、一ケ年）
一タ洲（纏翌脇託騒織し肇饗及び鱒支獺約に關しては撒）
　バージニア州（冤責期間、一ケ年、但し既納保瞼料を返還するを要する）
の各州法にそれぞれ上の如き規定をみるのみである．
　（註）　丁虹e　Record　of　the　Americ乱n　Institute　of　Ac加aries，Julle，1934・，Chicagα
　　に嫁る。
　なほ、リー一ツ氏（」，Charles　Rietz）が、合衆國の代表的な九十九肚に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　のつV・て調査された結果に擦ると（註）・自殺條項による免責期間を一年とす
る會肚が・一九二八年に七十三枇あつたものが・一九三一年には五十八肚に
　　　　　　　　　の　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の減じ、その間㌔これを二年に改めたものが十七杜で、反封に一年に改めた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ものが二杜あつたのである。ところで、一九二八年には菟責期間を二年と
したものは二十六杜あつたところ、一九三一年には四十一杜に増加し、そ
　　　　　の　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　のの間、これを一年に改めたものは二杜、一年を二年に改めたものは十七肚
となつてゐるのである。要するに、この調査に擦れぱ、米國における約款
は却つて嚴格性を増すことになつたものとみなければならぬ。
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嘩）　前掲シカゴ、アクチユアリー會會報に檬る。米國において、しかく、自殺
　條項が嚴格となつたことについては、同國における自殺が不景氣に件つて漸
　櫓の傾向を示せるによるものとおもはれる。すなはち、米國の代表的な裁保
　會蔵∩議査に振ると、被保瞼者十、鷹人に封する死亡率は次の如くである．
年　鹿　死亡率　年　度　死亡率
一九二二年
一九二三隼
一九二四年
一九二五年
一湘二六年
一九二、七年
一二・四
…岨l　　　一二・四　1
　　＿の　1
?． 一鼻9ゴー　
　　　　一三・五、　1
　　　　トー九二八年 　一四・四鴫二九刷　…四・八
一九三〇年　　　　一へ・三
一九三一知二〇の六
一九三二年　1　　二四・二　　　　I
　　　　k
　最後に。濁逸における四大會祉の一として、アリアンツ生命保瞼會融
（Al亙i灘u玉・dStuttg乏～rter，Lebensv蝋σherungsb乱・》kAktie・・gesellsch一
　　　　⑪⑭豊蛾．）は契約一・年後の自殺は保瞼金杢額を支佛ふ。但し、一年内の自殺と難
も。それが保陰金を獲る口的に出でてゐないときは保瞼金の全額を支沸ふ
ことにしてゐる一ドイツチヱヘヤオルド會祉（Deut8cher　Her（♪ld，Volks－u．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　のLebe鵬vo彌cileマu・亘gs－Aktiengesellsch蕊ft。）は契約一年後の自殺は陶保瞼
金全額を支螂ふ　但し．一年内の自殺と難粒それが保瞼金を獲る目的に
出でてゐないと凱叉は重患にして治癒し難い肉膿的疾病（精示軸勺疾病に封
していふ）に塾，捲自殺に射しては保瞼金の全額を支佛ふことにしてゐる。
フェヤアィニダテ・ベルリニツシヱ・ウント・プ・イシツシヱ生命保瞼會杜
（Vere痴gもe一懲eぞh1量sc丑1e　und　PreuBischer　Levellsve翻eherul！gs－Aktie
　　　　　　　　　　　　　　　　　O　O　O．1・gese撫幽誼』〉は．被保瞼者の自殺が契約一年後なるときは保瞼金全額
を支佛ふC但し。一年内の自殺と難粒それが保陰金を獲る日的に因らざ
る場合又は重患にして治癒し難い肉驚的疾病に因る自殺なるにおいては保
瞼金の全額を丈綿ふことにしてゐる、、最後に、ヴヰクトリア・ツー・ベルリ
ン生命保険命就（Vietor醸zu　Berh，AHgemei・田Vergid・er膿ge－Atieh一
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　　　　　　　　　　の　のGesellsch誰．）は、契約二年以上経過せる場合の自殺に封しては保瞼金全
額を支沸ふ。但し、二年以内の場合と鐙も、保険金を獲る日的に出でてゐ
なv・ときは保瞼金全額を支佛ふのである。又、契約後一年内の決闘に因る死
亡は支沸はないが、一年後の場合は全額を支携ふことになつてゐる。要す
るに、猫逸の右』四祉の約款をみるに、二年内の自殺を冤責とするもの二、…
年内を冤責とするもの二となつてゐる。さうして。それ等に共通するとこ
ろは、たとぴ冤責期間内の自殺と難も．保瞼金を獲得する目的を以て自殺し
たるに非ざるときは保瞼金の全額を支佛ふべきものとしてゐることである。
　以上、これを要するに、米國のそれを除外するときは一一米國と難も、
免責期問をコ年内とする一各國共冤責條項の寛大化を圖つてゐることが
看取せられるのである。中にも英、オ蜀におけるそれは最も優れたものであ
る。殊に、濁逸の各肚は、自殺が保瞼金獲得の意圖に出でたものでなv・と
きは、冤責期間内と難も隔その全額を支沸ふことにしてゐるのである。な
ほ、以上によつて通槻せらるる如く、外國の普通保瞼約款には、決闘。そ
の他の犯罪に因る死亡及び死刑の執行に因る死亡、失踪等を冤責條項中に
揚げるものは殆んどないことが理解せられる。もし、これ等の中一・二の
ものを冤責條項として揚ぐるものも、わが國の如く、永久に全保瞼期聞中冤
責としないで、一定の期閥を限つて冤責とするに過ぎないのである。すな
はち、自殺以外の條項を揚ぐる會肚には、英國のプルーデンシヤル會肚と
濁逸のヴヰクトリア・ツー・ベルリン會直の二吐及び佛蘭西のジヱネラー一ル
生命保瞼會肚に存するに過ぎないのであるが、プルーデンシヤルは契約後
の　の　の一年内の決闘又は刑の執行に因る死亡を冤責とし、ヴヰクトリアは契約後
の　の　の一年内の決闘に因る死亡のみを冤責事由とし隔ジエネラールは死刑の執行
に因る死亡を冤責事百、1とするのである。この三肚を除いては．いづれも軍に
自殺のみを冤責事由とするに止まるのである。この黙は、生命保瞼における
冤責條項の將來を展望する上において注目すべきことであらねばならぬ・
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第欝飾　　免責條項の立法論的考案
　　　　　　　　第一歎　　自　　　殺
　商法は自殺をもつて㌔法定支沸菟責事由の一としてゐるoそのヨ軽自とす
る所は．道徳的槻念及び一般的法律槻念の欲求に基くのである、
　保瞼においては。いはゆる道徳的危瞼を最もおそれる。しかし、道義を
道義としてのみ考へるときは隠その保瞼守的性質の爲に。却つて．置禽の
進化を妨害することになる。道義L許すべからざろ自殺において。もし・
保険者。保瞼金を縄封に支佛はないものとするときは。そこに悪意なき相績
入の正i義感情を却つて悪化せしめることになるoもしそれ．始めよ1』自
殺を豫期して保瞼に加入する弊害の如きは。保瞼契約締結叉は契約復活後
若干孟卜内における自殺を：菟責事由となすことによつて憾こえしを避け得られ。
ようとおもふ。されば．自殺の場合には。保瞼の技術的基礎に危瞼なき限
り、なるべく．保瞼金を支彿ふやうにすることは。却つて。証會民衆の要
求に添ふゆゑんである。かやうに．われわれは幅新らしい立法の翅勢が、
自殺條項の寛大化力｛傾向を示してゐることを看取することが摂來るのであ
る（註）。
　（離）　文弱、につき、前揚第三章第二節第一款冒頭グ）註一及び森簿士「保険約款に
　　現はれたる自殺條項」（生命保除経螢第五巻第三盤光
　i嚢に隔一言したる如く、自殺のみならす・隔一般に以下蓮ぶるところの言者
種の法定支佛冤責事項についての立法の趨勢は。生命保瞼の数理的技術的
基礎が輩固とな鈴．これに關する約款が破竹の勢をもつて。急速の進歩を
っづけるに俘つて。釜よ単純化される傾向にあるQ
　道義的理由によつて支配さるべき自殺の場合に喉最近においては．技
術的基礎と保瞼経螢の政策的見地とよりして。緩和化されて來た。たとへ
ば・簡易生命保険法第二十四條第一號は・商法第四百三十一條第一項第一
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號に一歩進めて、契約締結後叉は契約復活後二年以上経過したる自殺に封
しては、保険金を支沸ふものとした。その理由とするところは、上叙の如く
である。同様の理由により、模範保瞼約款も。第二次的法源としての機能
を嚢揮して・商法の欲陥を柿つてゐる。すなはち、明治三十三年の奮模範
普通約款は全部不支批を規定したのであるが、明治四十四年十月の現行模
範普通保瞼約款（以下軍に現行模範約款と謂ふ）第十三條第一號は、第一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の回保：瞼料彿込の時又は保瞼契約復活の時以後三年以上維過したる自殺に封
しては、保瞼金を支梯ふものとし、昭和二年八月の模範普通保瞼約款草案
（以下単に新模範約款と謂ふ）は、更に寛大化してこれを簡易生命保険法と
同じく、二年以上に短縮した。而して、各會肚のそれぞれの約款をみるに、
まれにこれを全然免責事由となせるものある外、…年とするもの極めて少
く㌔大肥二年叉は三年としてゐるやうである，
　醗つて、外國の立法例をみるに、猫法第百六十九條はわが商法とおなじ
く、自殺を冤責事由としてゐる。しかるに。佛法第六十二條は．契約締結
後二年以上経過の自殺に付ては、約款をもつて冤責事由より除外し得るも
のとし。瑞典法第百條は、保険契約又は最後の契約復活の致力獲生後三年
以上維過の自殺を除外する。但し。この場合、契約の締結又は契約の復活
當時、自殺の意、思が牽もなかつた場合とか、叉は該保瞼の存在如何に拘ら
す、これとは別の事情の下に自殺が途行された場合は、縦令、右の三年内
において自殺が途行せられても・保瞼者・保瞼金を支佛ふべきものとして
ゐる（註）。なほ、外國における主なる保瞼會肚の約款亦…年乃至二年内の
自殺を免責事由となすに止まり。進歩したものは、保瞼金を獲得する目的
に出でない自殺は冤責としないとまでしてゐるのである○
　（註）　なぽ、以上の外、懊太利法第百三十八條、伊太利草案第四百八十四條、白
　　耳義法第四十一條。右の佛蘭西法第六十二條は明かに新立法の趨勢を追随し
　　　たものであるが、一九〇四年草案第五十四條は、自殺條項を禁止してゐた。な
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　　ほ，簡易保除のそれについてみるに、懊太利の或るものは、契約の短期存綾後
　　の自殺に謝して保瞼金を支沸ふものとする。丁抹では、契約後二箏乃至三年
　　内の自殺を冤責事由と｝妻る○瑞西では、バーゼノレ會示1二は自殺に懸憾し、何等の
　　特別規定を設けてゐない，したがつて、一般の死亡同様、一年とい．3・割限期
　　問ク）適用をうけるのである（保瞼金の牛額が支彿はれる）。年金會薩、ガイータ
　　倉融及びフオルクス・フユールゾルゲ會祉は、いづオしも、二年内の自殺に翼
　　しては保瞼金を支彿はないQただ墳補金を支彿ふのみである。アメリカ合衆
　　國の若干の小會融は契約後一年内の自殺に鋤しては既彿込保瞼料を還付す
　　る。白耳義においては、意識的自殺をもつて契約の取浩事由とする。
　斯やうに観察するとき．わたくしは。自殺條項が生命保瞼の基礎の弼化
に伴つて㌔將來．相當に緩和化される運命にあるものと確信するのである。
以上の如き㍉二年・三年といつた期間の如何に拘らす幅よろしく幅瑞典法
第百條但書及び猫逸各肚の約款の如く．保険契約の締結叉は契約の復活の
と叡自殺の意思の毫もなかつた場合．叉は篭該保険が、縦令。存在しな
かつた場合において脇なほ且、自殺が遂行せられたであらうと認められ
る事情の存するときは隔保瞼金を支佛ふべきものと爲すべきであらう。蓋
し、斯くの如き場合には㌔そこに幅いささかも。自殺を豫期して保瞼契約
を締結し、自殺行爲に因つて。保瞼金を獲得せむとすろ意思が認められな
いからである、，叉、契約締結後相営の期聞を維過して自殺する脹これに
よつて隔保瞼の條理に背戻するものありとなすことを得ないか瓠道義上
からついて喉悪意なき相績入の正蓋感情を保護すべきものであると考へ
られるのではあるまいか（謝。
　（駐）　最近生命保陰會砒協會においても、商法中改歪法律にi蜀する改距希望條項
　　　として、「自殺二囚ル死亡二關シ契約締結後一定期問ヲ経過シタルモノニ付テ
　　ハ保険金ヲ支沸フ特約ヲ爲スモノ漸ク多キヲ加へ競争ノ結果跳期間ヲ短縮ス
　　ル傾向アリ依テ雌特約ヲ許容スル期間ヲ制限スル規定ヲ設ケラレタシ」との
　　意見を上申してゐるQそれは、保瞼金六萬六千圓を詐取せむとした事件、事
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　　業に失敗して破産に陥つた地方銀行家が妻子の爲多額の生命保瞼金を残すべ
　　く自殺した事件にか＞はらず大敷的にみて是認せらるべき意見である・
　もつとも。自殺條項存否の間題に閾するわが國の學者の意見は雨康にわ
かれてをる。村上氏はこれを存置すべしとせらる。すなはち曰く、『外國生
命保険會杜に在妙ては。自殺の場合に於ても．保瞼金額を支佛ふべき旨其
保瞼約款に明言するもの多し。個入の生命を酋重し自殺を罪悪と信仰せる
宗敏風俗の下に在りては、此約款の爲め、保瞼會祉が不測の損害を被るこ
と少かるべしと難も。我國に於けるが如く。比較的に個入の生命を輕覗し、
或場合に於ては㌔自殺を名碁とし、神聖とする邦俗に在りては、自殺の場
合にも、翁ほ。保瞼金支佛の責任ありとすれば、保瞼會耐に取りては甚だ危
瞼なりと謂はざるべからす。此鮎よりすれぱ、第四百三十…條第…項第一
號の自殺に關する規定は穏當なりと謂はざるべからす』（註）。
　（誌）　村上氏前掲「保険法」第二〇四頁。なほ、洞氏、「保険法論」。
　これに封し㌔水口博士幅こ反封してヤ自殺條項は、これを存置すべからす
としてゐられる。すなはち日く、『保瞼契約を締結したる後，保瞼金を得ん
が爲起）に自殺するが如き場含は稀有のことに属し㌔特定の場含の外、之を
想像し得ざる所な砺殊に、被保瞼入が、保瞼契約者叉は保瞼金額受取入
たらぎりし場合の如き保瞼契約は、其妻子春族の利釜の爲めにする場合を
多しとす。斯る場合に灘妻子春族をして保瞼金額を得せしめんが爲めに、
財産以上の貴重なる生命を犠牲にして、夫婦親子の愛を捨て。悲哀を顧み
す自殺せんとするが如き、異例の場合とす。保瞼契約其ものに不正の目的
なく、五年十隼將た之より以上の年限、保険料の支彿行はれ、保瞼契約存・
績したる後、被保瞼入に生ぜる或事情の爲め自殺すろに至りたる場合、保
瞼者の責任を冤じ．僅かに解約1買額たる佛込みたる保瞼料の幾分を支沸ふ
を以て足るとするが如きは、保瞼政策上果して之を正當とすべきや、吾人
は之を疑ふものなり』（註）Q
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　（蕪）水目博士前褐書第七一九頁。なほ、アメリヵにおける自殺に關する論議に
　　つき生命保険纒螢第四巻第二號第二八八頁。同誌第四巻第五號第七七一頁。
　　ざ舞逸における論議につき、同誌第四巻第三號第四四五頁。
　　　　　　　　　第謡款　　失　　　　踪
　被保瞼者が．保瞼金受敢入を利得せしむる口的をもつて。故意に失踪す
るが如きは・これ数兎責事由とすべきか。現行模範約款第十三條第二號
及び多くの會謎の約試は池會耐において，保瞼金を丈沸ふべきものと認め
たろときの外は隔保瞼金を支佛ふ責に任ぜざるものとしてゐる。しかるに。
新模範約款は、この黙につき何等の規定を設けてゐない。
　惟ふ1㍉失嫁宣告は、不在者の生死不明の歌態が永綾した場合に。不在
者を死亡したものとして篭身分、h財産｝の法律關係を確定せしむるの必
要に出でたもので諺）るか瓠これによつて㌔死亡と同様の敷果を生するの
である。したがつて、失路宣昔のあつたときは、死亡と看徹して生命保瞼
金支梯の事由が護生する．しかるに。前例の如き悪意の失鞍の場合と難も
失踪宣告のあつた以主は㌔保険會証が，未だ木入の生存することを立諜し得
ないときは穂保瞼金の丈佛を拒縄し得ないものと解する。蓋し。民法第三十
　　　　　　　　　　　げ　　ドー條は死亡したるものと看傲すと規定してゐるから寒凋逸民法第十八條第
　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ　　タヨー項及び瑞西民法第三十八條が死亡と推定するのと大いに異るものがある
からである。したがつて㌔會肚は協右の場合失踪宣告取消を申請しても宣告
そのものを消滅せしむべきであるo
　要する1㍉失踪宣告の場合は旛衡ユト則よゆいつても隔これを死亡と看徹
しても保瞼金を支排．き戴うになるべきものと思料する。立法史的には・上
述の明治四＋三年當蒔の郵煙保瞼年金規則草案にぱ。失踪條項があつたも
のを．大正三年の簡易生命保瞼法草案以後。これを削除したといふ滑革を
もってゐろcこれが隔昔時の如叡通．信機關の嚢達未だ不充分な夢し時代
ならば．ともかく、今日においては秘最早や庵それらの危憂少きのみなら
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す、保瞼技術の嚢達、實務上の経験の豊富は。失踪條項を除外すべき運命
にあるといへよう。新模範約款の改正が、この意味におけるものならば、
それは・進歩的のものと稻すべきである・
　　　　第三款　　決闘其他の犯罪叉は死刑の執行に因る死亡
　決剛、犯罪は、法の禁制するところである。法の禁制を敢て犯すものを
保瞼することは、保瞼の本質と相容れざるものがある。これ。法が決闘、
犯罪等をもつて、冤責事由の一に加へた理由である。今日におけるわが國
の法律及び約款は、いづれも、これをもつて免責事由としてゐる、
　外國の立法例には、直接、これらにつき規定したものがない二叉・外國の
約款にもこれ等についての規定を爲すものが極めて紗いことは上述の如く
である。ただ、一八七四年の白耳義法第四十一條にあるのみである幟一〉
（註二）。しかるに、これらの條項は、わが國においては、・氏商法草案以
來始絡一貫して存置せられるところである。なほ、簡易生命保瞼法も、そ
の胎生時代より始終一貫して、これらの條項を存してゐる、約款につき亦
同じである。
　（註一）わが國法に、かやうな條項を存置せしめてゐるのは、おそらく、白耳義
　　法の影響に因るものであらう。こグ）ことは、襲にのべたる、ロエースレル商
　　法草案第七百四十五條の立法理由書には、明らかに、『白耳義法は、跳の黙に
　　於て最も委しく、本案亦此法律及び英國の裁判慣例に倣ひ』とあることより
　　　して、しることが串來よう・したがつて、爾後の立法が、いづイしも、こイしを
　　踏襲してゐることよりみて、現行法又、遠くその淵源を白耳義法に有するも
　　　のと断定し孝尋るのて3はあるまいか○
　（註二）　他の立法例には、斯うした規定がない。ただ、総則に、危瞼招致の規定
　　　があるのみであるcたとへば、濁法第二十三條乃至第二十六條二 瑞西法第十
　　　四條及第十五條。瑞典法第十八條及び第十九條。佛法第十二條b露民法第三
　　百九十三條等。
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　買工一スレル商法草案第七百四十五條第三號及び奮商法第六百八十二條
第三號について注意すべきものがある・
　その一は。同號所定の免責條項が免責事由として認められるに嵐それ
らが。罪を犯したる『直接の結果として』生じたるものなることを要し。
閥接の結果生じたる場合を除外してゐることである。しかし隔新商法第四
百三十一條は『直接の結果』死亡といふことを明示してゐない。
　その二は、同條の法文の言ぴまわし方が隔いかにも憶決圖は犯罪ではな
いが・特にこれをもつて冤責條項とするといつた書振をしてゐることであ
る磁）。新商法第四百三十一條は決闘の犯罪なることを明にしてゐる・し
かし．わたくしは㌔これを特に一般犯罪より猫立して示した理曲を疑ふも
のである。それが、誤解であることは隔刑法改正豫備草案第二百七十九條
以下に決關の罪を一般犯罪中に規定したことをもつても理解されることで
あるQ
　その三は、禁鋼以上の刑に虞せられて刑の執行中に死亡したるときをも
つて保瞼金支佛冤責とすることである。明治四十三年郵便保険年金規則草
案、及び現行民間會置の或る約款にも鬼『刑の執行中死亡したるとき』をも
つて、冤責事由の一となしてゐる。これを隔法律により免責條項の一とし
て規定することの當否は別論として．解繹上。犯罪に因る死亡とは認め難
い。したがつて、民間會肚の或る約款が．團膿の自主的法規として。斯う
した條項を存置することは．最近の立法の趨勢に逆行するものであると解
する。もし憾それ商法にいはゆる犯罪に因る死亡に，右の場合をも包含す
と解したるものとすれば幅これ大いなる誤解である。
　（蕪）　しかし、これより先、明治二十三年法律第三十四號「決闘罪に淵する件」
　　が出てゐることに注意さオしたい。すなはち、同法は決闘をもッて犯罪行爲と
　　　してゐるe
　醗つて惟涛．に。明治三＋三年の奮模範保瞼約款は『被保瞼者が自殺。決
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闘其弛の犯罪又は死荊の執行に因り若くは刑の執行中に死亡したるとき』
として。明治三十二年新商法に加ふるに『刑の執行中に死亡したるとき』
をもつてしたのであるが隔明治四十四年の改正模範保瞼約款（現行のもの）
は、右の『刑の執行中に死亡したるとき』を改めて調一年以上の禁鋼若く
は懲役に虞せられ其刑の執行中に死亡したるとき』とした。そこには。幾
分進化の跡はみられるが、昭和二年の新模範保瞼約款は、この難において
商法第四百三十一條と全く同一の規定を爲して、『刑の執行中に死亡したる
とき』の語旬を削除した。要するに、その問、漸次、寛大化されつつあろ
傾向がうかがはれるわけであるo
　しからぱ．外國生命保瞼會駐の約款の傾向如何。今、それらを全部網羅し
て読くことは出來ないが、その主なるものをみるに（註）、日本において螢
業してゐるカナダ・サン會枇の約款には「本契約は日本帝國の法律に遵ふ
べきものとす』とし、又隔マニユフアクチユアラース會耐：の約款には『日
本の法律に依り解繹さるべきもの』として．共にわが國商法の規定をその
まま適用してゐる。
　（註）　森博士「保瞼約款に現はれたる犯罪條項」（生命保険纏嘗第五巻第五號第一
　　二七頁）。
　前述の英國のプルーデンシヤノL會杜の約款には『契約後一年内に被保瞼
者が自殺．決闘叉は死刑の執行に因り死亡したるときは失敷す』とあるが、
アメリカ合衆國の以下六會肚の約款には見當るものがない。たとへば㌔ニ
ユーヨーク生命、メト・ポリタン生命、米國プルーデンシヤル生命、パシフ
イク相互生命．ウエスタン・ステーツ生命、エクイクブ・レ生命の團膿保瞼
約款等にはないつ
　しかし、猫逸のベルリンのヴヰクトリヤ生命保瞼會肚の約款には『決闘
による死亡の場合は契約後一年以上経過せるものは保瞼金全額を支佛ふ』
としてゐることは前述の如くであるo
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　次に．佛蘭西のジエネラール生命保瞼會肚の約款をみるに『保瞼金受取
入が故意に被保瞼者を死に致したると奮封1に被保瞼者が死刑の執行に因ゆ
て生命を失ぴたると嚢は保瞼契約はその致力を失ぴ解約返戻金を返還す』
とされてゐる（誰〉Q
　（蕪）　森博士前褐論文第一二七頁Q
　これらの條項存否の是非は・大いに考究すべきものがある。わたくしは
むしろ旛これらの一切を打つて一一丸とした法文を設くべきものと、轡、料するo
決闘其弛の犯罪等に因ろ死亡の場合．善意の慧族には何の罪があろ筈はな
い。しかのみならす、ごれらの行爲によつて・被保瞼者が保瞼金を獲むと
する目的のある場合は維無であらう。この場台。叉，保瞼者をして庵冤責
せしむる理由はない。果して然らば。よろしく具鵤的の場合に衡李の原則
にしたがつて．事物を合理的に解繹して，保瞼の本質的機能を叢輝さすべ
きである。
　この考へは塾弼ち不嘗ではあるまいとおも．砧現に㌔最近の立法例は隔
いづれも．これらの條項を規定しないで。その総則に危瞼招致に因る場合
を無敷とする旨規定し．或は。信義誠實の原則に。その解決を求めてゐる
（離〉。されはもわたくしは㎏これらの條項一切を削除して㌃保瞼の猫立の
立場を擁護しつつ．信義誠實の原則に基いて．行動すべき旨の抽象的規律
を設け隔事の性質を合理化すべきものと考へる。
　（誰）　最も技億化き細た保瞼においても、信義誠實を無親しては、事をすすめる
　　ことは出來ない。瑞典法第四條。瑞西民法第百三十三擁、第百五十七條、第
　　二百四十二條。瑞西法第六十一條○糊法第六十二條等o
　水舞博士脇現行法の上の如き規定存置を批難してゐられる。すなはち》
目く認決闘に因て死亡し．たるときは。保瞼金額受取八の疑利を保護するを
圏らすして．却て㌔保瞼者を利するが如く責任を冤妻するを正當とすべき
や。決闘其ものは・素と犯罪行爲なむ。然れども。蝦令犯罪な抄とすろも。
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契約上取得したる保瞼金額受領者の地位は之を尊重するを要すべし。保瞼
金を得むが爲めに、決闘を敢てするが如きは・決闘の性質上有り得可から
ざることに属す。況んや、決闘其のものは、不法なりとするも、相手者の爲
めに殺害せらるるは均しく、他入の犯罪行爲に因る死亡なるを以て、保瞼金
額受領者を保護するが爲めに、敢て、法律を以て、保険者の責任を免除す
る原則的規定を爲さす。却て、原則として、保険者の責任を認め、當事者
の契約に一任するの可なるを思ふ。猫逸保瞼契約法の如き此主義に立脚し
決闘を免責事山と爲すことなし。犯罪の動機及多激の死刑に虞せらるる犯
罪行爲の原因を探究せば、淺忽なる犯罪行爲は勿論なきにあらすと難も、犯
罪其ものにして・尚ほ・恕すべきものなきに非す。而かも・其犯罪の爲め
に死亡せるが爲め、保瞼契約に基き保瞼料を支沸ひ、敢て、相手方たる保
瞼者の利益を害せんことを目的とせざる犯罪行爲ありたるが爲め、保瞼契
約上取得せる保瞼金額受取入の僅利を剥奪せんとする所以不可解のことと
す。刑法上の犯罪の責任は其責任者に止まるものとせぱ、假令犯罪者なり
とするも、一般有致なる保瞼契約の敷力は之を認むるの必要あるに非すや。
保瞼契約の永績的性質を有する死亡保瞼に於て、其犯罪が被保瞼者の晩砕
保瞼契約成立後多年の後に行はれたる場合の如き、殊に、保瞼者の責任を
認むるの必要を畳ゆるものなり。犯罪の爲めに、將た、死刑の爲めに、其
父を喪ぴたる子女は、保瞼金額を取得するを得す。爲めに、磯餓に瀕する
が如きこととなるべきを思へぱ、保瞼政策上斯の如き規定を爲すの可なる
所以なし』（離i一）o
r被保瞼者の犯罪行爲は、前號に於て、保瞼者の責任冤除の原因たるを以
て、保瞼金受領者が正當防衛の爲、被保瞼者を死に致したるとき、均しく
保瞼金請求罐を失ふ事と爲る。吾入は、此黙より見ても、犯罪行爲を以て
免責事由と爲すの保瞼の口的と…致せぎるを信するものなり。緊急駄態の
場含に於て、保瞼金を請求し得るものが、正當防衛の場合に保瞼金を受領
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するを得ざるものとするの不樺衡なる結果を來たすを見る』（註昌）。
（離一）　水口博士蘭掲書第七二G頁乃至第七二三頁。
（謎嵩、　同博士、「法學新報．1第二四巷第五號第ミ三八頁。
　　　第躍款　　保瞼金受取人及び保瞼契約者の被保瞼者故殺
　これを菟責事由としたのは・保瞼關係入が。故意に自己の責に臨すべき
事百1によむて保瞼事故を誘嚢した損害を保瞼者に墳補せしむるととは信義
の原則に反するとするに因るものである。これ叉。わが國の法律及び約款
の絡始一貫規定するところである（註）Q
　（蕪）　なほ野津博士「保瞼法に於ける信義誠實の原期」第二一八頁以下。
　外國の立法例も、この殺入條項をもつて陶冤責事山としてゐるQたとへ
ぱ．猫法第百七十條。瑞典法第＋八條．佛法第七十九條、壇太利法第六百
三十九條等これである。白耳義簡易保瞼は保瞼金受取入の被保陰故殺をも
って取浩事由とする○
　殺人條項は。保瞼の本質と相容れざるものがある以上，今後とも隔これ
以上に改正さるべき飴地なきものと解する、，もつとも．保瞼金受取入の被
保瞼者故殺に關して夫森氏は次の如き意見をのべてゐられる。日く『立法
王の問題としては樋當なる規定に非すと云ふべし。何となれば隔保瞼者が
保瞼金受取入の此非行に通謀加澹したる場合は格別なるも、保瞼契約者が
何等關知せざるに拘らす．保瞼金受取入が被保瞼者を殺害したるが如き場
合に於ても．保険替に全然保瞼金額支佛の責なしと断ぜるは隔保瞼者に厚
くして保瞼契約者に薄く隔其灌衡を失するものなるを以てなり』（謎）。
　（離）大森馬前揚書第一三五頁。
　　　　　　第蕊款　積立金の返還
　これについては、多く説明する必要なしと認む，立法例は大同小異であ
って葱糠甑取立てて参考に資すべきものはない，，積立金を何入に還付す
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べきものなりやの問題については・すでに・一言したところである（誰）・
　（註）最近生命保瞼會瀧協會では、商法中改並法律に鋤する希望條項として、保
　　　瞼金受取人が故意に被保瞼者を死に致したる場合の外は、その契約の爲めに
　　　積立てたる金額を保瞼金受取人に支彿ふこととしたしとの意見を田してゐる
　　　が、これは簡易生命保瞼法第二＋四條及び第二＋五條に照らしてもわがる如
　　　く、進歩的の立法意見として注目すべきものである。
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第薫葉　　結 圏闘
　惟ふに。商法第四百三十一條の存在理山は．叙上によつて恥らかなる如
く。これによって。生命保瞼の崇高なる丈化目的を擁護せむとするにあっ
たのであるが隔今隔その嚢展の跡を同顧するに。瀧會道徳の幼稚にして。
生命保瞼経螢組織の不完全且これが思想の普及充分ならざる時代において
は穐生命保瞼における支沸免責約款の内客は極めて峻嚴なるものがあつた。
しかし㎏生命保瞼の思想は漸吹祉會各階級にまで普く浸潤して。生命保瞼
は、われわれの生活の全べての需要に必要訣くべからざることが認識せら
るるに及んで。生命保瞼の経螢は釜汝大規模とな外その経螢方法は科學
的に長足の進歩をもつて続緻を加へたのであるQ而して隔生命保瞼は㌔弛
面隔世の善良なる家父をして。自ら契約者として．家族の爲に保瞼に蜘入
し。叉は家族を加入せしめて後顧の憂なからしめ．以て。彼等の間に相互
扶助㌔共存共榮の道を圖らしむるに至らしめ、延いては。一般國民の道徳
心洒養を圖る上において．著しき貢献を齎らしたのであるが、これと共に
敷育制度の充實完備に俘ふ國民道徳の向上したことは墨今督における商法
第四百三十一條の規定に重大なる修正を要請してゐるのではあろまいか。
　われわれは隔何故に．商法第四百三十一條が隔過去にむいて曳その峻嚴
なる條項を必要としたかを反省してみなけれぱならぬ。まさ1へそれは・
過去特有の文化と過去における生命保瞼経螢によつて規律された法律思想
ではあつた。又。これが。當時の生命保瞼経螢上．法の尊嚴維持上合理的
のものとして㌔主要なる原動力ともなつたものであったQ
　さ夢ながら醸われわれは隔法の本質を理解するに當つては幅法と保瞼制度
の由來とそれの現代において有する意義とを考定せねはならぬ。証會生活
や園民道徳は不断に流轄し。生命保瞼事業の組織は羅に月に進歩し。われ
庸）れ入類の理想は不漸にその姿を具磯的に向上せしめて行くと翫そこに㎏
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われわれは、この事實を目硯して、本條の將來を再認識するの必要に迫ま
られてゐるのである。すなはち、われわれは、そこに、商法第四百三十一
條の條項をもつてして、今日われわれの道徳心や企業家の技術的根擦を律
する時代は、まさに、去りっっあることを承認せねばなるまい。かくして、
われわれは、本條に關する限ρ、現在の情勢に照らして、奮來の随習を破
り、創造を昂め、日新以て更張の期を啓くべきときであると思考する。
　以上、わたくしは、商法第四百三十一條について、本條蛮展の跡を同顧
し、これが解繹論を試み、各國の立法例を一瞥して、本條の將來を展望し
來つたのである、一國の法律は、その國の具膿的な特殊形態について、そ
の國特有の文化的精帥の具現化したものであるが、そこに、われわれは、
各國の保瞼法に内在する具罷的な文化的精紳を理解し、その進むべき途を
嚢見し、現代保瞼立法の技術的構成に封しての重要なる示唆を與へられる
ことであらう。
　これを要するに、保瞼法史の傳ふるところ、皮筆以來、保険約款と保瞼
立法とは酒々として進行し、爾者進歩の潮流に差こそあれ、保瞼史てう一
大潮流に朝宗し、彼我の交渉電光よりも速く、約款の精緻進化著しく、保
瞼立法はこれに追随慮接蓬なき歌況にあることは、すでに、のべた如くで
あるが、爲めに、動もすれば、保瞼立法の事業は弛緩し、常局の人心焦燥
これあるのみである・されば・われわれは、よろしく・夙夜淳働・以て・
邪説に浸淫姦毒することなく、醇厚中世、悠久なる保瞼法史の教ふるとこ
ろの成敗利鈍の跡を稽徴し、これを展望への飛躍墓となして、より高次な
る保瞼法制定へと懲むるところがなけれぱならぬわけである。
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（滲　　照）
外國保瞼契約法關係條文載慧
一　猫邊繰険契約法
第讐燦（讐襯購
　保瞼契約者が保瞼者の利釜の爲又は保瞼者の責に任すべき事項の爲又は
　道義．L適當なる行動を探りたる結果危瞼を増加せしめたるときは前三條
　の規定を適用せす
　（参　　考〉
　　　鴛偲條（雛）臓契縮は契約の締結後に於ては保険者の承諾
　　　を得すして危瞼増加の虞置を爲し又は第三者に其の虞置を許容する
　　　ことを得す
　　　保瞼契約者が保瞼者の承諾を得すして危瞼憂更の虞置を爲し又は之
　　　を許容したる結果として危瞼の塘加せむことを知りたるときは遅滞
　　　なく之を保瞼者に通知することを要す
　　　鴛姻蝋繍纏）保瞼契縮が盲む條第順の縦燵反せると
　　　きは保瞼者は豫告期間を存せすして保瞼關係の解除を爲すことを得
　　　共の違反が保瞼契約者の過失に基かざるとをは保険契約者は一箇月
　　　の経過以前には解除を以て封抗せらるることなし
　　　解除樺は保除者が危険の増加を知りたるときよむ一箇月間之を行使
　　　せざるとき叉は危瞼が圭働似前の歌態1こ復したるときは消滅す
　　鑑緬輿徽難蟹る）範恒聯一項の蹴の猷靭陽
　　合に於て保瞼事故が危瞼の櫓加後に護生せるときは保瞼者は給付の
　　義務を冤る
　　保瞼契約者の過失に基かすして違反するに至りたるときは保瞼者は
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　　給付の義務を冤るることを得す保瞼契約者若し此の場合に於て遅滞
　　なく第二十三條第二項の規定せる告知を爲さす且保瞼者が適當に告
　　知を受くべかりしときより一箇月後に保瞼事故が嚢生したるときは
　　保瞼者は其の給付の義務を冤る但其の當時保瞼者危瞼の増加を知れ
　　るときは．此の限に在らす
　　保瞼事故焚生當時甑に保険者の解除豫告期聞経過せるも解除を爲さ
　　す又は危瞼の檜加が保瞼事故の蛮生若くは保険者の給付義務の範團
　　に封して何等の影響を及ぼさざりしときぱ保険者は其の給付の義務
　　を免るることを得す・
第猷軌條（騎難援藁け）
死亡保瞼に於て被保瞼者が自殺を爲したるときは保瞼者は其の給付の義
務を冤る但し其の所爲が精紳作用の病的障擬により意思の自由決定を爲
　すこと能はざる状況の下に爲さ勲．たるときは保瞼者は其の義務を冤るる
　ことを得す
籟七＋條（雑犠職漿る）
　保瞼契約者以外の他人の死亡に付き保険契約を締結したる場合に於て保
　瞼契約者が故意に不法の行爲に因りて其の者を死亡せしめたるときは保
　瞼者は其の給付の義務を冤る
　死亡保険に於て第三者が保瞼金受取人として指定せられたる場合に於て
　共の者が故意に不法の所爲に因りて被保瞼者を死亡せしめたるときは其
　の指定はなかりしものと看倣す
籟廿六條（難鞭立）
　保瞼者の支沸義務の褒生が確實なるべき方法に於て締結されたる死亡定
　額保瞼契約の脱退叉は解決に依りて消滅したるときは保険者は其の保瞼
　の爲に積立てたる保瞼料積立金の額を沸戻すことを要す
　前項に揚げたる種類の保瞼に於て保瞼事故機生後保瞼者が契約に依る定
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額支沸の義務を冤れたるときと難亦同じ但第百七十條第一項の場合に於
ては保瞼者は保瞼料積立金沸戻義務を負はざるものとす
沸戻すべき額の確定に際しては保瞼料積立金は保瞼關係の消滅すべき保
瞼期聞終了の時に付之を算出す保瞼者は相當の金額を減額する穰利を有
す其の減額に關し監督官聴の許可を得て保瞼約款中に一定の額を確定し
たるときは之を以て相當なるものと看倣す
二瑞藤撮瞼契約法
第網條（辮艶）
　保瞼者は保瞼契約者叉は請求権利者が故意に危険事故を招致したるとぎ
　は契約の責に任ぜす保瞼契約者叉は請求権利者が重大なる過失に因りて
　危瞼事故を招致したるときは保除者は過失の程度に相當する割合に於て
　其の給付を減額することを得
　保瞼契約者叉は請求構利者と共同家族生活を爲す者叉は其の行爲に付き
　保瞼契約者叉は請求穰利者の責任を負ふべき者の故意又は重大なる過失
　に因りて危瞼事故を招致し且保険契約者叉は請求擢利者が之等の者の監
　督選任叉は探用に付き重大なる過失の責に任すべきときは保瞼者は保瞼
　契約者又は請求樺利者の責任の程度に相當する割合に於て自己の給付を
　減縮することを得
　保険契約者叉は請求構利者が輕過失に因むて危険事故を招致し又は前項
　の場合に輕過失の責に任じ若くは前項に拐げたる其の他の者が輕過失に
　因夢危瞼事故を招致したるときは保瞼者は全額に付責に任するものとす
第緬傾繕つ
　前條に拐ぐる者が入道の命する所に從ひて行動し且之が爲めに危瞼事故
　を招致したるときは保瞼者は全額に付責に任するものとす
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三瑞典保険契約法
（故意叉は過失に因る保険事故の招致）
第＋八條（辮妻故）
　保険者は故意に保険事故を招致したる者に封し契約上の責任を冤る
　生命保険を除く種類の保険に於て重大なる過失に因りて保瞼事故招致せ
　られたろとき亦同じ
第＋九條（懲鞭獅
　前條所定の保険事故を招致したる者が刑罰を科せられざる年齢叉は精神
　歌態にありし場合には前條の規定を適用せす
　保瞼事故を招致したる行爲が物叉は人にi封する損害を防止せむとする意
　碧、に出でたるとき就中其の庭置が相當なりと認められたる事情の下に爲
　されたるとき亦同じ
鑑＋條（灘麟撫）
保瞼事故が重大なりと認むることを得ざる過失に因りて招致せられたると
　きは保瞼者の責任は之に依りて影響を受くることなきものとす
第質條（麟）
　死亡保険の被保瞼者が保瞼契約叉は最後の保瞼契約の復活の敷力套生後
　満三年内に肖殺したるときは保険者は其の給付の義務を冤る但保険契約
　の締結叉は復活のとき自殺の意思毫もなかりし場合又は該保瞼が縦令存
　在せざりし場合に於ても伺且自殺が途行せられたりしならむと認めらる
　る事情あるときは丑を限に看三らす
圏佛蘭西保瞼契約法
第†盈條　偶然なる事故に因り又は被保瞼者の過失に因りて生じたる滅失
　及び損害は保瞼者其の責に任す但約款中に明示且限定せられたる冤責の
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　場合は此の限に在す
　別段の定あるときと錐も保険者は保険契約者（被保瞼者）の故意叉は認
　識ある過失に因る滅失及び損害に骨ては責に任ぜす
鰍艦條（麟）
　死亡保瞼の被保瞼者が自殺したるときは其の契約は無敷とす庇場合別段
　の定ありと錐も保瞼者は利害關係者に封し積立金に等しき金額を支沸ふ
　ことを要す
　被保瞼者が自殺したるときと蹄も保険金額の支沸の責に任する條項を含
　む全べての契約は其の契約の紐結後二年を維過するに非ざれぱ数力を生
　ぜす被保険者の自殺に付ては保瞼者之を立讃すべきものとす被保瞼者の
　無意識なることに付ては保瞼金受取入之を立讃するものとす
銚＋九條（灘）
　保険契約は保瞼金受取人が被保険者を故意に死に致したるときは其の敷
　力を失誌、
　保瞼者は保瞼料が三年分以上支沸はれたるときに限り共の積立金の総額
　を保瞼契約者の相績入叉は礎利の承磯者に支佛ふことを要す
　未遽の場合に於ては保瞼契約者は其の未途の惹起者力凱に自己の爲めに
　爲されたる約定の利谷を受けたるときと難も保瞼の利名益に與ることを取
　油す灌利を有す
五填太剥保瞼契約法
第三＋二條（無）
　保瞼事故襲生前に保瞼者に巽して履行すべき義務に違反することあらは
　其の結果として保瞼者に劃する給付請求権を失ふべき旨を合意したる場
　合に於ては保瞼事故が褒生せざる聞は保瞼者は義務遠反を知りたる後一・
　箇月以内に豫告期聞を定めすして帥時に契約を解約することを得但保険
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　契約者に故意の責なきときは此限に在らす
　保瞼契約が解約せらるることなくして保瞼事故嚢生したる場合に於ては
　保瞼契約者に故意過失の責任なきとき叉は危険の輕減若くは危瞼の増加
　防止の爲めに設けられたる義務の違反が保瞼事故の獲生叉は保瞼者の負
　搭する給付の範圏に封し響影を及ぼさざりしときは保瞼者は此の免責抗
　辮を主張することを得す保瞼者の有する解約罐を行使せすして期間を経
　過したるとき亦同し
　保瞼契約者に悪意叉は重大なる過失なく叉は通知義務違反が保瞼事故の
　確定或は保瞼者の負澹する義務の確定若くは義務の範園に封して影響を
　及ぼさざるるときは保瞼者は保瞼事故嚢生後の通知義務に基く免責抗辮
　を主張することをを得す
　保瞼者が義務達反を知りたる保瞼料沸込期問の保瞼料は保険者に齢す義
務違反の蚊果が次の保瞼料沸込期間に於て嚢生すべきときぱ保瞼關係が
　終了する迄の保瞼料は保瞼者に鮮す
　保瞼者に封する義務の違反ありたる場合に關し保瞼者に封し違約金請求
　穰叉は解約期間を　くとも一箇月とする解約樺を與ふる旨の合意存する
　ときは第一項乃至第四項の規定を適用せす
第百三十八條　（自殺）
　被保瞼者が自殺を爲したるときは保瞼者は給付義務を冤る但精紳活動の
　病的障碍に因り自山意思、決定を妨ぐる歌態に於て行はれはたるときは此
　の限に在らす
　契約が自殺の當時既に五箇年間引績き奴力を有したる場合には保瞼者は
　責任を負ふ
第百蕊噌・九條　丸故殺）
　保瞼契約者と被保瞼者と異なる場合に於て保瞼契約者が違法なる行爲に
　因り故意に被保瞼者を死に致したるときは保瞼者は給付義務を免る
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死亡保瞼に於て保瞼金受取人と指定せられたる者が違法なる行爲に因ゆ
故意に被保瞼者を死に致したるときは保険金受取入の指完な力適しもの
と看倣す
六中蕪践國藻瞼法
第鋼†嵩條　危瞼の檜加が若し左記各款事清の一あるときは本法に規定す
　る所の敷力を生ぜす
　一　災害の嚢生及び保瞼者の負櫓に封し影響なきとき
　二　保険者の利釜を防護する爲めなるとき
　三　入道上の義務を履行する爲めなるとき
第六†六條　被保瞼者故意に自殺したるときは保瞼者は保瞼金額を支沸ふ
　の義務なし但該保瞼の積立金を取得すべき者に返還することを要す
　保瞼讃券内に被保瞼者故意に自殺するも保瞼者は衡ほ保瞼金額を支沸ふ
　ことを要するの條款を記載たるときは其の條款は契約二年後に於てのみ
　始めて敷力を生す
第七豪七條　受釜者が故意に被保瞼者を死に致したるときは保瞼金額の講
　求樺なし
　毎年沸保瞼料を既に三同以上支沸たる場合保瞼者は共保瞼積立金を受取
　るべき者に支沸ふことを要す
　受盆者が被保瞼者を故殺し未途の場合は受釜者が既に受盆を承諾したる
　ときと雛も保瞼契約者は衡ぼ其の受益の椹利を取浩すことを得
　（註）　同國簡易生命保瞼法は鍵國二四年四月（一九三五年）公布せられたるも、殆
　　んど、わが簡易生命保険法のそれと異るところがない・因みに、保陰誰書そ
　　の他の式紙類等まで殆んど全部わが簡易盆命保瞼のそれを醗課したものであ
　　　　　　　　　　　タ　ダ　タ　　　　　　　　　　ヰ　タ　タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲ　ク　　る。同國法では保険詮券を保瞼輩といひ、保瞼者を保瞼人、被保瞼者を被保
　　タ　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　が　グ　　瞼入、保陰契約者を要保人、保険金受取入を受釜者といつてゐる。なほ、生命
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保瞼を人壽保瞼といつてゐる。
　　　　t　ロシア紅會主義聯邦ソビエト共和國民法
鋸軌棺條（辮妻救）
　保瞼事故が被保瞼者又は保瞼金受取入の故意又は重大なる過失に因りて
　褒生したるものなるときは保瞼者は保瞼金額を支佛ふ責に任ぜす
　左の場合に於ては保瞼者は生命保瞼契約に因る保瞼金額を支沸ふ責に任
　ぜす
一被保瞼者叉は保瞼金受取入にして同時に保瞼に附せられたる者に非ざ
　る者の故意叉は重大なる過失に因りて保瞼事故が褒生したるとき
二保瞼に附せられたる者の故意に因夢保瞼契約締結後二年内に保瞼事故
　叢生したるとき
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